


ぐガス器具もガスと共に70年〉
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日本建築協会会告ー

4 建築基準法改正に伴う日影条例等説明

会開催
開会 13: ＳＰ → ｉｾ ｬ 会 Ｑ Ｖ Ｚ 00 

中村

50名

会 只 3. 0∞同 1

} 当日いただきます。

会員外 3，5∞円 j

( テキス ト「ヒソレの省エネルギー」は当日受付にて特別価絡 ( 9∞同) て・頒布いたします)

4孟氏( 竹 '1'工務I cl f J 色ii 本書11¥' 1門部長)

込 往復はがきに限ります。はがきは 1 名に 1 枚限りとし、氏名 ・勤 務 先

名 ・所 在 地 ｩＡｬｩ給 Ｇｩ ｛ｌ， ｩｦｩ 詐号・返信用宛名 ・ 全旦 ι ゑ μ ｾ の区別を記入

し、 1;. /1，:/必 ピJ レの省エネルギーJ と明記の上11月24 日( 金) までに 日

本建築協会事業: i ! I l ( 大阪市東区北浜 3 - 37) へお申込み下さい。定. w

を超過した場合は会只を優先して trtl せん にて決定 し、お知l らせします。

お願い: 申込をされた ) i で、 l l D30 El(-1':) までに取消述絡のない} J は当日欠席されても聴

ー再料のご負 fl !を草!!i' 、ます。

また郵便の都合で参力ＱｉＮｩｩｅが巡礼たり、届かない場合は早急に、必ずＧ ＱＧ Ｑ 拘 ｬ 二事業ｾ

まて句話連絡でお問い合せ下さい.

テキストが布用の万は申込氏名の上に OEIJ をこ' 記入願います.

申

4 大正海上火災千里中央ビル新築工事

の見学

大阪府企業局が開発した千盟ニュータウンの中央地区に、将来北大|仮の中心的

自11市センターとして、忠まれた l守然環境を生かし、近隣住民との融制を縦極的に

取り入れた緑の多い郊外怨オフィスヒ' ルがつぎつぎと生まれつつあります。

今回は、それらの中でも、! 日i もなく竣工にi l I い大工E海上火災子豊 中央ビ ルを}正

予することにいたしました。

このピルは、事務所と研修所としてのこつの後能を 中庭を介してうまく 7 ッチ

させており、現( E 、建築工事、設備工事ともほぼ完了し、外t針直樹工事がオープ

ンめざして進行中て¥仕上りの全容を見学できる見込です。多数ご参加 下 さい。

なお、このたび{ 立大正海上火災株式会社のご厚意でオープン前に特別 に見学い

たしますが、Ｈ徐Ｉ日建設計ならびに鹿島、三井、竹中、大成共同企業体 Ｇ ｊｾ 務所 に

多大のご協力をいただきました。

日 時 1 2 月 5 日( 火) 集令 14 ・00→ 解散16: 30 

集合場所 千里中央センターピノレ ・玄関前( 階上) 広場付 近 ・目標会旗

ただし、大阪、地下鉄 ・御堂筋線 「千里中央駅( 終出) J 下JI1- 地上へl Hてすぐ。

( 締回よリ所要20分、辺氏片道190{I ll

定 員 40名

参加会費 会貝4∞円、会只外6∞円

申 込 往復はがき 1 :名に 1 枚限リとし、氏名 ・勤務先名・述絡包括番号 ・返

信用宛名・銅l便番号を記入し「大正海上火災千里中央ビ J レの見学J と

明記の上11月27 日( 月) までに建築協会事業課へ。

先年のill 築基妙法令改正 lこ1・ド う大阪府ドでの口彩縦制に| 期する l仔条例が去る l舟

，議会で可決され、 l羽年 4 月 1 日より地行されることとなリました . 本会f也主l ! 築関

係団体てすま、この条例を主に、 2 、 3 の主l ! 築指i持行政上の当面の問題をとりあげ

ひろく会以に周知 ｬ をはかるため、ート ￆｾ により Ｑ 克明会を行いますので、ここに会侍

いたします

J  

日 時 H昭召初5臼3年 11 月 2 7 日( 刀) 午後 111時l時在ドA半ド- 511時l時与

会 場 I閃刻1浴正ホ一 Jルレ Ｈｾ北 ｴ 区中之 ｌμＺｪ 3 一 3 )  

内容および鶴師

1  .  ill 築物の定期i暫H号制度と似使用承認について

品川 ｩ 大阪府組築剖泌Ｚ築指持 ｲｩＪｾＩｪ 災係 ｬｾ 小川

luJ 大阪市生ｬＡ築局建築指Ｇ息苦 ｉｉｾ ‘策課主 Ｑｴ 水谷

2 .  ｩ 容桜 村 ｬ 造等のｾ ｙｩ問 題について

，， ｾｩ ｲＮ ｲＡｪ 大阪府 ｴｬｬ 築制凶 ｅ 築指ｩＡ［ｉ，Ａｪｬ構造係Ｑ＼

3  大阪府における日彩条例について

，ｊＧ ｩｍｩ 大阪府ｩｉＡ築部建築指持品ｦ，［ｴ境指 ｩｾ ｦ，ｦＺｪ，Ｈ Ｋｾ村

4  質疑応答

会 費 2 .0∞円、テキスト代500内 定 員 400名

申 込 ｾｏＺ ｊ 詰またはハガキにより ＱＱ 月24 日( 令) までに日本建築協会総務課 ( 231 ー

9648) へお 申込み下さい。会費 テキスト代は当日会場受付て苛買収致し

ます。なお定只に達し次第締め切りますので、予めご承知おき願います。

Ｈ社Ｉ日本 ｩｬｬ 築協会、Ｈ社Ｉ大阪府 ｩｬｬ 築ＱＺ会、Ｈ社Ｉ大阪建築 ｉＺＺ Ｇｬｾ 務所協会、

( 社) 日本ill 築学会近畿支部、 ( 社) 日本ill 築家協会関西支部、( 社) 大阪主主

設業協会、大阪建築設 ｾｴｾｉ ｊｬｬｩ協会、Ｈｬ Ｑｻ Ｉ 大阪生 ｉｉ 築防災センター

大阪府・大阪市

J定雄氏

正幸氏

ｴｾ 夫氏

保 氏森氏

催共

媛後

司会員忘年懇親会の開催お知らせ (再掲)

参加こ J官望の万は 11 月30日までに日本ill 築協会事務局 ( 231 ' 9648) に会費を添

えてお申し込み下さし、。

J己

ｉｉｾ 初 ＵＳ 年 ＱＲ 月 ＱＲ 日Ｈ火Ｉ 午 後 6 時 - 7 時半

k 阪グランドホテル 3 階エンハイヤルーム( 氾202-1212)

会工l1干志による景品のご得州によリ、栄華商品の当たるt J bせん会を f干し、

ます。

5 ，000問( 日IJに補助あり)

Ｑ ＵＰｾ 同 Ｈｩｬｬ築クラブ会 ｵ を含むＩ

費

員

と き

ところ

会

定

4 建築 8 団体合同新年交礼会 (再掲)

建築概要

所 1f )也 太阪府ｾ中市街千 Ｑｾ 丙町 Ｑ - 2  - 14  敷地面' " 5. 568. 75" 

地蛾地区商業地域 。組築耐fl! 3，326. 336州

ill 祭主) < 正海上火災保険徐式会社 延床耐繍 23.368. 624周，

dll:，;t 監理除式会社日挫設け 開 き高層縦一軒高 S G  L' ( T  P79. 5. m)  +  

地 工 ill 築 庇品、三灯、竹中、) . ; 成共|五J: 33. 0m 

企業体 位阿部開 S C L+37. 5 m 

& 偏 三機工主昧式会社 低層棟一軒高 S G L + 17. 6 m

婦 品 湖 東 京 芝 浦1ft うt保式会社 最高節tr. S  C  L  +22. 3 m 

下 期 昭 和52年 3 月 1 日ー昭如53年 12月11 日制伐深さ S G L - 16.0m 

脱線構造 問府械一地下 3 F 、地上 8 F. 熔bi 1  F : 外部仕上 1∞角磁器タイルー郁コンクリート化

S. R. C述、一部R.C且び S 造 鮭打放し、アルミ尭色剖H<- 及びステン

低層棟ー地下 2 F 、地上 5 F 、t高島 1 F  レス発色遮A

R. C造、ー郁S. R. C且ぴ S 治 主な周造事務所且ぴ稲泊. r l : 慣を ι つ研修所

昭和 54年 1 月 4 日( 木) 午後 1 時30分 - 2 時30分

大阪コクサイホテル 8 階宴会場( 点区内本町)

2 ，000円( 当日欠席されても会代はいただきます。)

12月15日までに会的を添え、本会 (541 大阪市東区北浜 3 - 3 7 日本ill 築

協会総務. * T  E  L 06- 231- 9648) へお申込み下さい。参加者名簿を作

成いたしますので〆切日を厳守則います。

時

場

費

込

日

会

会

申

‘ 建築技術選書講座シリーズ( 第 2 回)

一ビルの省エネルギ一一

性などについて理解を深めていただければ幸いです。

多数ご参加l下さい。

日 時 昭和53年 1 2 月 1 日( 金) 附場13 ・00

会 場 薬業年金会館 41楕402号 宅

(大阪市尚!l 谷町 6 丁日 36 T  E  L06- 768- 4451)  

ただし、大阪、地下鉄 ・谷町線「谷町 6 丁目 J 下。!( 、地上に出てすぐ (1，;)ビ J レと地下鉄

とr([ 結)

講 師

定 員

聴 a 料

1  建築とを士会/ 1978年11 月号

建築技術選，弘北座シリーズの第 2 回を| 剥必し、たします。

i ! t 界的に研究が推進されている省エネルギーは、 ill 築においても単なる設備技

術者の分野て' ある冷l波窃の問題だけではなく、全般の主tt 築技術者が基本計画とし

て取 1) くまなければならない問題て' す。

「ビノレの省エネ J レギーJ の著者、 中村猛氏は、複合ヒートポンプ「タクネス-

H  RJ をはじめとする開発 y ステムで数々の! t を受・貸された竹中工務応で、安全

然公: - J : - 、省エネルギーなど、モE々の姐tm設刊ilをリードしてこられました。

今同の「ビ ｊ レの省エネノレギＭ， ［ＱＴ 座 ｊ では経験 ｾ￭ｾ｜ な同氏に設備技術者はもとよ

リ、デザイン関係を含めた建築技術者に、よりわかリやすい解説をお膨1，、してお

リます。

近年ますます複雑多由主にわたる専門分野の中で、相互間の自覚と理解をリード

して行〈立場にある一般建築技術者の方々が、新しい省エネルギ一律築の方 '{' Jt'l:



一 日 本 建 築 協 会 会告

‘ 逗 か ら 彩 ヘ ・・・ 墨 い ろ の 世 界

篠田桃紅に聞く

恒 例 の 「 建 築 家以 外の人の話を聞く J シリーズです。今回は篠田

桃紅さんに来ていただくことになりました 。 ご存じの通り桃紅さん

は 、書の世界の中で全く独自の新しい作品を生みだされている国際

的基象家てす。 さらに今年は、 20年にわた って新聞、雑誌などにm

かれたものをまとめた随筆集 『墨いろ j を出版されました 。

〈ろ

そこでは 「文 字 か ら 形 へ 、 玄 と い う 色 、水を打つ、秋のいろ、二

つ の 世 界 、たまづき 一… 」とい った題材を語りながら 、持情味豊か

な彼女独特の小 宇宙が展開されています。

川の字はタテ三本にきまっている 。けれども私は五本とか、+ 三本とかの

タテの線をかきたくなる 。…・・ … ーそ のかきたいという心は、おのずから

わき出てくるものでJ . ! : めるわけにはいかない。

曇による黒は、真っ黒の一歩手前の色、明るさのある黒で、心を騒がせな

い色、沈静であって死ではない、動きを残す色、ということである 。

ほんとうの ・くろ( 玄) . は真っ黒ではない、という考え方が私にはたい そ

う気に入る 。

床の間の墜にーと鳳j 毛の水を打つ 、夏の風情として昔母が教えて くれたこ

とである 。水を含ませた刷毛を上から下に、或いは斜めに空間を切って打つ。

土の壁は飛沫を吸い込んで、水のハネのかたちに濡れる 。床の間から涼しさ

が湧くようなこのしつらえが私には気に入って

一随筆 「鐙い ろJ より ー

このたび、し っ とりと落ちついた余部 ( あまべ) 邸で、スライド

を交えなが らの桃紅さんのお話に、皆様もき っ となにか通じ合う世

界を感じられることでしょう 。

ぜひ多数ご参加下さい 。

日 時 12月 9 日( 土 ) 開 場13 :  30 

. 6.  

. " .  

開 会14 :  0か→閉会16 : 30 

場 あまべ( 余苦1¥) 邸

( 大阪市福島区玉川 4 丁目 7 - 14  T  E  L 06- 441- 6020)  

ただし大阪、地下鉄 ・千 日 前 線 「 玉JIIJ 駅 ( 野田阪神の 1 ツ手

前) 、または国鉄、環状線「野田」駅下車、徒歩 5 分位のところ

ゲ ス ト 篠田桃紅氏 ( 養 ・墨象家)

定 員 60名

参加 会費 会員 1，000円、会員外 1，300円

申 込 往復ハガキに限ります。ハ ガ キ は 1 名に 1 枚とし、氏名

- 年 令 ・勤務先名 ・返信用宛名 ・連絡電話番号 ・郵 便 番

号を記入し「篠田桃紅に聞く」と明記の上12月 1 日( 金 )

までに建築協会事業課へ。

( 備考) ・参加者には会場詳細地図入り の参加証 をお送 りいた します。

2  

・ハガキには会貝 会員外の区}j IJ を必ずご記入願います。

※ 本誌 「建築と社会J の8 月号 (読者の頁欄) に 『恐い ろj についての21;: 評を

掲載いたしておりますか らご覧下さい。

写 点 毎 日 新 聞 木村議ニ

ーゲスト紹介

篠 田 桃 紅 ( しのだとう二う) 氏

6 歳ご ろから 父より舎の手ほど きを受ける 。1虫学。

1945年ご ろか ら苔の文字性 を離れた新し い水盤の造詣 を試み、今日ま で、

文字による 3 作、抽象水盛の二つの仕事をしている 。

1956年渡米→ 58年までニ ューヨークで制作。

1940年東京九鳥居堂で最初の個展… ・・以後、東京、ニ ューヨー ク、パ リ、 シ

カゴ、ポスト ン、アムステルダム 、その他の都市 で個展。

ニューヨーク近代美術館日本のst:展。サ ンパウロビエ ンナー レ、カ ーネギ

一 国際展などに招待出品。

日本、アメリカ、オラ ンダ、西独など十余の公立美術館に作品が収蔵 され

ている 。

( 若;! H いろは四拾八文字』矢米書院干lJ ) より

口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口
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日 本 建 築 協 会 法 規 委 員 会

質疑などの投稿をお待ちしております.

1 3 0  

共同住宅に対する特例基準の運用についてくその 1 >  

共 同 住 宅 に 対 す る 特 例 と し て 、 消 防 用 設 備 等 の 緩 り 説 明 い た し ま す 。

和 適 用 は 、 既 刊 昭 和51年 1 月 号 の 法 令 コ ー ナ ー に 今回は適用範囲、二方向遇政佐について行います。

記 載 さ れ て い ま す が 、 そ の 運 用 詳 細lを2 固 に わ た ( 大阪市消防 局 予 防 部 吉 田 喜 久 雄 )

適 用

範 囲

Ｈ Ｑ Ｉ 消 ｾＩｪ 法施行令別表第 Ｑ (5) J')1ロ ・ー( 宿泊所、

寄宿舎、下街、共同住宅) 及び消防法施行令別

表第 1 ( 1 同項( 絞合用途) て・共 同住宅苦11分と消

防法地行令第 8 粂に規定する防火区画 ( 耐火

措置の壁又は床で関口部が設けられてない )

がされている場合の当該共同住宅部分

( 以下「共同住宅等 j という )

部介的なバルコニ 一 容易に破' . 1 できる仕切板

w  

ウと同械の扱いとする。ただし、経路が重複する

{ 主戸が 1 戸であっても、バルコニーを共用する 2

住戸について、出入口の! 昆等の! 湖ロ部をパJ レコニ

ーの後続部の廊下制1) に接近して設ける場合は、各

， ( 注) 1  図示の各! 日lは、有効な避雌経路として、バルコニー

等を経由する l {主戸以上隔てての住戸内通過のJ耳目1) に

よリ判定しているので、連続した住戸数が 3 以下の場

合は、図例に ijll じて個々に判定する必要があること。

2  図示の各例は、原f I i ) として 2 の階段を有する，J t ・同住

宅等であるが、 l の階段及び避難器具等を有する共同

住宅等についても、 2 万向避難を確保できる場合があ

るので、図例に準じて判定すること。

3  イ及びエの「接近して設ける場合J とは、バルコニ

一等を共用する呉なる住戸の界壁の直近の関口苦s (浴

室のバランス釜の給排気口、甲釘! 防火戸により '1(. "時閉

鎖状態を保持したメーターボ ックス等又は火災により

i品J立が急激に上昇した場合、自動的に閉鎖する防火ダ

ンパーを設けた l刻ロ昔11で内径15センチメートル以下の

もの〈これに相当する断面積以下のものを含む〉を除

<  . ) 相互間の距離が 3 メートノレ以下の場合をいうもの

であること。

コ | その他 の型( 部分的に述絞したパノレコニ一、 3 戸

の中央に階段)

容易に磁寝できる

仕切極

ケと同様の扱いとする。

(2) 特例法準が適用されることとなる共同住宅

等の消防用設備等の適用については、当該共

同住宅等のすべての部分が、各消防ｾｊＧｉＧｊ設備 ｪ 等

の適合している場合とするものとする。 パノレコニーに避難器具等を設けない限り、二方向| サ

避難に該当しない。

その他の製( 部分的に述絞したパノレコニ一、中央

に 2 の階段)

すべての住戸等から地上又は避難階に i必ずる

' 安全な避難のための経路をそれぞれ二以上機

ニ方向 l

| 保することにより、出火場所がどこであ って

避 難 |

' も、それぞれーの経路は安全に利用できる避

維の状態をいう 。

以下次の例により判定する 。

図例| 状 態 と 判 定

ア ! 片廊下型 ( i l l ! 絞したバル コニ一、両端に 2 の階段 )

階段

二方 向道i i ! 1 J に該当する 。

イ | 片廊下型( 部分的に述絞したバルコニ 一、両端に

2 の階段)

容易に破損できる仕切板部介的なバルコ二 一

4妾近させないニと

ニ方向避難に該当する 。

たt.: し、バルコニーを共用する 2 住戸について、

出入口の日2等の開口部をバルコニーの接続部の脚

下 1111) に接近して設ける場合は、各バルコニーに避

難骨器具等を設けない限リ二方向避維に該当しない。

ウ I J ' i 廊下型 ( 迎絞したバルコニ一、 2 の|階段のうち

l が端部に)

連続，内レコニー容易に破犠できる仕切紙

Wについて、階段への経路が重複する住戸が l 戸

なら、二方向避維に該当する。 2 戸以上なら、当

該端苦11側のバルコニーに避難器具を設け、又はこ

れと同等以上の安全な経路を確保した場合に隙リ、

ニ方 向避般に該当する 。

エ l 片廊下型 ( 部分的に連続したバルコニ 一、 2 の階

fJ l : のうち l が端昔11に)

4  処築と社会/ 1978年 11月号

オ | 階段室製 ( 連続したバルコニー)

連続F < ) レコニー容易に破頃できる仕切板

ニ方 向避難に該当する 。

カ | 階段差型( 部分的に jili 絞したバルコニー)

部骨約なバルコニ一容易に破壊できる仕切板

う

l原則として二方向避維に該当しない. ただし、各

パノレコニーに避難有器具を設けた場合は、ニ方向避

維に該当する.

部骨的に連続したバルコニー

二方 fi，j避難に該当する。

シ | その他の型( 連続したバルコニー、 2 戸に 1 の特別

避難階段)

住冨特別滋厳階段

| てι←-' 11室

連続したバルコニー

二方向避難に該当する 。

キ | 階段室 型 ( 部分的に辿絞したパノレコニ ーであるが、 | ス | その他の型 ( 荷数階が片廊下型のメゾネ ット)

反対1111) に経路を布li 足するパJ レコニーを併設したもの)

部分的なバル コニー容易に破犠できる仕切板

補足するバルコニー

ニ方 向避難に該当する 。

ク | 中廊下型( 述統したパノレコニー)

連続バルコニー容易に破壊できる仕切頓

ニ方 ftoj 避費量に該当する 。

ケ | 中廊下型 ( 部分的に迷統したバルコニ ー)

部骨的信バルコニー容易に破壊で怠る仕切板

原目1) として二方向避維に該当しない。ただし、各

パノレコニーに避難器具を設け、又はこれと同等以

上の安全な経路を碍保した場合に隙 1) 、二方向避

難に該当する。

屋内の住戸

専用階段

G  L  

若干数階の平面により、ア、イ、ウ又はエと問機

の扱いとする.

セ | その他の盟 ( 奇数階が片廊下のスキ ップ)

偶数F盲目

佳戸専用

階段

片廊下( 両端部

専に階段がある

もの)

喜子数階の平面によリ、ア、イ、ウ又はエと問機の

扱いとする 。

ソ l その他の製( 階段室型で 3 階ごとのスキップ)

片廊下および

ヱレベ一歩 ーホール

エレベーター

G  L'  

平面によりオ、カ又はキと同織の扱いとする。



日 本 建 築 協 会 建 材 委 員 会

新 建 材 紹 介 コ ー ナ ー

〈新建材紹介 No.53)  

住 友電 気工 業 株 式 会 社

電 線 ・ ケ ー ブ ル 貫 通 孔 の 充 填 材Ii' S Fー シ ー ル 』 本 社 : 干541 大阪市東区北浜 5 丁目 15制 ( 新住友ピル) T E L  06- 220引 41( 大代)

大阪製作所 ー干554 大 阪 市 此 花 区 仏 屋 1 丁 目 1 番 3 号 T E  L  06- 461- 1031  ( 大代)

ビルや工場等はコンクリートおよび不燃建材で壁

や床が仕切られ、いわゆる耐火建築物になってい

るが、 Ｑ む力設 備、 給 排水 設備等の ｾｬｬ 線ケーブルや

配管等がこれらの壁床を貫通している部分には、

小さな隙聞が生じて、火災の際この隙 1mを通 って

火災が進行し、延焼する事故例が内外で発生し、

壁貫通部

壁

床貫通部

ノフいード

ロ y タウール等

これを防止する技術の開発が強〈要望されている。

特に屯線ケーブル群等がt ' . l 通している場合は、ケ

ーフ' ルの被説材が燃料となって延焼する危険性の

大きいことがニューヨーク市屯話局やブラウンズ

フェリー原子力発電所の火災で実証されている。
図 - 1 5  F - シールの施工要領

この問題を解決するために、住友屯気工業仰の開

発した非硬化型: l ' t 通部充填材 S F - シールをここ

に紹介する 。

. S F ・シールの特長 袋一3 実験結果

1. 酸素指数50以上の問機燃性。

2 . パテ状て' あるため隊問jに手でrm単に充撲できる 。

. S  F - シールの概要 3 .  1侍聞がたっても硬くならないので解体も 簡単

S F ーシールは屯線路が耐火 附i仕切 ( 壁および床) で、再使用ができる。

を: l ' t 通している l時、その間仕切と定線路との間際 4 . 耐久性がある 。

に詰めることにより火災の拡大を防ぐ目的に使用 5 . 耐水、耐塩水、耐油 、耐酸、耐アルカリ性に

される。一般に充填材には硬化 型のものと非硬化 も優れてる。

型のものがあるが、施工後にm線およびケーブル

を追加する時などの除去を考えると、非硬化型の ・S F ーシ ールの施工要領

ものの方が使い易いと考えられる。その組成は表 図ー 1 参照

1 の様なもので屯線およびケーブルの被緩等には

殆んど影響を与えない。また諸性能を表ー 2 に示 ・S F ーシールを使用した貫通部の耐火性能等

す。 JJS A  1304に規定された耐火炉を使用して、壁貫通

表ー1 5  F - シール例服 部のモデルの性能評価を行った笑験結果を表 - 3

成 分 重 量 比 ( %)

油性パインダー 14 

縦 燃 高'1 12 

無機充場村 70 

補 強 剤 3  

加工助剤 小五t

安 定 slI

表- 2  5  F ーシールの踏性能

準拠規格 内 容 要

色

lt 
重 一一一一

軟 度 J1S K  2530 20"C 150  g荷量 5 抄

作 集 性 JIS A  5752 l 分11111' て' 練って付泊しないこと

加 熱 減 量

"  
105"C - 1 1O"C 3時1I 111m除後 1 %以下

耐 傭 宜性 J1S K  2567 IOO"C恒温室でFe Cu A1的変色を見る

に示す。 但し耐火1111熱温度は 3 0分で' 840. C 、1 11寺

問で 925. C 、 2 1時間1で101O"C 、 3 11寺|瑚 て'. 1050. C と

する 。Ｈ 床 ｬｾ 通音 ＱＱ もほぼ同様Ｉ

壁を貫通している電線、ケー" 7 ルの数が増えれば

炎によりおlfあを受ける深さも変化 するがその関係

を図 - 2 に示す。

旨 5  F  シ ール (参考) 市販の防水パテ

灰 ift ｾ企

1. 9  1. 7  

75 
go 

良 良

0. 08% 0. 3% 

18日変色なし 同 左

熱 老 化 120"C - 5 日(耐熱ピニル町J 1S熱晶化条件)
般紫硬に触内 il た公?16世1約主 1  cm 

は化部は典 し
I司 左

耐 水 性 70"C - 30日 民常ｾＺ L  軟化 (ぷ而ベトベト )

耐 温 水性 3. 5%温水 70"C- 7 日 異常な し 軟化 (表面ベトベト )

耐 油 性 J IS C  2320 2号絶縁拙1 70"C - 48時1111
拠1/;なし 民常なし

耐 磁 性 20"C HC1 10%  2 日 ＨｩＧ 書主，ｾけ常出なさし ない) i&  解

耐アルカリ性 20"C N. OH 10%  2 日 {表大面き的なみ変や化やなケしンfヒ) 戸l 左

0，と仙の混合バ体中での燃焼持続条件

酸 素 指 数 J1S K  7201  

峨 議 指 数 = -0_' _ X 1∞ 60以 上

25 

Oz +N'l 

実践

目 量(，・厚) 時翼間肱同

h  

的

ケブル置掴

ヨド
融 措

畢

1 開

CEEケープ

10  1  2  ル 2x2u '

2時!日嗣火

18本

合 拍

2- 1  

3時附t火拭腫県量 1t向位

CE Eケープ
3時間耐火骨格

!息子力量電所 皮肉場合

却 3 ル 2x  2 _  

ケーブル、貫通

など特に長時

初本

制'JI 幅

民き 14<:0 

r. 1耐火性を要

，位される酎大
ケープル本盈 CE Eケープ

3時間嗣火合格

- 2 

貫通部の民監

が5かない場合 初 3
ケーブル‘ 貫通

ル 2x 2_

向島曹 2  ｾド
部ｉ￟ ｦｾ

E さ 7個

必よぴ

ケープル卒世 ケーブル本位 CEEケープ
3時101鮒火骨格

ＭＳ と 耐火性 的 障がｾ Ｈな勺た 却 3  ル 2X2・6

ケーブル. 貫通

間 場合向島曹 40本

制If駈

民き 2命筒

ケーブルの数

と損傷畏

. S F ーシールの使用箇所

1. 防火区画の床 Ｎ ｾをケーブルが ｬｾ 過している

ところ 。

2.  ケーブルシャフトの煙突効呆の抑止。

3  コンビュータ一室 、防災センタ一、電気室な

どの重要な設備 のある部屋へのケーブルの貫

通孔。

. S F ーシールの販売単位

. 2 0 k g /缶 ( 2kg / ポリ包 X 10 ヶ入)

・10 k g /箱 ( 2  kg 5 ヶ入)

注1) 2kg/ ポリ包の形状 : 65mmX  1∞mmX 170mmのレンガ状。

2kg/ 包単位のパラ売りも可能.

注2) 取り扱いのコツ

I 良〈こねるほど、目地埋めし易くなる.

2.f止光昔話であぷるなど子熱するとこね易い.

この S ｆ Ｍｾ＠ ールは各地の原子力発屯所、製鉄所、

石油化学プラント、学校、 7 ンション等に多数の

古車工笑紛を有しており 、また施工設計にもご協力

下さるとのことですから上記会社へご相談下さい。

建材委員/ 藤川 懲 ( 日:本主I t 築総合試験所研究只)

強築と社会/ 即 時 11月号 5  
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日本住宅公団指定型

B O- 3A( E- 321 )，3日( E- 316日) ，3N(E - 316)

ルーフドレイン打込型

B O- 3型シリーズ

①スペーサーへのドレイン本体取り付けは差 し込むだけ、ワンタ

ッチで、容易にしかも完全にセッティングできるワンタッチタ

イプ・スペーサ Ｍｾ ｉ 井限定しました 。

②従来の打込型ノレーフドレインの場合、 コンクリートスラプ打込

み後、下部の見 λ がかり部分が錆びるという弱点がありました。

B O- 3 型では、ここに特殊防銭塗装を施し、よ り完壁な製品

としました。

③先に発売した B O- l 裂に絞〈、普及型ノレーフドレインの第 2

弥で、コスト的にも自信を持って開発された製品です。 I B Oー 3 A I  B O- 3 B  I  B O- 3 N 

⑪ 蓄 霊 長 谷 川 祷 :1p.斤

大阪営業所/ 大阪市北区南森町 2 - 3  - 36 f i ( 06)3 15- 8900 

本 社/ 東京都千代田区神田淡路町 1 - 2  f i (  03) 255- 4051附

埼玉営業所 ( 0482) 23- 3351 /川口工場 ( 0482) 22- 5175/横浜営業所 ( 0467) 78- 3235・77- 1402



読者の頁

神戸市都市景観条例について

神戸市では 、まちづくりの主要な諜題となってき

た都市紫鋭問題について、昨年よりその取り組み

について検討してきたが、このたび、都市景観条

例を制定することとなったので、ここに、その概

要をご紹介したい。

条例は前文と 10章40条で構成されており、前文で

は、都市長級の重要性、条例の目的をわかりやす

く述べ、市民とともに景観形成を図ることをうた

っている。

第 ｬ￯ 告は総則で、目的 、 定義、市長のｾ務 、 市民

事業者および専門家の賀F 務からなっており、ここ

では専門家という分類をあらたにつくったこと、

そして市民、卒業者、専門家相互間の協力義務を

諜したことが特色といえる。

第 2 :[，'t は者11市京税形成地域で、者11市長主J I . を守り、

育て、自IJるために必要な地域を指定し、神戸らし

い都市鉄観を形成していこうとするもの。地域内

の建築物等の新築等の行為に当っては、市長に届

け出をし、市長は基準に基づき、助言、指導をす

るという制度である。

百ｾ 3 :[，'t は美観地区て¥これは建築基説法の委任事

務条例としての性絡を持っているもので、地区内

の建築行為については、 地区毎に定める基準によ

り建築主Zj' ，. が確認することとなる 。

第 4 :[，'t は伝統的建造物群保存地区で、これも文化

財保被法の委任事務条例であり、教育委員会が地

区毎に保存計画を定め、それに基づき、地区内の

現状変更行為について規制することとなる 。

第 5 章は景観形成指定建築物等に関するもので、

この制度の考え方は、建築物等で大規桜なもの、

色彩、形状が特殊なものは 、都市宗主見上周辺に大

きな影響を与えるので、将来のため、特に重要な

地域において、景観形成上望ましいものとなるよ

大阪に 活力 を

「活力ある大阪を求める会 J ( 会 長 赤 堀四郎)

が機関誌『大阪に活力を j の第 1 斡を本年 7 月末

に刊行された 。 このtilJ 刊号には、竹中有I1 ・佐治敬

三 ・山田稔 ・熊谷尚夫 ・鈴木間IJ . 宮本又次 ・小松

左京 ・ 竹村健一 ・ ｊ ｾｦｬ ｪ｜ ｾｩｩｬｬ ・ 山崎正和 ｬ ・ 三田和代 ・

犬養孝の各氏 ( 目次11頂) が、詩、感想文、随怨な

どを寄せている。全頁カラーの写真入りで、大阪

の姿を紹介し、 「経済に活力を I J r文化に活力

を I J  r環境に活力を I J の提案を行っている。

発行所、問い合わせ先は次のとおりである 。

大阪市南区塩町通 4 ー 52 心斎僑プラザビル新館

9 階 (電話 06ー 282- 0918)

大阪市庁舎の開発的保全を

う誘導しようとするもの。 日本銀行大| 坂支庖 ( 明治36年、設計 辰野金吾、

第 6 : 4f : は録縦形成市民団体に 関するもので、都市 長野字平治他) や中京郵便局( 明治35年、設計・

来観は市のみの力で形成されるものでなく、むし 逓 信 省 ) や 近 衛 師 団 司 令 部 ( 明 治43年、設計 ・

ろ市民一人ひとりの配慮によるところが大きいの 回村 鎖 ) を は じ め と し て 各1也の近代建築が保

て¥市民の長鋭活動をパックア ップして いこうと 全活用されるうれしいニュースが続〈中で大阪

するもの。 市庁舎は全面取り壊しによる計画が進められてお

第 7 章は助成、第 8 章は審議会、第 9 :[，'t は舗を則そ り、今度競技設計でその案が採用された 。周囲の

して第 10t ，をは罰則である。 歴史的景観との調和をはかり屋根には緑t!?仕上げ

この条例は、市民、事業者および専門家の理解! と の鋼板、外壁には霊厚な花岡石を貼りつけたり、そ

協力によ 1) 、個性ある神戸市の景観形成を図るこ のうえ前庭には税庁舎の正面玄関を復元したモニ

とをねらいとしている。関係各位のご協力をお願 ユメントが配置されるというものである ( 中略 )

いしたい。 しかし、すぐれたものは安易に取り壊すのではな

( 神戸市都市計画局 浅井活太) < 、正しく評価して新しい都市空間の中に総極的

に組み入れる必要があるのではないだ ろうか。ま

してや、その建物が近代の大阪を代表する大正 ｊｾｊ

の名処mというならなおさらのことである。現に

(iiJ ｾ、側にある日銀大阪支庖では、裏側にある別館

を取り域しそこに新しい建物を建設している。明

治 ｊｾｊ の本 館を補強、改造して再生させ、新築する

部分との一体化をはかるという開発的保全のため

の建設が進められている。( 中略)

そこで一つ総案したいのは、 I古]いfl I ll にある日銀大

阪支 Ji5 と同じように、本館を保全し、後方にある

別館を取り壊わし、そこに新庁舎を建設すること

である。以上関係者に強〈訴えたい。

( 明治建築研 究 会 柴 田 正 己 投 稿 )

現大阪市庁書

第 6 回 神戸須磨離宮公園

現代彫刻展開 く

神戸須磨離宮公園現代彫刻l展は、 「都市彫刻への

提案J をテーマとして、神戸市、日本美術館企画

協議会、朝日新聞社の主催により、 53年10月 1 日

( 日) か ら11月10 日 ( 金) までのmJ 問、神戸須磨

離宮公園にて開催された 。

ml .fヰ出tt 官公園は、もと武J l lf 雌宮跡で、 11艮下に須謄

のi!ii を望む高台にあ り、その欧風のバラエティに

とんだ噴水公園で税しまれている。以下、その作

品のー膏1¥を紹介する 。 ( 1  )  

ill 築と社会/ 1978年 11 月号 7  



歴 史 的 集 落 と 街 路 景 観- 2

調 査 集 落 概 要 ・ そ の 1

大阪府下に筏された代表的な歴史的 ｾ￮ｩ 容の概要をその成立 ｩ 的経、周

辺 地域との関係、 地 形条件等により経理した表によ って 紹介します。

今 回tl，J i械の15-UH寄は大阪府北部から東部にかけての主として平野苦11

紙聖子桂人 ( 大阪大学助教授)

長 瀬 信 義 ( 大阪大学大学院卒)

波辺奈秀 ( 大阪大学大学院生)

三 木 亨 ( 大阪大学学生)

に立地 しており、し、くつかの集落は周辺の市街化が進み 、 しだいに

一 般 市 街地 の 中に埋没しつつある状態です。 しかし旧集落の古い 町

並みや基本的な空間l椛成はまだ残されており検討に値するものです。
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無 公 害 な 弾 性 床 材

特 長

1  耐久性: 而t久性にすぐれている 。

2  耐摩性 : 摩耗の度合が.低く、ホコりなど生じない。

3  すベ り抵抗性 : すベ り抵抗性にすぐれている 。

4  弾力 性: 弾性があり 、万一亀裂ができても使用している聞に復元する 。

5  粘着性: 多少湿 っていても 、コンクリート、金属、木など、どんな面にも

よく粘着する 。

6  不燃性: 引火のおそれがなく、ガス工場、爆薬工場の床に使用されている 。

7  無毒無臭 : 完全無毒で各種食品工場、貯蔵庫に多く使用されている 。

毛重量

フ リントコートについてのお 間合せは下記へ

j限式会ffii シ工ル厄;i^版発売所

τy モI ;;..，; I - こ1: - - I - 部

大阪本部 需 530 大阪市北区堂島; 兵 1 丁目 2 の 6( 新大ビル 9 F)  fi' (06)  343- 0441 

東 京 帯 104 東京都中央区京橋 2 丁目 9 の 2 ( 第一ぬり彦ピル) fi' (03) 562- 4676 

福 問 視810 福 岡 市 中 央 区 舞 鶴 町 1 ー 1 ー 5( 舞鶴 ピル 3 F )  fi' (092) 77ト 1961
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- 投稿

渡辺豊和・植田実

安原建築設計事務所 安 原 盛 彦

"。・1

7 ロ y タージュ流行のこの季節に、たまたまぶつ

かったこの二人を、マッチ売りの少女よろしく、

マ ッチ箱とマ ッチの軸をこすり合わせる行為の記

述を『建築と社会』という建築ジャーナリズムの

最も地味な部分に投稿する 。どちらが<" /' チ箱で

あり、どちらが7 ッチの軸かにこだわる気はいさ

さかもない。

. 渡 辺 豊 和 の 方 法 へ 向 け て の 私 的 イ メ ー

ジスケッチ

渡辺監手口は私にと って 1)1' (吉 岡邸 ) からはじま

った。それは欠けたM ドームの読みとりからであ

った。 中目似形のドームが並ぶはずだった 最初のイ

メージから、 l とM ドームへの落差がその手がか

りであった 。M ドームが存在するため、 l ドーム

のシンボル性がより高められ、そしてまた、逆に、

Mそのもの自体がドームというものを解剖してす

らいるという呈示は、皮肉と郷f敢にみちみちてい

る( それが外科の医者の家の診療部分とは出来過

ぎている感じだが) 。 たとえば、 M ドームの内側

( 体 腔 ) を 見透かせるガラス商が， ドームにぶつ

かる部分で内側に傾いており、 ドームのうす っぺ

らさがことさら表現されている。 ドームを解剖す

ることは日本人にとって西欧シンボリズムの否定

である。今のところ渡辺にとって様式はすべて並

列におかれているよ うに見える。しか もそれらを

波辺は強いて r バラ ックのように表現した』とい

う。西欧の形をそっくり真似て、西欧人にはつく

れぬパラックドームをつくった。西欧人がこのパ

ラック性をいかに歯ぎしり、抗議しようとも、渡

辺は『西洋中世は異教、邪教の弾圧や魔女狩り等

によって次第に土俗信仰を駆逐していったのとは

逆に、日本の仏教は山岳信仰、神道と習合し、次

第に日本的土俗的に変容してゆく過程をとるので

あるが、このときに生ずる様式の混檎によって現

出する奇妙に歪んだ内部空間や神社とも仏閣とも

つかない外観を持つ建築が随所に建立されること

になる . J (r 観念的歪曲法序説J ) といって澄まし

た顔をしているだろう。真似の得意な日本人が、

今まできれいにきれいに真似てきた仕方、洗練へ

の一方向性への反撃であろうか。

1)1、 吉岡邸のもう一つ気になる部分は様式の混

橘であろうか 。ジャパニース' ルームをドームが聞

いとり、ドームの腹にあけられた無数の穴がジャ

パニース' ルームを見下ろしている。しかもよく見

えるように四方八方からライトをあびせかけ 。そ

れはまた、解剖の無;i 診燈のように Mの内 1RI) をも照

らし出す。

渡辺の近作『餓鬼の舎』、 RIA調住宅を囲いと っ

た自邸の空間変容。 RIA時代を解体せず固いとる

このしたたかさ 。 r建築の解体』 でなく 、様式の

並列、自己批判などと んでもない 、これぞアンビ

ノ〈レンツカ、?

そして 中内邸への変幻自在。 中内邸は日本住宅風

外観が西欧様式浪1肴インテリアを聞いとるといっ

吉岡丘[1の逆転車リである。義を呑み込んだ蝦基が 口

から胃や腸をひっぱり出し、裏返された内臓を洗

い出し、白から解毒蘇生する、自富也変幻。裏返

された消化 器系を日にはしながら、目を半限にす

え、こんどは何を呑み込もうとするのか。( かつ

てRIAにいた友人が、渡辺は r RIA時代』どんぶ

り飯に醤油を ぶつかけて喰うほどの r伝説』のあ

った人物だ ったと [f小 、ていたらしいから、渡辺の

消化 器系の丈夫なことは事実かもしれない 。)

渡辺が彼のいう、様式を『ごった煮J ( 前掲書)

にして「西洋文化を郷fnitJ ( 前掲t ' } ) し、『悪の愉

しみ J Ｈ 前Ｚｴ ｾ ｩ ｾ ｮ にふけ っ ているだけなら話は 簡

単なのだ。 というのは、彼は自分で自分の作品を

批言平しようとは 決してしないか ら、批評というご

ちそうをその『ごった煮』 の大鍋の 中へ投げこん

でやればよいのだから 。 しかし 何 を食べさせられ

たところで自富也、解毒蘇生変幻 / また、また、

消化器系を裏返しにして日なたぼ っこ。つぎに何

を呑み込もうかと、どこを見るともなく目を半眼

にあけているというわけだ。 そのうちもっと相手

が手強いと思ったら、休中裏返しになって、自雷

也、術中 の秘術、自在全身裏返二重変幻。表と裂

の使い分け 。 ( 吉岡邸から 中内邸への変容にこの

秘術の一昔11 を垣間見せてもら ったと思うのだがい

かがだろうか。腹を瓦 っ二つ に筈1) って、その呑み

込まれ具合を呈示してみせた吉 岡邸 と中内邸の線

型は、渡辺のこれでもか、これでもかといわんは‘

かりのすさまじくも露骨な解剖に見える 。 それは

見る人にレオナルド ・ダ ・ピンチの男女交合の断

面解剖図のようにも見せてくれる )。 こうな った

ら、毒を喰らわせてもだめで、こちらが綱手姫で

は殺されてしまうから、双子の白電也になるか、

大蛇丸にな って蝦裂を呑み込んでしまうしかない

のかもしれない。いやそれとも、蝦王道と括峨と大

蛇を同時において、 三援にしてうっちゃってお こ

うか。綱手姫とは語呂から言うと毛綱毅瞬で あり 、

大蛇丸が ｾ ｉ ｴ かは『私の絞る処ではない 。』

*  *  

ここで私は三線という桃図をとり、このコメント

を読んだ建築家が自分を大蛇丸に見たててその図

を想像するとき、大蛇 ;.!Lのllnの中に何 が浮かんで

くるかを含めてこの構図を、三あR受陀Ni ¥と称して

みた 。

たとえば ( この言葉は強制しておかないと、ゃれ

中央 だ、 地方だという話になってしまうので) 、

東京にとって大阪がわからぬところとしてあるな

ら、それは舎かない村野藤吾、しゃべり過ぎる渡

辺笠和、何をしゃべ っているか理 解 で きない毛綱

毅 瞬 、ょうやる竹 中 といったところに集 中 される

はずだが、そうした相手と何の術で戦かつのか、

大蛇丸よなどとい ったと ころなのである 。 ( 硲 か

自'fti 也が蝦設の上で印をむすんでいるめんこの絵

の地模様 は火の粉であったような子供の頃の記憶

がある 。 いうまでもなくこれは私自身にふりかか

ってくる 火の粉でもある )

だがもちろん、一人の問3物 自ili が一生を通じて決し

て、自活也、綱手t臣、大蛇丸の三つの構図を彫ら

ないように、せいぜい二つの椛図だけでやめてお

くということも、また、できるのだし『自' i ¥l 也な

んて知らないよ 。』 とひたすら !j成いに無関心であ

ることも、そしてそれを装うことも、また 、可 能

なのだが。

. 編 集 者 植 田 実

一方、他国笑とは 30代、 40代の若手建築家で現在、

ジャーナリズムを多少ともさわがせている人々の

うち彼が r都市住宅』の編集者であ った当時、吊

りあげられなか ったのは石 山修武く らいであ った

ろうといううわさすら 聞 くすご腕の編集者である 。

(i 主辺に存分に 芸 能 論 を告かせたのも彼である )

編集者というのは、誰でも軟体動物的に見えてし

まうものだが、私がこのとりあわせに興味をもつ

のは 、建築家である渡辺が 「建築美』という個 人

誌をかざして建築ジャーナリズムに斬り込んだか

らであり、それに対してプロのジャーナリストが

自己の領域でどうわたりあうかというところであ

った。

植田は今、自分が浮かびあがらせた渡辺という建

築家からの暗黙の攻撃にひた すら、自らを消して

渡辺がジャーナリズム の編集という領域から去る

のを待っているのかもしれぬ。自らを消して人を

浮かびあがらせる術というのは編集者の最も得意

とする術である 。歌麿、写楽、京伝、馬琴 、一 九 、

三馬を世に出した潟屋重三自1¥が絵師や作家を- t 1 ! : に

出したことに のみ目を注がれるように、また、テ

オがヴィンセ ントを保護する以外 に 、そしてヴイ

ンセントの姿を E!? 簡集で人に知 らせる以 外の何も

のでもなかったように。つまり、われわれはそこ

では写楽をしか、また、ヴインセント ・ゴッホを

しか見ょうとしない 。芯霊やテオは自己を M して

写楽を、ヴィンセントを浮かびあがらせようとし

たようにもとれる 。木の築隠 の術こそ建築家に対

し編集者が常に使い続ける術なのではないかと 。

とまあ、こんな ｊｬｬｾ に考えられそうな気がしていた

のだが、この事 ｾ腕編集者 にはそう 簡単に射程 を合

わせることがむずかしく、今回のほとんどしゃべ

らなか った話の中にも、評論家でなくプロの編集

者を 目差していることが少ない 言誕の端々にも出

てきたり、つまり編集者→評論家といった『進学

コース』を 歩〈気がないよ うで、かとい って宮 内

嘉久のようでもないし、 r建築美 1 号』は同 人誌

的ですね』と チクチクいじめて みた り、 r C  A  ( 日

本の現代住宅 1970年代 ) J の編集にあた って コピ

ー焼を含め30分以上は他人に手伝 ってもら わなか

ったというところが、また、自ら 『編集技術者』

と称するところのように思えたり、編集とは日本

ではやはりインヴィジブルな領域でこ れを浮かび

あがらせる行為というのも、また、あ って いいよ

うに思う 。編集者とい うのは連築家に較べその思

考形態がよくわからぬし、建築家と同 じに 出来上

がった本 ( 作品 ) を 見てくれではすまぬと思うの

だが、せ っかくの学会誌のジ ャー ナリズム特集号

(1977 '  11月号 ) も後に 何の反応もおこしていな

いようなところがあ って 、日本には相変わらず論

争が定着しない土壌なのかと再確認する のみであ

る。

今回の対談( 1978， 8 ，26 日本建築協会主催 ) は編

集者という怪物にあまりにこちらが無知であり、

常に吊りあげられるか否かの対象でしかない建築

家の姿が、建築家波辺虫干日の『建築美』 という行

為を通して逆照射されたとい うべきか。

*  *  

きて 7 ッチはついたであ ろうか。 マ ッチ売りの少

女は＼Ｂ ＯＧ チの取 ｨ がなくなるまで炎の中にｾ ｾ を見続

けることが出来るであ ろうか。それ とも彼女は時

閣の 中に何 を!慣 らし出したのだろうか。

ｲ 封鐙・謹接 ｾ斬る ・誼辺畳和 ・ 植図実」町レポー ト Ｂ Ｇ Ｓ 頁に掲戴
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施設の体系化

学校の地設が学級経営の方式と関係することはいうまでもないし 、医療制度が迷えば病院の建築も全く変わ って

くる 。

今までにも各種の施設系列で建物の運営方式とか焔設の体系化 についていろいろな試みがなされている 。WIJ えば

幼稚図と保育所に ついて 同 じ学齢前の幼児に 二つの焔設が対応 している こと の矛盾は多く指摘され ているが 、同

じ建物にまとめて対処 している 秋田県飯田川町幼児教育センター 。

笑現はしなかったが小学校の低学年と高学年とを分縦してそれぞれの独立校としようという千里ニ ュータウ ンで

の提案。

診療所と 病院と の関係を密接なも のとするための千里ニュータウンでの オー プン病院の設笹等、多く の提案がさ

れ、試みられている 。

また 、公共図書館は奉仕活動を 地域に広くいきわたらせようとの努力が最もおこなわ れて いるものとして知られ

ており、県立と市町村立との聞でも述けいは緊密である 。更に最近は医療と保健、医療と福祉、福祉と教育等他

の施設系列聞の述けいもいわれるよ うにな ってきた 。

姐i築がより大きな働きをするためにはこのような各建物問の述けいがどのようにおこなわれるかが大きく左右す

る。 そうしてみると個々の建築の設計に対する努力の必要なことは勿論であるが、施設の体系化についても 、新

しい提案をおこない試みをする こ とが生活環境強1iill のために 必要 であろう 。 ( U R )  

転 換

石油ショ ック以来、不況の嵐が l吹き荒れて、も う大分長い 。今 尚、張気 回復の見通しがは っき りしない 。その上、

円高 、ド ル安、日米貿易制限交渉と締めつけられると 、まだ、不況への谷間か ら、這い上る気配は 感ぜ られな い。

「莱大手商社が 、日本の進路 を下向縮少に予 il!l l した」とか、 「鉄鋼大手が、一番恐がっていた安い韓国鋼材が、

日本へ輸入され始めた」とか 、い う新聞記事 をよむと 、今まで通りの好景気の再現は、 望み得ないよ うな気がす

る。 また、今までの日本の高成長は不安定なもので、いつ崩援するかわからないという外固め未来学者の判断も

加 わって、不安材料はまだ多い 。

長; 気浮f坊の先兵としての住宅建設も「住宅公団の国家的使命は終った j という 週刊誌のタ イト ルをみると、 建築

業界の期待する公共事業の大幅投資は、 望めそうにもなし、 。私達も府営住宅の建設には、最大の努力を払ってい

るが、阻害要因の壁は 、なかなか厚 L 、。

最近、 「変身の原理J とか「転換の論理」とか、いう 言葉を耳にする 。勿論この意味するものは、人間自身の変

身、転換をいっておると思うが、会社の運営にも転換すべき方向、減量すべき賛肉はないだろうか。 ( M K )

ソーシャル・ストック

人口 三万。城下町。進学校。三題ぱなしめくが地域文化 を考える恭本だと 思 う。 この三つの要素がその土地の潜

布的なソーシャル ・ スト ッ ク の ｬ 享 みを Ｔ ＡＱＮｾ 言のうちに示している 。

限に見えない 人間の精神活動 を大 切にする 気風と 、そこから生まれる本物 を見わける 厳しい 11艮は決して短か いJ tFI

日でできるものではない。 ここ でいうソーシアル ・スト ックとは 、その土地柄が持 つメタフィジカルなものを正

当に受け止め 、サ ポートする潜在的なエネルギーとい ってよい 。

人口 三万は 、そこ に住む人びと の素朴な人1i111長l係がいまだ濃密であり、ヒューマンな尺度と判断力とを持ってい

るということである 。

城下町 ・進学校はその土地の永い伝統とある程度の経済力を示す、ゆ ったりした気風を象徴している 。戦国の武

将が械を築くとき、それが小規模の出城であれ、その場所には相当の意味があったはずである 。 また、進学校の

多くはかつての i番校がその前身とな っている 。教育には金をおしまないという気風がこれを支えている 。

この三嬰素を備える土地はまだ全国には数多い。 この精神的なスト ックこそ国 際的な評価 に耐え得る独自 の文化

を生み出す土岐である 。 ( U T )  

建築材料の性能論あれこれ

先日、週刊ダイヤモンド ・最新 ・未来技術読本78年版の中で、国公立の研究機関や、企業の研究開発部門に 一対す

るアーンケート 結果 として 、 rA聞の建築材料 に対す る、心理的、感党的、生理的、反応が計量化され 、これに対

応して、材料の設計が行なわれるようになる j という記-J¥j;;. を見つけ 出 しました 。

同じ様な頃、建築研究所の検木室長にお目にかか ったところ 、 『建築の性能と耐久性』という 1972年に発表され

た小論をいただいた 。 それには 『建築の分野でも、性能という言葉が普及して来た 。 そして、最近の世界的な傾

向 として 、すでに第 l 段階は一 応のまとま りがつけられ 、次 の第 2 段階の、ハードな プ ロセスに入 って いるとい

えるようである』とかかれてあ りました 。

ほほ一ヶ月程前に 、私が床材メーカーの一員で、性能論に 関心 を持 っているという こと を知 っている或る友 人が

ヨーロ ッパに おける床の設計システムの解説訟ーを掘り 出 してくれました 。 それによると 、ヨーロ ッパでは 、床の

性能論は 、碓かに第 l 段階ではなく、すでに第 2 段階に入 っている こ とが、よくわかります。

建築の性能論といっても、大へん広範囲な問題であり、その全貌について、世界では、どの程度までに至ってい

るのか、知るべくもありませんが、材料メ ーカーである私どもが、 製品の説明や、そ の開発のために 、そ ういっ

た、性能に基づく、認定システムが、存在しているならば、どれ程、調法なことだろうかと、つくづく、うらや

ましく 、!忍ずるこの頃 です。 ( MT )
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近 畿 地 方 建 設 局 営 繕 部30年 の あ ゆ み

.  日本建築協会から、地建営繕音1130i f . のあゆみについて、代表作

品を併せて「建築と社会」誌に掲載したいとの依頼をうけた。 ここ

に回顧録的に建設省営繕部の変せんをご披露し、なお営繕音11が今後

実施に移して行くべき事柄を附記して作品紹介の前文としたい。

・官庁営繕組織の曙は、遠〈明治 2 一年に大蔵省営繕司が発足した

H寺期に遡るが、官庁営総統一実施の必要性カ、痛感された最初の動機

は、大正12年の関東大震災であ った。 これを契機として同14年大蔵

省に営繕管財局が設置されたが、この時点では大蔵と各省間で統一

実施の見解にかなりの聞きがあり、各省と調整の結果、 一音11の例外

を|徐いて大蔵省で官庁営絡を統一実施することが閣議決定を見たの

はllti 和 5 年12月のことであ った。統一実焔とはいえ、道路、港湾、

治水 Ｚｲ ｊｾ ｾ 業の仮建物や、軍機密、に属するものや、囚徒を使い実施する

刑務所等 7 極の営織については例外として、各省に笑施が残されて

いる状態で、大蔵省と各省の分挙区分は、終戦近くまでほとんど変

更されていなか った。

• llti 和20年 8 月、太平洋戦争の終結と共に、焦土と化した全国各

都市の官庁施設の焼失、 r&Hl . の復旧をも含め、同年11 月、内閣に戦

災復興院が設置、次いで23年 1 月、総理庁に建設院が設置され、官

庁施設の復旧主主{i i i ! が始められた。 その後世論の要求もあり、 23年 7

丹、運輸省運輸建設本音11 を吸収し、建設省( 特別建設局営繕音11) と

して発足したわけである 。 これと同 H寺に、当近畿地方建設局の組織

もスター卜したのであるが、正確に言えば、営繕部が地建に設置さ

れたのは、 24年 6 月であり、同:年 7 月には、大阪、京者fl 、神戸に営

繕出張所が設置されたが、これらが後 ( 27年 8 月) の営繕工事事務

所の前身となる 。 当時局には計画、建築、設備、監督の 4 需拡があり、

土佐堀川に面した応急的な木造 2 階建の庁舎で執務が行われた。 し

かし立地条件は悪くなく、営繕音11が入居している 別館 2 ド皆から、川

面を往来する天神祭の船渡徒11 をIIRにしたり、昼休みには中之島の緑

に映える赤レンカの裁判所や公会堂の眺めを楽しむことも出来た。

.  さて戦後の官庁建物は、大半が戦中戦後の資材難の中での応急

建物て保守管理! も十分でなく、荒廃、狭あい 、火災等の損害のため

公 務 執 行 に 著 し く 支 m: ，: をきたしていた。 そのため、公衆の利便と

公務の能率増進を図 1) 、また土地の高度利用や建設費の節減をも兼

ねて、庁舎の不燃合同化が提H品され、 25年 4 月の国会では「都市建

築物の不燃化の促進に関する決議」がなされ 、新たに建設する官公

街などは不燃構造を原目 IJ とすることとされたが、当時官庁営絡の計

画は各省まちまちで、統一性を欠いていた。

そこで26年 6 月に「官庁営織法」が制定され、①庁舎は国民の公共

施設として親しみ易〈使利でかつ安全であること、②庁舎はできる

限り合同庁舎とすること、③建設大臣が各省庁の営繕計画に対して

意見を述べることができる、④官庁営繕審議会が建物の規桜構造等
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近畿地方建設局営繕部 長 稲 ヰ サ 教 矢

について基準をきめ、関係国家機関に対し勧告することができる 。

等が定められ、官庁営繕の理念が法制化 された。 なおこの理念への

理Il 解を深めるために、その後建設省で「営繕工事設計コンクール」、

「設計主務者会議」、 「直轄営繕工事技術研究会」等が実施 され、

よりすぐれた官庁営繕工事の実施へと技術の蓄積がなされていくこ

とになる 。

・この頃、 27年 4 月に、講和条約と日米安全保障条約の同 H寺発効

と共に、進駐軍に接収されていた都心部の施設が返還され、新たに

在日米軍の代替施設が建設されることとな った。 近畿地建では尼崎

とl鳴尾で兵坦補給所の倉庫施設を建設した。 また話が前後するが、

25年 6 月、朝鮮戦争の勃発に伴う主主察予備隊 ( 後の自衛隊) 関係で

は、伊丹の総監部や千僧部隊の施設を実施した。

・20年代においては、建設省発足当 H寺、工事毎に仕様書が作成さ

れて笑施内容が不均衡で‘ あったものを、事業量の増大に伴う省力化

ともからめて、 25、26年度に建築、電気設備、衛生機械設備類の各

工事にわたり共通仕様書が作成され、これにより工事の技術水準が

統一 され、また設計の省、カ化、施工技術の改普ーが図られることにも

なった。

・29年に防衛庁を始め、日本住宅公団、日本道路公団が発足し、

建設省の技術者が多数出向してそれぞれの組織づくりに貢献したが、

当地建からも住宅公団へかなりの出向者が出て活躍している 。

会 会

・官庁営繕の統一実施については、先に記した様に 26年の「官庁

営繕法j が基本とされていたが、 31年 4 月には「官公庁施設の建設

等に関する法律」に全面改訂され、これによ って「一団地の官公庁

施設」や「建設大臣が所管する官庁営繕の範囲」さらには「従米官

庁営繕審議会が実施していた官庁営繕関係の勧告権を建設大臣に移

す」こと等が明確化されるようになった。

一 団地の官公庁施設については、国並ひ、に地方公共団体の諸施設を

一 団地に集約し、それぞれの機能に応じて配置するとともに、過密

な状態を避けて良好な都市環境を保持するために、建ぺいZ十三並びに

容積率が規定されている 。 また国民の公共施設として、公衆の利便、

公務能率の増進、不燃化の促進、土地の高度利用、都市の中核と

してふさわしい環境の整備、等を目的としており、そのため市民の

利用 に使利 な場所、公務の執行に適した環境の保持、 既存地設との

調盤、街路公園等都市計画施設との調整、固有、公有地の積極選定

等が計画標準として定められている 。近畿管内では該当がないが、

すでに藤岡、東京霞ヶ関、 秋田 等より始まり、近くは筑波研究学園

都市に至るまで10都市において都市計画決定を見ている 。

・合同庁舎についても、公衆の利便、公務能率の増進、土地の高

度利用を図る意味で、 24年度に中央合同庁舎第 l 号館の建設が始ま



り、当地主主では 28年度から 33年度に至る大阪第 l 合同庁舎を始めと

して、地方合同庁舎では奈良 ( 43年度完成) 大阪第 2 ( 43同) 福井

(45同) 神戸 (47同) 大阪第 3 (48同) 京都 ( 48同) 和歌山 ( 51同)

奈良第 2 ( 52 同) を実施、 一方港湾合同庁舎は神戸 ( 34同) 下津

( 36同) 敦賀 ( 41同) 姫路 (41同) 和歌山 (44問) 堺 (44同) 大阪

(44同) 岸和田 (45同) 舞' 偽 ( 49同) を完成している 。 なお現在工

事中または計画中のものには神戸第 2 合同庁舎、大阪第 4 地方合同

庁舎、尼崎地方合同庁舎、田辺、東播磨各港湾合同庁舎等がある 。

各省庁の出先機関を同一庁舎に集約する 「総合庁舎j についても、

大阪、京都、神戸、奈良、滋賀、福井等各地において、法務合同庁

舎、大蔵総合庁舎、農林総合庁舎等を実施している 。

.  官公庁施設の建設等に関する法律に基づき、 35-4三3 月に官公庁

審議会で、国の庁舎は原目IJ として耐火構造にすべきであるという意

見が出され、 一般庁舎 ( 法務、検察、税務、農林統計調査 、気象、

海上保安、労働基準、公共職安他) の整備も 30年代に促進され 、単

独庁舎の不燃率は40年代当初に整備面積 5007] 1げの約50% まで 向上

している 。

一般庁舎以外に 30年代の特殊な建物の実施例としては、京都洛北に

公開設計競技により建設された国立京都国際会館 ( 40年度完成 ) や、

労働災害補償保険法による大阪、神戸各労災病院、また未就職者や

失業者に対し短期間に職能訓練 を行 う目的の大阪、兵庫総合職業訓

練所 ( 夫々 35年度完成) 、さらに奈良県より委託をうけて実施した

奈良県庁舎があり、高〈評価i されている 。

.  なお 、30年代には官公庁施設の建設等に関する法律に基づいて、

営繕計画業務の体系化が行なわれ、実態調査、新営庁舎面積算定基

準、モテール庁舎の設定を基とした新営予算単価 の確立、緊急度判定

基準等各種基準が作成、実施されている 。

食 会

• 43年 6 月、行政改革の一環で、建設省営繕局が大臣官房官庁営

繕音11 となり、これ以降地方建設局の監督課が工務検査課に、 ( 大阪)

営繕工事事務所が営繕音11営繕監督室に改称される 。 40年代は高度

経済成長と共に官庁営絡事業も大 巾に伸 び、不燃化も促進され、筑

波研究学園都市の建設他多くの大型プロジェクトが推進されている 。

合同庁舎については次第に入居希望官署の 巾も拡がると共に、大規

模、高層化ヵ、進み、その目的が一層推進されると共に、大都市から

中小都市へ、重要港湾から地方港湾へと逐次主主1ijli の範囲も広がって

行 った。

・また単独庁舎の不燃率も、対象施設延 690 万m'に対し 8 3 %が不

燃化される等大いに推進された。不燃化の進展と相反して、既存の

官庁施設の各種主告側II は年々増えつつあり、建物の耐用年数を 10年位

延ばすための屋根防水や建具改修を主とする特別修繕、合同庁舎の

耐用年数を延ばし、| 附属家を増築、あるいは使用調整に伴う大きな

模様替等を実施する合同庁舎整備、執務環境を整えるための l暖冷房

整備、非常災筈H寺の拠点であるべき官庁建物の耐震 、不燃、避難性

を碓保するための防災改修等の強制ii が逐年その重要性を高めつつあ

る。

.  一般庁舎以外に、 40年代に実施した施設としては 、45年 l吹田 で

開かれた日本万国博覧会の政府館を始め、青少年の教育の充実を図

るための国立淡路青年の家、近畿圏の数多い埋蔵文化財の中でも特

に重視されている平械や飛鳥の文化財研究施設、変せんする行政需

要に即した税務大学校、公務員研修所や警察学校、問機動隊施設の

後備等がある 。 また 53年度においては、少年の情操教育に役立つ目

的で奈良県曽爾村の国立少年自然の家、省エネルギ一対策の一環と

して高温カス磁気発電を試みる電子総合研究所実験棟、総理府人事

局主管の国家公務員体育センタ一、労働安全衛生技術向上のための

安全衛生技術センター (加古川 ) や同教育センター ( 河内長野) 等

を実施または工事予定している 。

*  *  
.  終 1) に、今後建設省営繕音11が実施して行くべき問題について記

することにする 。20- 40年代までの歴史で半IJ る機に、合同庁舎や単

独庁舎の話術、不燃化はかなり推進されて来たが、合同庁舎につい

ては今後10年間で、単独庁舎については20年間で延約 300 万げの笠

備が実施される見込である 。

・なお過去30年fit1に蓄積された技術と情報のもとに、社会的要求

に応えて今後実施すべき謀題のーっとして、庁舎のプレハブ化があ

り、 53年度までに 3 つの試作庁舎を終 1) 、逐次その性能等の追跡調

査を行い、又各地方局では部分的なシステムを採用し、何れは回以

外の地方公共団体や民間にもオープンシステムの形で採用される線、

すでに設計施工マニュアルも作成されている 。 さらには時代の婆諮

としての省エネルギー化の調査研究が、官庁施設について行われて

おり、今後は設計指針、モデル庁舎等を通じてその実施方策の確立が

必要とされている 。 また、国民の共有財産の官庁施設を長期観点に

立 って適正に保全し、耐久性を高めて行く必要があ り、本省 を中心

として建築審議会への諮問、答申を通じ積極的な保全方策の確立が

はかられつつある 。

・以上30年の歩みの概要を記したが、当地建営繕部も宮庁営織の

今後の充実、発展のために、職員一同日夜研さんを重ねつつあるこ

とをここに追記し、会員の皆様方の御指導と御協力をお願いして、

前文を終ることとする 。

〔引用文献〕 建設省刊行 「建 設省三十年史J
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大阪労災病院( 昭和37年)

所 在 地 大 阪 府 堺 市 長 曽 根 町

延 面 積 20 ，451 m'  

構造規模 R C、 6 F 、 8 1  

竣 エ 37 . 3 .  30 

奈良県庁( 昭和40年)

所 在 地 奈 良 市 登 大 路 町

延 面 積 29 ，214m'

構造規模 S R C、6 F 、8 2

竣 エ 4日. 3 .  10 

16 

神戸労災病院( 昭和昨)

所 在 地 神 戸 市 茸 合 区

延 面 積 8，283m'

情造規模 R C、 6 F 、8 1  

竣 工 39. 3 .  30 

近畿地方建設局建築作品

大阪第 2 地方合同庁舎( 昭和43年)

所 在 地 大 阪 市 東 区 法 円 坂

延 面 積 17 ，587m' ( 本館)

構造規模 S R C、8 F 、8 3  

竣 エ 43 6  .  20 



国立淡路青年の家( 昭和44年)

所 在 地 兵 庫 県三原郡南淡 町阿万

延 面 積 3，014 m'  

構造規模 R C、3 F  

竣 工 44 . 2 .  2日

_  J' 

E圃園田・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・圃圃圃圃圃

11..'... '冒咽. .....ー・・圃・・・・・圃圃圃圃圃圃

・-1" " ，11. ・..・E・..... ....np問問司司圃圃

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・置・・目置週圃圃 a ・

'..11'. ・2・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・圃 ナr - '

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・H 圃圃" ーとヱユムム」

....，...司圃・・・・・・・・・・・・・・・・・・圃ー・圃

神戸地方合同庁舎 (昭和48年)

所 在 地 神 戸 市 生 田 区 海 岸 通

延 面 積 16 ，430m'

構造規模 S R C、8 F 、8 1

竣 工 48 . 3 .  29 

・・・・I  1  ｬ ｾ ，＠

近畿地方建設局建築作品

芦 屋 税 務 署 (昭和45年)

所 在 地 芦 屋 市 公 光 町30

延 面 積 2，118 m'  

構造規模 R C、 3 F 、8 1

竣 工 45 . 3 .  30 

ＧＢ｟ＧＧＧ死今， 、ｾＮ Ｇ
. 1 y  . . . .  ｾ＠

ｾＧＢ＠

大阪第 3 地方合同庁舎 (昭和49年)

所 在 地 大阪市東区大手前之町

延 面 積 37 ，500m'

構造規模 S R C、15 F 、B 3  

竣 工 49 . 3 .  25 
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奈 良 第 2 地 方 合 同 庁 舎

近 畿地 方 建 設 局 建築作 品

1 階平函図

18  

-

-‘  

所 在 地 奈 良 市 高 畑 町

延 面 積 4，873m'

構造規模 R C、3 F  

竣 エ 52 . 3 .  25 

地方都市の各所に散在する各省庁出先機関をー

; 主に集約する「地方合同庁舎J の建設が各地 で

進められており、この「奈良第 2 地方合同庁舎J

は奈良公図にほど近い 閑 静な住宅地の一回、南

には、国立奈良教育大学があり、来には、春日

山に地続きという秀れた環境の "1' にある 。東 西

に約 150 m と絢l長〈、日低差約 4 m で絞雑な形

をした敷地 であり、建物は前面道路から 25 mセ

ッ トノ"' '/ クさせ、 3 11日 11分 を 来11111 に後退させた。

前庭には、総裁を泣かにすると共に、旧奈良連

隊跡を示す記念 ｍｾ や松木を後し外壁を波レンガ

色小口 タイノレ ｊ ｕｩ として、周辺の ｽｾ ｴ Ｎ ＱｒＮと の調 和に

重点をおいた 。庁舎玄関迄は、外来者がスムー

ズにアプローチできるように、数I也入口、かう

庇( 鉄骨造) を設けて、サービスを図 っ た。

建 築 工 事 株 式 会 社 奥 村 組 大阪市阿倍野区松崎 1 - 2  - 3  Tel ( 06) 621 ー 1101

電 気 設 備工事 大 栄 電 気 株 式 会 社 大 阪 支 庖 大阪市西区京町堀 1 - 12 - 14  Tel  ( 06)443- 0631  

機 械 工 事 川 崎 設 備 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖 大阪市者11山区中野町 4 - 3 - 9 Tel ( 06) 352ー 5371



和 歌 山 地 方 合 同 庁 舎

近畿地方建設局建築作品

所 在 地 和 歌 山 市 三 番 丁 2

延 面 積 4，574 m'  

構造規模 R C、7 F 、B 1  

竣 エ 52 ， 3 ， 25 

和 歌 山 市 の 中 心 、 和 歌 山 城 の 東 北 部 に 位 也 し て い る 。敷 地 が

4央臨なため建物を出来る |浪リコンパクトにまとめ駐車場およ

び 緑 地 の 確 保 に 務 め た 。平 田 計 画 に あ た っ て は 利 用 者 の 多 い

法 務 局 を 下 層 に 配 置 し 建 物 両1H1J に コ ア を 設 け 、 交 通 部 分 で つ

なぎi盛雄H寺の通路を明維にした。

外 観 は 、 事 務室 に 出 来 る 限 り 自 然 採 光 を と り 入 れ る た め 窓 を

大きくとり、シンプノレな形にまとめた 。

，、

1  

1.、: ミ

一'.
"  

、
唱

今

、

事 務 室

ドラ イエリ ア 上部

1 階平面図

@。
m 

ｾ＠

建築工事株式会社浅JII*.ll. 和歌山市小松原通 3 - 3 叩 (0734)23- 7161 機械設備工事株式会社小向商会 大阪支庖 大阪市西区靭本町3- 8- 6  Tel (06) 443- 9701  

幹 部 思 議 ほ 社 大 阪 支 唐 山 4JI ll; 山 口: 2鵠 ; ) 株式会社ツジヤ商会 和 … 酬 川 百1 (0734) 23- 1205 
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大 阪 第 2 法 務 合 同 斤 舎

建 築 工 事 株式 会 社 熊 谷 組 大 阪 支 店 大阪市都品区片 町2 ー 10 - 5  Tel  (06)352ー 1151

( 鶏企鰐) 株 式 会 社 松 村 組 大阪市北区 天満 2 ー 1 - 33 引 ( ω) 353ー 1131

電 気 工 事 東 光 電 気 工 事 株 式 会 社 大 阪 支 社 大阪市東区日間続 5 - 28 Tel  (06)202- 0325 

20 



本 庁 合 は 、 大 阪 法 務 局 、 大 阪 入

国管理事務所、 ｩ 丘倣公安［ｾＺ ， ｪ 議 ｪ 司

の 3 官抱一を 集 約 し た 合 同 庁 令 で

ある。

敷地が南北に制11 長〈狭陥なため

建 物 を 単 純 な j杉にまとめ '1IJ. 11 を

地 下に 設 け る な ど 駐111 、紋化ス

ペ ー ス の締{ 泌 を計 った 。

玉 ｆ 而計画は法務局のま ｅ 記献にｾ

求される大 ｾｉｈｊ と一般事務室 ｚｅ

tl ¥J とのF品川口およぴ外来利用者に

対し てわか り易い Ｂ Ｑ Ｎ Ｇ ｬｬｪｬｩ 下 Ｉｦ ｾ 式を

採 用 し た 。 な お 外 米 者 の 多 い 登

記諜，) ' ; 務宅は、 1 .  211皆に設け

カウンターコンベヤーを設世す

るなど ιJ';of括処L思1の imI事11ニを計っ

ている 。

外 観については 、 建 物が東西に

而 して い るため 、冷 JI 主J:)J 負 荷の

低 減 を計 るため窓と壁i止のバラ

ンスを巧えるとともに 色 調 とも

令 わ せ IIIT Ｂ ｉｦ ｾ みとの剥 利 を巧えた 。

な お、外壁タイルI ! li のうt イサ工法

の1*!TI 、内袋不燃化な ど防災而

にむ 充 分 な配慮をした 。

害 庫

ｌ ＮＭＭＭ ｾｾ＠
法人登記課

公 衆 控 室

官 一 一 ー ， ｾ ＭＭ ｾ ＮＺ［Ｎ ＺＮＺＡ すｾ Ｎ Ｍ Ｍｦ Ｎ［ ｾ Ｇ ι ｾ Ｎ ｾ＠

1階平面図

近畿地方建設局建築作品

所 在 地 大 阪 市 東 区 谷 町 2 - 3 1  

延 面 積 15 ，905 m'  

持母造規模 S R C、 7  F 、 8 1  

竣 工 52 . 6 . 30

害 庫

-. -ーー

ー。

三シ〆ア

通 信 工 事 関 東 電 気 工 事 株 式 会 社 関 西 支 庖 大阪市東区南久軍刑IIT 3  - 41 Tcl  (06)253- 0291  

空 調 工 事 新 菱 冷 熱 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖 大阪市西区立先制 2 - 1  - 9  Tel (06) 531- 7891  

衛 生 工 事 東 洋 熱 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖 大阪市西区制本町 3 ー 1 - 27 Tel ( 06) 443- 8071 
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福 井 地 方 気 象 台

近畿地方建設局建築作品

天気相談室

1階平面図

22 

〈区

。
5  10

m 

所 在 地 福 井 市 豊 島 町

延 面 積 1，093 m'  

構造規模 R C、3 F  

竣 工 52 . 3 .  30 

柄拘ニ駅南寄りの足羽 川 に 近 い 旧 庁 舎 解 鍛

跡 に 建 つ 建 物 て ¥ 敷 地 内 に 工 事JVII U] 中 も

使 用 す る 認 場 、 鉄Z菩等ーの鋭iJ l リ施設を考慮

しつつ旧現業室に; 拶響を与えないとの条

件 の も と に 建 物 を 配 遣 し た 。

気 象 台 と い う 性格 上 、 現 業室 を 中 心lこし

て、 2 I1皆、 3 階 南 国 に 執 務 関 係室 を 廊 下

を|煽てた北町に便所、倉 庫 、 そ の 他 の 室

を配出した。

全 体 の 「 か た ち J に つ い て は 、 最 新 鋭 の

程lI. iJIII 機 総 を 内 蔵 す る 気 象 台 に ふ さ わ し い

造形を求めた 。

造園計画としては、開花季節の当地なる 12

ＮＨｾｾ ［ な制服を逃び、季節観測のＭｊｬｪｊになる

ように西 ｾｉ｜ ｜ｬＺした 。

建 築 工 事 名 工 建 設 株 式 会 社 敦 賀 支 店 敦 賀 市 白 銀 町 2 - 11 Tel ( 07702) 3- 2121 

電 気 工 事 山 陽 電 気 工 事 株 式 会 社 大 阪 支 社 大阪市大淀区本庄西 3 - 9  - 3  Tel (06)  372ー 1664

機 械 工 事 北 菱 電 興 株 式 会 社 金沢市尾張町 1 - 2  - 26 Tel ( 0762) 61- 5151  



宮 津 税 務 署

5  10

m 

1 階平面図

近畿地方建設局建築作品

所 在 地 宮 津 市 鶴 賀 2070 ー 14

延 面 積 937 m'  

構造規模 R C 、 3 F  

竣 工 52 . 4 .  30 

市内のメ ーンス トリー( 旧国道 ) に 而 し た 関 口 狭 〈 奥 行 の 深 い 不 強

Ａ 惨なｾ，￬ ｬｕ 也てーある。

配置tにあた って建物を道路側に寄せ、ピロティー音11 を設けることに

より裂11111 に 駐 車 場 を 確 保 し た 。 周 辺 の 街 並 み を 考 慮 し て 自 然 に と け

込めるよう、隣接する 外 壁紋に合せて庇Ｈ鉄Ｇ ｾＧ Ｚｩ宜Ｉを設けた。

庁 舎 は 1 階、 "11J i l ，、機械室 、 2 ・3 階 に 事 務 室 部 分 を 配 し 、色彩に

つ い て は 明 る い グ レ ー 系 で 統一 し 全体 に 商 品 位 、 商 品 質 な 庁 舎 と な

るよう心、控トけた。

建 築 工 事 金 下 建 設 株 式 会 社
富 津 市 字 須 津 471 - 1 加 ( 077246) - 3151

電 気 工 事 寿 電 気工 業 株 式 会 社 京都市下京区西七条掛越町37 田 38 Tel ( 075) 312ー 2371

機 械 工 事 株 式 会 社 大 鳥 居 工 業 所 京都市右京区西院 西田町 30 Tel ( 075)313- 2191 
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三 木 税 務 署

1階平面図

CD 

。

24 

10
m 

|品，I，'{(，なる li ，屯 l1i に 四 ま れ た 敷 地

は I栢と jJ 可が道路に l回 し た 角 地 で

ある。 ｬ ｦ， ￭ＱＱＱＱＱ にｊｉｩｾ ，ド ス ペ ー ス と グ

リー ンスペースを 広 〈 取 り 、 庁

令 は IJljl1111道 路 の 斜 線11計Illli により

点 11111 に セ y トパックさせた。

千1( li ，l li ，lij は 内 11111光線をi l l i ' けなが

らなお彩光をイH) J に取り入れる

ことて Ｇ ｉｊｬｪｬｬｬｬｬ に止ＺＱ剥とし、 ｬｩ 可 ｬ こ ι ｉ ｾ

;rf， ｾ長スペース 、 ｾｴＱ ＱＱｬ Ｑ に、機械 己主 、

Ｇｬｩ ｊｯｬ ｉｾ 守一、ムｬｬＺ Ｑ ＱＱｬ Ｑ に会議室、ＺｲＧ［ 民主

を円己した 。

11二 1: げは 、グレ ー 系 タイ/ レ状吹

イナメタリ y クLI : 1二とした。

近畿地方建設局建築作品

所 . 在 地 三 木 市 末 広 町 1 - 202 

延 面 積 832 m'  

構 造 規 模 R C、 2 F  

竣 工 53. 1  

.6¥ 

、

安

建 築 工 事 株 式 会 社 高 階 車E 三 本 di 末 広 l ー 5 - 35 Tel  ( 07948) 2- 0017  

電 気 工 事 株 式 会 社 ツ ヂ 商 会 大 阪 市 南 区 肉 体 3 帯 丁 27 Tel (06)  641 ー 7451

機 械 工 事 株 式 会 社 長 村 商 会 神戸市兵J o) I 区本 町 2 ー 1 ー 12 Tel ( 078) 651- 4141 



竜 野 税 務 署

1 階平面図

近畿地方建設局建築作品

所 在 地 竜 野 市 竜 野 町 豊 永 字 国 井 屋 畑

延 面 積 919 m'  

構造規模 R C、 2 F  

竣 エ 50. 8 .  10 

岡田

本庁舎は、市の τ1: 0央昔11から1 I i 保

川沿いに約 1 km下 流の新しく青|

固された官庁街のー附にあり、

附近 に は す で に 市 役 所、 体育 館 、

消 防 器等 が す で に 建 設 さ れ て い

る。

敷 地は 、官 公 庁 街 の 入 口 に あ り、

西側県道より 1 - 3 . 5  m高低 差

カずある 。

県道の交通位、高低差等の; 必科

を 考 慮 し て 、 階 段 、 使 所 、 機械

室を 西11111 に設け執 務空 !日l と分離

した 。

外 観はシンプ/ レな単 : 会. とし 、 ク

ー リングタワーを階段の屋上に

設 け 立 ち 上 り 壁 で 阻 み 屋 上 部 分

を務理l した 。

建 築 工 事 株式会社 7]( 岡車E 姫 路 市 網 干 区 興 浜 1862- 9  Tel ( 0792) 74 - 2211 

電 気 工 事 東 光 電 気 工 事 株 式 会 社 大 阪 支 社 大 阪 市 東 区 高 麗 紙 5 - 28 Tel  (06)  202- 0325 

機 械 設 備 工 事 株 式 会 社 明 和 工 務 庖 神戸市生田区下 山手通5- 17- 6 Tel  ( 078)351- 0921  
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神 戸 税 関 研 修 施 設

ｾ＠

中山手通りの北側の住宅地域に位也するため、住宅街のふんいきを

配慮するとともに、平面計画にあたっては、研修室、ホー J レ等多数

の人々が利用する場?Jrを l 階に、また宿泊室等のプライベートエリ

アを 21滑に配し、卸J とj'i1t の 分離 を青|一るとともに動k; i J ! を明石在にした。

近畿地方建設局建築作品

所 在 地 神 戸 市 生 困 区 中 山 手 通 2 - 6 3  

延 面 積 775 m'  

概 量規模 R C、2  F  

竣 工 52 . 4.  30 

外観に ついては、 中山手通りからのスカイラインを考慮、寄せ練お

よび切要を併用、屋般国に変化を持たせ色彩は、住宅街のふんいき

になじむよう茶系統にまとめた。

1 階 平 菌 図

建 築 工 事 佐 伯 建 設 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 届 大阪市東区備後間T 2  - 50 加 ( 06) 203- 6944 

電 気 工 事 三 宝 電 機 株 式 会 社 大阪市大淀区大淀中 4 - 12 - 8  Tel (06)  364- 1471 

機 械 工 事 株 式 会 社 キ リ タ 神戸市兵庫区中道通 2 - 4 ー 18 Tel (078) 576- 4375 
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特 集 • 第 25回 青 年 技 術 者

量生計音rs門 久 保 田 秀 男 構 造 部門 斎 藤 幸 雄

11 ::J::J 生 克 彦
11 瀬 J  11 輝 夫

11 七
十....... 

祐 介
11 田 中 *  玉

11 鎌 谷 憲 彦
11 野 徹 郎

11 中 河 克 員IJ 置引1有音E門 山 脇 久 樹

F主A 主『

J  11 康 男

( 1品載順 )

11 

青 年 技 術 者 選 衡 委 員 会 総 評 選 衡 委 員 長 前 川 陽 一

技術革新のあり方が一つの転換期にさしかかっている現在、つぎの世代の担い手たる青年技術者に

課せられた使命はきわめて重い。選衡過程で問題とされ、残念で‘ あったのは、応募者の作品に対す

る貢献度および力量が、提出資料だけでは不分明で評価しきれず、その結果、入選を見送らざるを

f与なかったことである 。

建築に携わる技術者の層はきわめて広〈、多方面にわたる未来性を秘めた優秀な妓術者を選出する

ことにこそ、本企画の意義がある 。単なる担当作品の提出にとどまらず、いずれの部分に、いかに、

どのような思想 ・抱負をもってことに当たられたかが明確にされる応募規定にすることの必要性が

痛感された 。

ともあれ、希望にみちた優秀な 11名の入選者に対し、今後一層の研鈴と、将来の大成を期待したい。

今固め応募者数と入選者数は、つぎのとおりである。

音11 門ｾ ｉｪ

応 募 者

入 選 者

設 計 構 造 設 備 施 工 計 画 そ の 他

10  6  4  1  0  0  

6  4  1  0  0  0  

L

I

-

-

A

1

A

 

三
一

n

-

n

L

t

i

設計部門 : 応募者はいずれも 30- 35オ、それぞれの設計活動の中堅としてエネルギッシュに活躍さ

れている方々であり、清新なデザインカにあふれた作品を多〈寄せられ、今年も優秀な青年建築家

を推せんできるのは喜ばしい。選衡に当たっては計画部門の委員の意見も参考にさせていただいた。

入選者と選にもれた方とは一、この方を除き 、極端に力量に差があったわけではない。ただ例年の

ことながら、企業体や設計組織の中で応募者がどういう役割l を果たしているのか不明なものもあり、

その情報不足がいささか気になった 。

構造部門 : Sa 君は、数年前から軟弱地盤対策に関する研究会に参画し、その結果を実施設計に生

かしている 。 T 君は 、同様に地盤 ・建物系相互作用のスペシャリストであり、いくつかの設計に応

用している 。Se 君は、新しい耐震構法を考案研究して、これを実施建物に適用している。いずれ

も今後ますます精進して、理論と実際の相互フィードパ y クを期待したい。 0 君は、 P S 構造の新

しい分野を追求しているが、あえてつけ加えれば、耐震設計にも P S に対すると同様の姿勢がほし

かった 。惜しくも遂に洩れた 2 名の方については、立派な業績をもっ人とは想像できたが、提 出 さ

れた資料だけでは判断しかねたものである 。今後は提出資料の表現に一考をしていただくと よいと

思う。

設備部門 : 応募者の仕事に対する情熱と努力は良〈理解できるので、選衡に当たっては大変議論が

出た。しかし委員会での選衡は、あくまで提出された資料がもとになるため、単に仕事の内容 、業

績だけでなく、その中に自分自身の技術的考察に基づく主張の要点、今後の業務に対し自分の取り

組んでゆく方向、課題、問題点など、今少し自分のものに消化した内容を資料に組み込まれ、筋の

通った資料を作るよう努力されることを望む。今回は少しきびしい選衡になったが、これらの意を

汲み、再度の応募を期待するものである 。

施工部門: 今回この部門への応募者は l 名と非常にきびしい限りであり、その唯一の応募が審査に

必要な資料が不足していたために選にもれたことを残念に思う 。 テーマにされた工法のメリ ッ ト等

の資料を整備して再度応募されることを望むものである 。 また工法の合理化および品質管理の徹底

が要求されている建築界の現況を考えると、今後とくに施工部門へのより多数の応募を青年会員の

皆さんに期待して止まない。

計画部門 今回はどうしたことか、計画技術者の応募がなかったことは、残念である 。次回には、

この部門への多数の応募を期待したい 。

建築と社会/ 1978年 11 月号 27 



大分医大附属病院( 上)

所 在 地 大 分 県 大 分 郡 狭 間 町

114銀行児島支底値下)

所 在 地 倉 敷 市 児 品 味 野 精 進 規 模 S R C造、 I也

富田林福祉センター( 右下)

所 在 地 大 阪 府 富 田 林 市 構 造 規 桜 R C造 、 地 下

建築面積 10， 886m'  

延床面積 31，304m'  

敷地而む' i 6981げ 下 l 階 ・地 上
敷地面積 43，982m'  11暗 ・ 地 上 4

精進規模 S R C造 、 地 上 7 階 建

軒 高 28. 65m

主主築面積 589m'  8 階建

延床面積 3，337m'  軒 高 26m

完 成 昭 和49年 10月

建築面積 5. 744. 53m'  階 建

延床面積 17，212m'  軒 高 16.95m

完 成 H酔日52年 7 月

完 成 予 定 昭和55年

設計のポイント

設計のポイント
設計のポイント

・ 動線計画一外来ＮＧｾＧＮ者のＡｬｩＩｊ線の明快さと短紛
. 1持地1l11J は低層とし てお互いの環境を守る。

用 途 がi這うものを重ねるためスパン調箆 Y 型柱

歩道のせまい角地にンヨートカットパスの硲保

- 大阪府と大阪市の区分所有による総合病院その他

・外に対する病院から病練・各施設におよ ぶ生活部分

の配置計画

・低層屋上に宿舎周子供の遊び場および 2 階に中庭
・廊下の設計一通る人の種類、品、通過と溜り、採光、

わかりやすさ

唱 国 -

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 
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久 保 田 秀 男

生年月日 昭和20年11月6 日

最終学度 目百軒J45年 3 月点打11大学大学院

修士謀総主I l 築科卒業

m 歴 日目初45年 4 1' 1株式会社日 ;辿EL止

計入社、 J) t 必に至る .

作品略歴

愛媛相互銀行今治支応 ( U自制48年竣工)

114銀行児山支応( 昭和49年竣工)

大分開発回大分節ーホテル ( 1昭和49年竣工)

広岡林稲- 111センター ( 昭和52i jo竣工)

大津市民病院 ( 昭和53年竣工)

大分医科大学附属病院はか (工事中 )

すいせんのことば 長谷部朔邸

設計を進めていく過程において、

建築の成立する諸要素を充分に検

討し、結来をみちびき 出す努力を

はら っている 。

いくつかの設計を経験して、今、

成長途上にあり、可能性のある背

年の一人である 。

青年 建築家としてのことば : 確かな判断は泣かな知識 と人間性そ のも

のによる。あらゆる意味でより多くの体験をしたい 。

気になることば

学生時代 、先生から「建築とは自の高さまである垣似のようむもので

ある 。背伸びして何とか向こうを見ることはできるが、乗り越えるこ

とは大変なことである J と。

日建設計入社時の自己紹介で「一生の仕事としてやりがいのある紫晴

らしい仕事」と 。

ホテノレの設計をしたとき、建築主に「あなたのような目で恕物を見る

人は 10人に I 人です。銭りの 9 人に泊りに来ていただかなくては困る

のです」と。



滋賀医科大学附属病院

建 築 主 文 部 省

所 在 地 滋 賀 県 大 山 市i頼回月輸町

施設内容 ベ ッ ド数 600 ・病似 ・外来棟 中央診療練

工 期 昭 和51年 2 月~昭和53年 3 月

敷地面積 220，∞0. 0001'  

建築而fl1 10，559 .  40m'  

延床而似 33，920.46m'  

地ii t 脱線 S  R  C jj!f J也上 61折、 地下 1 階

，---

滋賀医科大学は新設の国立大学である。

その附属病院は、 外米 郎 、中 央 診 療 施 設 、病鰍 ( 300 床 ・将 来 600 床上位・攻サービス音11門等を 有 す る 総

合 病 院 で あ り、 また 、教 育 病 院 と し て の 性怖 が強 〈、それだけに一般の病院に 比 し複 雑 な組 織 となる。

したがって、解りやすい構 成 に ま と め る こ と が 計 画 の 法 本 と な る が 、 こ れ に 対 し て は 、 多Si l J i 記長 型 の IIt::

而 型 を 基 本 と し て 全 体 を ま と め 、 ま た 、 ラ イ ト コ ー ト の 導 入 に よ り 、 全 体総 成の解りやすきを佐保し、

明るい良好な ｾ ｕ 刊 の舵 ｻ 呆を ｊ ｉ ・った。

外 部 の デ ザ イ ン 計 問 に つ い て は 、 多 拠 出 の 1ドl(lI システムに JJfJえて.1¥"/&>; ;11'[函 の 裂 ぷ も か ら み 、 全 体 の 形 状

がかなり複雑なものになったので、 柿 成品Ａｦｾの統ーによリ、シンプノレな 椛 成を指燃とした。

また、メンテナンスのこともあり、ディテーノレは、 ljl. 純かつ附突なものとし、全体として、 l核実なしっ

かりした構 成にまとめあげた 。

福岡県社会保険診療

報酬支払基金事務所

挫築主基金興j ' ; ( 附

高岡病院
ill ! r i 玉長尾 "x

所在地悩岡県博多区: ) ' < ' t 白 l 丁目 l 需 2 所イ， ｊ 也兵 ｬｩｈｾｉ ，ｾ姫路市西今 ｭｲｬＧ 山 ＳＰＶ

工 期l 昭和52年 12月-1111初53年 10月 工 JVI 1昭和52年 12月- u白羽153年 9 月

般 I也l而fi't 1. 978. 05m'  敷I出1(，ift1 1. 741. 41  rn'  

ill 築而秘 899. 82m'  ill 築[ 町似 1.400.50111'  

延 床 IffiW 5，165. 48m'  ｾＱ ［ｪＮ［ ｦＨｴｩｦｴＱ＠ 3.210.63111'  

構 造 縦 模 S  R C泣 池 上 6 際、地下 l 附
fiYfi 立>>L悦 RCi 立 地 上 4 階

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111
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羽 生 克 彦

生年月日 1昭和18年81131 日

昭和44年京郎大学工7 部建築学件大学院手主

H自制44年附安井越築ぷ;lt'II 務所入社

主な ，没JI' ｾ総務総鹿

近畿コカ コ ラボトリング京加工場

池 III 附，J i 作伊l庁合議場

新街野村尚l自ビノレJ 十l' 同に参加

近畿人・7φ 阪a・f・苦H;' ，，! i ! ?院術合

以後日 m，J i佐陽小' 7 校

l並列医科大学附属病院

ｲＮｾ 間病院、長崎松藤商 ＧＱ＾ ヒソレ

悩岡県社会保険よ療報酬支払基金事務所ヒル

向知医科大' 下町-1属病院

すいせんのことば 佐 野 正 一

細心に、時には執微なまでに、設

計条件の詰めに熱中する 。そして

デザインの上では明快大胆に訓り

きる。経歴を重ねてこうした彼の

特徴は、病院などの絞維な機能を

もっill 物の設計の場で一層生き生

きとなるようだ。余人に優れた魅

力の持ち主として、この人を推す。

青年技術者としてのこと( ; i : 多機化した社会の情況は、建築の巨大化、

ｾ ｉ ｕｊ の多様化を生み、諸々の制約を内包しながら、なおかつ設計活動

により係笑な成米を求める 。それに応えるのは基本的には例人的な可

能性の向きであり、その可能性をより高めることは設計者としての義

務であろう。その; t f:r沫からも. t ' 1 . は日常の設計活動を大切にしたいと思

7 。

担l築 l立総源的にはシェ J レターであること、また、私の創り 出す建築を

利用するであろう多くの入荷のことを与えるとき、私は臆病なほどに

謙段でありたい。充分すぎるほど堅実に硲かなものを創り出さねばな

らないと思う。私にとって創造的な意味での飛践的な手法はなく、一

つ一つの設計は紅白身の可能性の進展であり、それがそのまま私の建

築の進展のH{ 拠でなければな句な L 、。このようにして予さぐりの手法

ではあるが、不L は.t'J .、の設J-j-i;'i! fl山が*';1 < 限り、控築を雌災に進展させて

いきたいと思う 。



よみうり文化センター
姐l築 場 所 12中市新里東町

t再造規模 R C造 及 S 造、 B 1 、

よ み う り 文 化 セ ン タ ー は 、600席 の 客 席 を も っ 公 開 ホ ー ル 部 分 と 、 医療 施 設 、 文

化 教 室 、 展 示 場 、 図 舎 室 お よ び 室 内 プ ー ル を 含 む 会 館 部 分 よ り 成 り た つ 。

4  F 、 P 2  

建 築 面 積 9378. 37m'  

延 間 椴 13492. 88m'

工 )Yl 昭和51年 11月- 5 2年 8 月

こ の 複 合 文 化 施 設 の 総 合 企 画 の ー 貝 と し て 参加 し、 と く に 各 種 の 複 合機 能 を ま

と め る 媒 体 と な る 会館 ロ ビ ー の 設 計 に 腐 心 し た が 、 芳 、 図 し た 以 上に 地 域 に 溶 け

こみ、 利 用 者 が 多 い と の 報 告 を 耳 に す る の は 絡 し い 。

朝日放送淡路島寮 S S R - D計画

J  

b  

挫 築 場 所 兵 長11. 県津名

間i一宮町江

井宇江井崎

山2571

精進傾車1) RCi 立

規 t民 地 上 2 階

t苔昼 l 階

i.llU!i 1両側 873.  13m'  

延 蘭 航 6589. 02m'

工 JUI 昭和53年 3

η - 8 月

南を城北運河が流れ、北に淀川、西に旧

淀 川 、 東 に 城 東 貨 物 線。 四方図まれたこ

の毛馬地区は、大阪都心部の中でも開発

の遅れた地域で、その中心部に位置する

該当敷地は、工場誘致による跡地開発に

とどまらず、戦後まもなく建設されて現

在老朽化した市営、府営住宅のころがし

用地として 、 また過密な地区の小学校用

地として、一部割愛され、官民一体の大

規模開発であったが、総合設計制度の建

設省の認可も降リながら住宅市場の低迷

から、計画はわれわれの手を離れ、引き

つづいて公団、公社、市に引き継がれ 、

現在主主訟中である 。

11川|川l川11川11川11川11川11川11川|川l川l川11川11川11川11川11川|川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川11川11川|川11川11川11川11川11川11川11川1川11川11川11川|川|川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川|川11川11川11川11川11川11川11川11川|川11川11川l川11川11川11川11川11川11川|川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川l川11川11川11川l川11川11川|川11川11川11川11川11川|川11川l川l川l川11川11川11川11川11川|川11川11川|川l川11川11川l川11川l川l川l川l川11川11川11川11川l川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川|川11川11川11川11川|川|川|川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川|川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川11川|川11川11川|川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川11川11川111川11川l川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川l川11川11川11川11川11川|川11川11川11川|川11川11川11川11川11川11川11川11川l川l川11川11川11川l川l川11川11川11川11川11川|川11川11川|川|川11川l川11川11川111川11川11川11川11川|川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川|川|川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川l川l川11川11川11川l川l川11川11川11川11川|川l川11川111川11川l川111川11川
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七 字 縮 介

生年月日 昭和 19年 4 月17 日

最終学歴 昭和42年 3 月早稲 III 大学第一

理工学部位築学科卒業

i!IZ 歴 昭 和42年 4 月大成主II 設株式会

作品略歴

社入社. 主II 築本部設計総を u

て、昭和信年10月よリ大阪支

庖主II 築部設計' * に J)J 務.

船橋高恨グリー ンハ イツ中心地設計岡

新長堂本庖計画 J i t北ニ ュー タウ ン光明

地 H P設計競技 E 地区セ ンタ一入賞・ S

ｓｒ ー ｄ 計画よみヲリ文化セ ン タ Ｍｾ Ｍ ｴ

函朝日放送淡路砧寮計画・ 1 &Y ou 内

装計画文教マンショ ノs1'[国

すいせんのことば 中村銀之助

建築にと って、社会から要求され

ているものは、技術経済のきびし

さもさることながら、それを I主総

する企画デザインの優れたセンス

である 。 多忙、紋切り怨の解答、

そんな風潮! の中で、 12かな創造力

とたえず本質をふまえて粘り強〈、

取り組んでいる彼には、大いに JYl

f寺できる 。

青年 技術 者としてのことば : 大学受験を筏えた年の暮れ、自然の雨降

りの画面がテレビを流れた 。 flft 天 楼 」 の 映 画 だ った. 不当に意志を

正直められてみづ か ら の お宮十になる建物を、みづからの手でr . 直線して、

f依然と見下ろすゲーリ 7 ーパが絡好良すぎた 。影 め よ う に 寄 り 添 う バ

トリシアニー J レがまた魅惑的だ った。

かくして僕は文科志望を建築志望に翌日切り換えた 。 ゲ y コウソーの

エスキ スノートを脇に「伽l監は白か った」を座右に抵いて、僕も必

ず天オたらんと夢恕した . 詩的と棉築に燃す馳せた 。 コン ビュジュエ

が 逝 って巨 l庄の時代が終わリを告げたと 言 われたとき、{ 艶は組織のi ! l l :

Z十に身を泣いていた 。苛烈な主II 設ラ y シュの只中で工業化の問題、コ

ストバランス、商品化の問胞にあけくれた 。 ひとしきりの砂股が去 っ

て 、{ 覧の 周辺も落ち活きを取り戻した.

いつしか職場の製図台に置かれたゲ y コウソーの白いノートを脱むと

き、コルピ ユ ジュエの ｾｲｬ うあのカラパジョの背白炎、建築を宏、した ｴｲｩ

の未だ消えやらぬ情熱がよみがえる 。



都 市 施 設 プ ロ セe ク ト と し て の 南 海 難 波 駅 は 、 数J切に分割j して進められており、

今 日 も 建 設 の 途 上 に あ り ま す 。 こ の う ち 、 第 2 則 の コ ン コ ー ス 部 分 は 、 駅 舎 の

ト タ ノ レ イ メ ー ジ を 決 め る 中 心 的 部 分 で あ り 、 私 は 昭 和50- 51年 に か け て こ の

設 計 に 参 画 し た も の で あ り ま す 。

日 々 数 十 万 の 人 々 に 利 用 さ れ る 駅 舎 と し て の た た ず ま い は 、 通 勤 の 便 宜 と 旅 の

ロ マ ン を i l U肴 さ せ 、 大 都 会 の 文 明 的 な ひ ろ が り を 表 明 し ま す 。 石、鉄、ガラス、

レ ン ガ。 建 築 の 最 も 普 遍 的 な 紫 材 だ け を 空 間 緋 成 要 素 と し て 駆 使 し 、 展 開 さ せ

る こ と に よ り 、 こ の ひ ろ が り を シ ン ポ リ y ク に 表 現 で き る の で は な い か と 考 え

ま し た 。 他 に 濃 る こ と の な い 確 固 と し た ア イ デ ン テ ィ テ ィ が 減 別 さ れ 、 建 設 の

原 動 力 と し て 働 き は じ め る と き 、 壮 胞 な 現 代 者11市 の 新 た な 活 力 と な っ て い く こ

とてF しょう 。

南海難波駅ターミナルビル( 2期工事)

]
一

一

建 築 地 大阪市南区難波新地 6 - 12  

2 期 工 期 昭 和49年 11月~昭和51年 11月

敷 地 面 積 34，∞0.61 m'  

建 築 面 積 16，241. 05 耐

延 床 面 積 130，890. 74 m'  

精進規桜 S R C +  S 造、

地 下 3 階、地上 3 階

、

ー ｾ .- .  • .-
ー

'  

生田神社会館 八木ビル

建 築 地 神戸市生悶区下山手通 1- 10 

敷地面積 17 ，542. 9m'  

建築面積 2，492. 2 m'  

延床I面械 4，536. 3 m'  

椛造規模 R C造、地下l i ' 昔、地上 4 階

主11 築地大阪東区南久太郎町 2 - 10  

敷地面材1 1，640. 82 01
'  

主11築田献 し243. 75 m'  

延床開t，'1 13 ，680. 73 m'  

柵泣J i l LI!:! S RC 治、地下 2階、地上 91; 昔

Y 邸

建 築 地 宝塚市

蚊I也[町W 1，008. 67 m
'  

4.Il築而l似 266. 19 m'  

延床 Ifiifl l 279. 74 m'  

川i込脱悦 R C + S 造、 2 階

|川11川11川|川11川11川11川11川111川11川11川11川11川|川11川11川11川11川l川11川11川|川l川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川|川|川|川l川l川11川111川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川l川l川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川川|川|川|川11川11川|川川11川11川|川11川11川11川11川11川11川11川l川11川l川11川11川|川川l川l川11川l川11川11川11川|川11川11川|川11川11川|川11川11川11川11川11川11川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川|川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川111川11川11川|川11川11川11川11川l川l川l川11川l川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川川11川11川11川11川11川11川11川l川l川11川11川11川11川|川111川11川11川11川11川11川|川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川|川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川l川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川|川11川l川111川11川|川l川11川11川11川l川l川l川l川11川11川11川11川11川11川11川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川11川
11 l  

鎌 谷 憲 彦

生年月日 昭和 18年 8 月23日

学 歴 昭 和44年 3 月神戸大学大学院

工学部建築学科卒業

戦 歴 昭 和44年 4 月株式会社竹中工

務庖大阪本脂入社。設計部設

ｾｈ 果、現ＺＨｦに至る 。

すいせんのことは. 伊 東 哲 郎

現代を生きる背年建築家として、

絞雑高度な時代の要求に応え得る

柔軟な思考カの持ち主である 。何

よりも建築を作品に創り上げてい

く線気と執念が感じられる努力家

であり、恋まれた天性に、今後さ

らに磨きがかけられることと、将

来を大いに期待している 。

青年 技術 者としてのことば . 初滅的に、建築はさまざまに織りなされ

る人/ UI生活を ささ え. 時に先導する器である と巧 え ます. し た が って

挫築家は、望むら くは、 あら ゆる時空間の人 1111生活 に料過 して いる必

要が あり 、し かも、そこ に一 つの詩的固有性 を感'支 し、理忽の 形姿に

結笑する磯務をれ って います 。

詩的感受とは、すぐれて人間の直感によるものであり、百 の税法を越

え一挙に核心を つ くものであるはずです。作意よりも無心に司王象を透

視する目があり、そこに創意がはたらくとき、かろやかなユーモアす

ら ｩｾｬＧ ｻ う空 ｉｕｉ が出現します 。 物を創り出そうとする者は、日夜心をくだ

き、価値に対峠していると言えます。巨大な創造力は、画一的な良し

悪しの室長t悼を萎えさせます。 人間の生きる歓ぴ、たとえばピカソの、

りマストラ- } r . . . - " に見る消澄な生命感一。

錯綜した現代社会にあ ってこそ、人聞の感応力に直桜 うっ たえかける

詩的価値は、明日の生活を蘇らせ、よりｾかな彩りを与え続けてくれ

るものであると思います。



大甲賀カントリークラブ

ハウス

所 在 地 滋 賀 県 甲 賀 郡 甲 賀 町 泊 日

設 計 施 工 鴻 池 組

t時造規絞 R C +  S 造 地 上 2 階

敷地蘭ftl 1，149 ，354m'  

延床面似 2，672m'  

エ JUJ 1972年 10月 - 1973年 10月

大甲賀カントリークラブハウスのホール ・ラウンジ

レイクスワンカントリー

倶楽部ハウス

所 在 地 兵 庫 リ 刈 日 東 ml 来線町秋i;f l字 中 尾

設1十 地 工 鴻 池 組

t持造規校 R C + S 造 地 上 2 階

敷地面積 1，069 ，220m'  

延 床 I/i Wl 3，879m'  

工 JUJ 1974年 10月 - 1975年 10月

レイクスワンカントリー倶楽部ハウス 2 階食堂

|川11川|川11川11川|川川11川11川11川|川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川川11川11川11川11川l川11川11川11川11川|川11川11川11川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川|川川l川11川11川l川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川l川11川11川|川川11川|川川l川11川11川l川11川11川11川l川11川11川11川l川11川11川11川11川11川111川11川11川11川|川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川川l川11川11川11川11川l川l川11川11川11川11川l川11川11川|川l川l川11川|川11川11川11川l川l川l川l川111川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川川11川11川|川川|川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川|川l川11川11川11川11川l川11川11川11川l川11川11川11川|川11川11川11川11川|川11川|川11川111川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川|川川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川|川川11川11川11川11川11川11川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川1111川11川11川11川11川11川11川l川11川11川l川11川|川川11川11川|川11川l川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川|川11川11川11川11川111川|川川11川11川11川11川11川l川l川11川l川11  1  
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中 河 克 則

生年月日 H自相 19年 6 月17日

l位終学歴 l昭和42年 3 月北海道大' 下工学

部主担挫l ! 築工

j業拡 臆 H昭召和4位2年 4 ) 月J j 株辛式会社鴻池t剖飢I[ l  

入社、大阪本I円設訓告11勤務、

J JUf に至る.

イ乍品略歴

日本電気筒 F本社総合ビルー k 谷ピル l 北調i

栄 厳 I田山ピル，ナカヤピルa 日車 L t ピル.

新日本電気水 u 'lt. Ｎｫ 阪合同ｩＱｨｾ亜高槻 ｾｉ ｉｾｪ＠

III 商品単中日: ' U レノゴー Ilr t t . . k阪工場 究

i I J i 公社京侃駅前車師四条堺ピ 11，.， *大蔵量テ

7 ニカルトレ ニングセンター総合研究所

!!!iI! fJ 用金柑品4 < 五日J ベ k 叩賀カントリーク

ラブハウス レイクスワノカントリーf J l礎 部

ハウえ . . k阪船内センター. ヤンマー農機岩

見沢セ ン7 一. 三洋，It機カ ラーテレビ新工場.

法汗、 ＮｾＧＮｫ 阪支院Ｈ地工中Ｉ

すいせんのことば 鴻 池 藤 一

今や箆・ j互の向い設計をまとめてゆ

くには、建築主を含めて、広い範

囲の組織力の結集は欠かせない。

この点、 中河君主はきわめて俊i . L た

設計能力を常に発j " liするほか、多

岐にわたる嬰ボを柔軟に受けとめ、

これらを 12かな発氾!力 でバランス

よく調態し、説得力をもって統合

してゆくのに」並々ならぬ下腕をみ

青年技術者と してのこと( ; t ・設計ーとし寸行為そのものに、ノド- * は立場

のi畠いは無いはず c が 、私自身 が泣いている立場すなわち地工会社の

設計部のそれは、 他 の立場にいる場令とはかなり巡っているのではな

いだろうかと A 号えることがあります。私達の設計の進め万、まとめ }J

が良いのか 恐い のか、あるいは正しいのか 間違 っているのかについて

は、いろいろの: t r . 見があると思いますが、いわゆる設計地工という一

式受注を目指す給の 中で、さまざまの生々しいやりとりを繰リ返し、

時には娠リ切られそうになりなが句の設計は、これでよいのかという

自問の述絞です。しかしクライアントの絞雑な要望を自分自身の 中で

どのように消化燃焼させるか、空間としていかに組みたてていくか、

せてくれる。 持ち前の粘り強氏、 白分を見失 ってはいないだろうかを 常ーに自己チェ ックし、その設計に

ち密な仕 ιJL; : リで、多大の信頼を よってできる建物は無限であるはずの空間!の中の一部分を完全にお拠

得ていることは多く の 実 績 が物 語 してしまうということのill 大さを今後も忘れないでいきたいと思って

って おり、今後のますますの活m おります。

が JUI 1 寺される。



西武新大阪ビル

所 :(f j也 大 阪 市 淀 川 区 西 中 μ 町 5 丁目 10ー 15

敷地面積 1，968. 56m'  

建築而桜 1，618.41 m'  

延床面積 16，964 .30m'  

構造規模 S  R  C 進

地 上12階地下1 1 > 皆浴屋 2 階

工 JUI 昭和49年 5 月~昭和51年 5 月

こ の ビ ノ レ に は 、 西 武 流 通 グ ル ー プ の 附 図 で の 拠 収

と な る オ フ ィ ス と メ ン パ ー ズ ホ テ ル が 併 設 さ れ て

いる 。

2  - 5 階をオフィス、 6 1培を分機小事務所、 7 -

1211符をメンパーズホテノレとして総成し、その性絡

のＡｩＧｾなる機能を互いに 打 ｬ うことなく Ｑ＼ ［Ｑ ー建物 内 に

共 存 さ せ た 。

外 観 は 企 業 イ メ ー ジ を 強 調 す る た め 、 ま た 周 辺 建

物 と の 対 比 を 巧 服 し て 、 イ エ ロ ー オ ー カ ー の 般 総

タイノレ 111; り と し て 商 業 性 を 持 た せ た 。 1 11皆では、

オ フ ィ ス と ホ テ ル へ の ア プ ロ ー チ 到J 似 を 分 離 す べ

〈、別イ問のエントランスホーノレを設け、プレーン

な 外 観 と の 対 比 効 果 を ね ら っ て 、 ソ フ ト な 表 的 を

持つ イ ＧＱＺ上 村 にて 梢 成した 。 Ｑ Ｒｾ 告の 一 隅のメンパー

ズ サ ロ ン ・カードノレーム、ゆ っ た り し た ス ペ ー ス

の 容 室 な ど 、 メ ン バ ー な 織 を く す ぐ る iii( 山ができ

るように聞G! i l l : して日 |阿 し た も の で あ る 。

心斎橋パルコ

所 在 地 大 阪 市 南 区 鰻 谷 西 之 町

敷地而紋 1，123 .98m'  

建築市政 1，059 .81m'  

延床面積 10 ，596. 75m'  

精進規模 S R C造

地 上 8 階 地 下 3 階 浴 屋 3 階

工 JUI 昭和44年 4 月~昭和46年 12月
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11 
|  

1 階平面図

ら.

室 川 康 男

生年月日 昭和 18年 4 月16日

最終学経 昭和43年 3 月京都工芸繊維大

学工芸学部lill 築工芸学科卒業

業 務 歴 昭 和43年 4 fl 大林組入社、本

応位特工事事務所勤務。

昭和144年 4 月大林組本広設計

部勤務、現在に至る.

作品略歴

京都ロイヤルホテル。心斎事舟パノレコ 。 日

本生命梨崎ピ J レ。泉北ニュータウン光明

池 H.  Pistli 競伎C Ｇ ｦｾｦ￬ｰ ｊ￭ｻ入賞 Ｉ。 西武新

大阪ピ J レ. 近畿相互銀行和政山支r.s . 高

槻ローンテニスクラプ

すいせんのニとぱ 栄 木 一 成

建築の設計という創造の仕 Ｔ ｊ ｾ に喜

びを感じ、情熱を傾け、真剣に取

り組む彼の制作態度は、新しいフ

オノレムの創造を厳しく追求し、妥

協を許さず、納得のいくまで美を

探求して止まない 。

これからもデザイナーとしての素

養を活かし、ますます良い作品を

filJ リ出すものと期待している 。

青年 技術者としてのことば 「あらゆる行為のうちで、最も完全なも

のは造る行為だ。一つの作品は愛 ｦｾＧ を、政 ｾ［ｴｈ を、最も美しい君の思想

への服従を、君の魂による法sIJ の発見を、その他多くのものを要求す

るd ポー J レ・ヴアレリー「ユーパリノス」よりー

最近の社会情勢のもとで、われわれに諜せられる設計条件はますます

絞雑なものになっています 。 その中にあって建物を形造 って いくので

すから、ともすれば時代の波にのまれ、自己というものが宙に浮いて

しまいかねないのですが、 「造る J という偉大な行為に全身を投じる

ことのできる喜びを感じるとき、常に純粋て

〈、いつまでで、も人々に愛される担怨: 物を j遊主つてゆきたいと思います。
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神戸市新中央市民病院の構

造設計

1 . 構 造 計 画

「神 戸 市 新 中 央 市 民 病 院」 は 、 神 戸 港 第 4 突 堤沖

に あ る ポ ー ト ア イ ラ ン ドの ほ ぼ中 央 部に、 神 戸 市

の 中 心 と な る 病 院 と し て 計 画 さ れ た 建 物 で あ る 。

ポートアイランドは、 神 戸 第 4 突 堤 沖 に あ り 、 広

さ が 約 436万 耐 の 海 上 埋 立地 である 。埋 立 は 昭 和

42年 よ リ 始 め ら れ 、 現 在 は ぽ 全 域 で 埋 立 が 完 了 し

ている 。

敷 地 が 良 質 な n 砂 土 を 使 用 し た 大 規 絞 な 海 上 埋 立

地 で あ る と い う 特 殊 条 件 を ふ ま え て 、 建 物 は 平 面

的 に も 立 体 的 に も カ 学 的 に も バ ラ ン ス の と れ た 形

を追求し 、 か つ で き る だ け 軽 量 に な る よ う 心 が け

て プ ラ ン を 練 っ た 。 ま た 、 建物 は 用 途 上 、 非常 に

重 要 な 建 物 で あ る の で 、 設 計 に あ た っ て は 、 外 力

等 の 設 計 基 準 を 通 常の 建物 の 約 50% 対立 に設定し、

よ り大きな荷量にも、 充 分 耐 え ら れ る 建物 として

設 計 し た 。

2  . 部 材 の 設 計

本建物は、 X 方 向 90 . 4 m 、Y 方 向 79. 2 m の 正 方 形

に 近 い プ ラ ン を も っ 、 池 上 12階、最高音Ilt;，さ 64 m 、

j 也下 l 階 の 高 層 建 物 で あ る 。

主体構造は、 11階 以 上 を 鉄 骨 造 、 B 1  1滑 を 鉄 骨 鉄

筋 コ ン ク リ ー ト 造 と し て い る 。 将 来 の 病 院 機 能 の

変 化 に 充 分 追 随 で き る よ う 、 架 構 は 両 方 1" ) ともに

ラ ー メ ン 憐 造 と し 、 と く に Y 方 向 は 大 ス パ ン 架 柿

としている 。

こ の た め 、 住 は 角 形 鋼 管 を 使 用 し て い る が 、 Y 方

向 は X 方 向 に く ら べ て 若 干 剛 性 が 小 さ い た め に 、

4 つ の 病煉 の コ ー ナ ー に 位 世 す る 空 調 シ ャ フ ト 部

分に、 Y 方 向 に の み 有 効 な H 型断而柱を使用し、

この 方 1") の 剛 性 耐 力 の 確 保 を は か り 、 X 、 Y 両 方

1") の 振 動 特 性 が ほ ぼ 等 し く な る よ う に 配 慮 し た 。

梁は、設備用 ｾ ＱＱＱＱ を大きく確保するために、両万

1") と も に ハ ンチ 梁 、段 itif い梁を 一 部 に 保 用 し て い

る。 2 附と 4 階 の 設制i J 用 空 11刊である l ・5 ・s ( イ

ン ター ス テ ー シ ャノレスペース ) 部 分 は 梁 材 を ト ラ

ス に 組 み 、 設 備 ス ペ ー ス の 確 保 を は か つて いる 。

本 ill 物 は ほ ぼ 対 林 的 な 平 面 形 を し て お り 、 l削心と

iT( 心 も ほ ぼ一 致 し て いる の で 、 ね じれ の影 響 は 小

さい と巧 え られるが、 6 ｾ昔より上の病棟階では建

物 中 央 に 位 位 す る コ ア 部 分 と 、 こ れ を 中 心 に 変 形

X 型に {111 ぴる病( J l i 音11分 を 接 続 す る 床 面 が 比 較 的 小

さ い た め に 、 ね じ れ に 対 す る 解 析 も 行 っ て 、 安 全

'ドj ニを 充 分 確 か め て い る 。

ー- : : : ?-i~J; で- 77H

.  診療室 鯵療室 田!

日「一 日二 J  

gJ172R- J  

L戸手二L竺」

基準備平面図( 鯵療階)

建築場所神戸市生回区港島中町 4 丁目

延 面 積 66，762，48m'

規 模 地 上12階、地下 1 階、繕屋 H昔、 l

軒高58.0 m、最高部64. 2m、基準 !

階階高 3. 8m、Z立f耐階階高6，65m '  

主体 構 造 地 上 S 造、地下 S R C造

... 

戸

体斗 ムH，ムム」6 醐 』

神戸市新中央市民病院

4  m 程 度 の 表 而 沈 下 が 見 ら れ る に も か か わ ら ず 、

地 表 面 の 不 同 沈 下 は ほ と ん ど 見 ら れ な い 。 しかし、

本建物のように、軍基喜かつ巨大な 緋 造 物 を 支 持 す

る た め に は 、 組 土 ! 習は 支 持 層 と し て は や や 不 充 分

で あ る 。

し た が って 、基 礎 形 式 は 杭 基 礎 ( 径 が 600の 鋼 管

杭 ) としている 。 こ の 場 合 、 ま だ 残 沈 下 量 が か な

り 見 込 ま れ 、 杭 の ネ ガ テ ィ プ フ リ ク シ ョ ン の 問 題

等 、 組 々 の 問 題が 起 こ る こ と が 予 怨 さ れ る 。

こ の 対 策 のー っ と し て 、 同 さ 約 10 m ( 約 20 t  1m' )  

の 砂 艇 を 敷 地 全 面 に 自 主 土 し 、 元 海 底 め 粘 土層 の 圧

管 沈 下 の促 進 を は か つている 。 さらに 、 建 物霊 長

に 比 べ て 、 地 下 部 分 の 排 土m量のほうが大きく、

建 物 を 建 設 し で も 、I曽加荷混 と は な ら な い よ う 配

l . i ! している 。
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3  基 礎の 設 計

斎 藤 幸 雄

生年月日 昭和 19年 l 月30日

最 終 学 歴 昭 和4μF京都大学大学院修了

業 ! I I

住友生命札幌ピル ( S + 20)、神戸三宮一

丁目西ビル ( S + 19)、山口県庁本館棟( S  

R C +18) の解析担当。近俄電気工事本

社ピル、神戸市新中央市民病院の榊造数

百十

建築学会大会発表論文

地盤地下情造物1 ( ，的動 特性的解 析 ( F.

E .  Mによる ) 地震縦横j などによるポ ト

ア イラ ン ド地盤的モデル化・J f 1 . い軟弱層を侠

む 狸立地同地震時挙動 ・同筒形石 油タ ン7 に

関する研究 (; タノ クの ロ y キング撮動 ) 実

施設計担家に必ける入力地震被と股計用せん

断力に閲する考察 短周期建物の1 ' 7 テ ィ リ

ティと耐震性に閲する考察

• 

34 

4  . 床 梅 造

すいせんのことば 青柳 司

日頃から、総造設計業務のかたわ

ら、いろいろと研究を重ね、とく

に興味のある振動解析・耐震設計

について新しい提案や意見を出す、

前向きな 構 造設計者です。今 ま で

超高層の仕事に 関係することが多

〈、 作品 の数は多くはあ りません

が、しっかりとしたイ士ZJi. をしてき

ました.

膏年技術者としてのニとぱ. 地震国日本においては、いかにして池袋

に強い建物を作るかが、精進設計者の重要な諜題の一つであると考え

ます。 わが国で建築物は千年以上もの長い歴 史 を有していますが、現

存す る木造建築で最も高い五m : t苔は、おそらく過去に 何回かの強い地

震を受け、これに耐えてきたわけですから、 池袋に強いことが笑証さ

れていると思います。級 新の耐笈理論を五重塔に適用し ても、やは り

耐震的にすぐれていることがわかっています 。

一 方、今建設されている建物はどうでしょうか? 大地伎が起きるたび

に近代建築が少なからず被害を受け、そのたびに新たな 間短が指摘さ

れています。今日の耐袋計算では、地震荷重は常時荷重と問機的的に

取り扱い、またその手法になれき っているために本当の姿を忘れがち

です。地震力は本来動的でかつ三次元的な複雑なものです。 このこと

を常に念頭に置いて検討することが、耐震設計に最も必要ではないか

と考えています。



高層建物の耐震設計

阪急梅田グランドビルの構造設計と

新形式鉄骨柱 ・梁接会部の開発

- ' f > : 主l ! 物は、大阪のメインスト I} ー ト で あ る 御 堂 筋

北端正 ｉ Ｈ ， ￭ に位 ｩｆｬ し、阪 ｾ ｉ ＮＧ ｩ ｬｴ 欽のシンボルとなる，他

物 と し て .n・lihj さ れ た 、 地 下 311皆、地 l二321貯 の 他 物

である 。 構造組目1I と し て は 地 上 31滑 柱 以 ヒ を 鉄 竹

造 、 地 上 31椅 梁 以 下 を 欽 什 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト i主と

してし、る。

f，Ytili 七の特徴として、

(i) 主l ! 物I也 七附 は 泌 I: ¥j )il"J 2 ス ハ ン 、 桁 行 )) I"J 9  

ス 口 ン で 、 椛ii E的 に対称、! 診をなしている 。

(u) 処 物 下 j付階 ( 6  - 131滑) に! ! 主 Ij( 場 を 11 し、そ

の7- E1T_I二スキ ップフロアシステムを1 * J n している

関 係 で 、 情ii !i 架 怖 が 多 少 後 対1，さを註している 。

等 が あ げ ら れ る 。 耐 J!li¥而，ti J 主袋索は3 I l 符以L : . j J<-j ' ! ' 0

古11で は 主 に ラ ー メ ン 銀 総 と し て い る が 、 6 - 131
1
17 

の ス キ ソプフロア存11では 2 段梁をイ了するラーメン

梨 椛 と な っ て い る 。

新 形 式 鉄 骨 柱 ・ 梁 接 合 部 の 開 発

当 該 控 物 の 欽fi 位 ( B 0  X 陸frii前) ・ 梁娘イ子育11は、

If，l  flI l としてダイヤブラムて- t I I i 強された住民泊引を

jAi I l 1してし、る 。 しかし、 6 - 131滑 に あ る 到:' 1リ易11皆

部分は、機能ｾｉＧ ｩｬｬｩｩ 上、スキ ｹ プフロアとこれを述

結 す る 斜 路 か ら 附 成 さ れ る た め 、 当 該 | 暗 で は 11117

l人l に 4 )il"J か ら の 梁 が そ れ ぞ れ 呉 な る レ ベ ノ レ で 配

位される、 図 ー 1 の よ う な 架 椛 形 式 が 要 求 さ れ る "

こ の 部 分 の 杭 ・1必J安イヤ古11に ダ イ ア ブ ラ ム rlli 強 }f ，んに

を 採 )IJ す る 場 合 、 欽 'j'J 工 作 l二多くの l制 維 が1ドうた

め 、 こ れ に 代 わ る 迎 切 な 後 令 官11形 式 が 必 要 と な り 、

こ の た め 図 ー 2 に ボ す 数 怖 の 新 し い 按 令 部 形 式 を

巧 Ｎ 楽し、突然械の約 ＱＯＳ 校ｾの牲 ・ 泌接令市 ｉｬ ｦｊｉ＼

試 休 に よ る 一 定 組 側I; J ) 下での繰返し 1II II Hx有i : k! 殺

を行: っ ている 。

この実験の日的は、手守干' l ' i 111 i 強形式筏令官11の 繰 返 し

I) I J ) ) 下における、

( i )  彼令部近伐の向日 ｉｉｾｉ 杉と応ＩＩ分布で ｕￄ

(u)  ijljl 'W' I' I:版 I A U状( 問IJ'rF. 強 度 、 似 性 )

さ専の力学 (1作 1:状 を 把 似 し 、 当 該 控 物 の ス キ ップフ

ロア古私鉄f t 当日椛における結 ・梁 按 令 部 の 設 計 資 料

をf! } ることて' ある 。

実 験 に よ り 得 ら れ た 各 接 合{flS形 式 モ デ ル と IIIl l f 桁

ifi Pb ー 梁の俊み- riJ 00 の 関 係 を 図 - 3 にボすが、

Ｑ ＧＮ 記の力学的諸ｴＧ ＱＺ ￍ￮ｾ而 ｬ で、ダイヤブラム ｦｬｬ￬Ｇｪｲｴｬｬ 形式

の綾子時11 と ほ ぼ 同 等 の 性 能 が 確 認 さ れ た < 0  2  >  

( 林 フ ラ ン ジ リ プ. 梁 端 プ レ ー ト flli irtl 形 式 ) の 按

令 部 形 式 が 、 災 施 設 計 に 際 し 採 用 さ れ て い る 。

2  日本生命笹島ビルの構造設計と Y 型

プレースの開発

-1'必l 物 {立、: } ' . ['， ｨｬＡ 駅前広場からｾ， ｬｬ￯ 出 ＱＧＱ 恨の ＱＰＰ

m辺 路 に [i'J かう幅J : 1 . 5 0 mの 大 通 リ に l師 す る 、 地 下

1  1培 、 地 上 19階の建物て“ あり、情造f 'ofj 別 は 、 地 上

H 皆 柱 以 上 を 欽fi i宜 、 地 上 1 階 梁 以 下 を 鉄 甘 鉄 筋

コ ン ク リ ー ト j主 と し て い る 。

情. i 1t 1二の特徴として、

( i)  Ｉ，ｾ＠ 11' 11管は 約20mX  ＶＰｭ の矩 ｉｦｾ 平 ｲＨｩｪ で、梁 ｉ Ｚｬ ｊ )) 

ｉＢｊ は ＲＰｭ 余の Ｑ スパンｾ榊で柿成されている 。
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阪急梅図グランドピル
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COL UMNロー7却 150・却

B E A M H- 800 却0，14・32

図ー 1 実構造物栓・はり接合叡

50 601圃 1

図- 3  P. - oo Cur v es  

図- 4  Y 型プレース架構 図- 5 実験供t主体モデルと 載荷装置 図- 6

当 該 組 物 の 2 - 4 j I 世に配也E す べ き プ レ ー ス に 袋 求

さH る力 'γ: (I(YI"I二古E として、

(  i) 1 プ レ ー ス で l ラーメン告芸術. f 'oU交の l喝IJ刊2、 強

度をイT すること。

(  u)  その 版自主特性は、 ＱＱＱＱ げ降伏ｾ ｾのラーメン当日 柿

と I;i J W.1.支 の 似 性 を 有 す る こ と 。

が あ げ ら れ 、 こ れ ら の 力 'γ イ向性能を il J. j J . E するプレ

ースとして、 図 - 4 に ぷ す よ う な y ＧｾＧＮＡプレースを

巧一家し、その力乍 ＨｉＨｊ 特性を Ｇｾｬ 俗化することを目的

と し て 、 突 然怖 の 約 1 / 3 脱 仰 の fJI、式{ 本による総

j g し峨有i;λ 験 を 行 っ て い る 。 fJ l，;式tオ玉、If' . びに，1在祈装

u立を 図 ー 5 に ぷ す 。 また事fri l1 p 一公 位 ol 品I f 系の実

験 結 J設 の 一 例 を 図 - 6 に ぷ す 。

y  ｽｾＧｴ プレースの特徴として、

い) 従 米 の K P12プレ ー ス と 拠 な リ 、 プ レー ス に 東

村 ( プ レ ー ス 加 点 と 梁 中 失 点 を 結 ぶ 材 ， 図 - 4 参

!削 ) が 有 す る IJl Iげ せ ん 断 的 な 力 学的 特 性 を 付 加 す

る こ と に よ り 、 プ レ ー ス 架t庇 設 計 に お け る 附1I 性、

強 伎 の 任 意 の*J1み 令 わ せ に よ る 設 計 が 谷 易 と な る 。

( ii )  匁 械 の i W波機械から、プレースの座! 日l の; ぷ轡

を除去することによリ、似性に位んだ 良好 な 地 ｬｾ

ｴ 、Ｇｦ ＧｾＱ を ｻＡ� ることカずできる 。

等 を あ げ る こ と が で き る 。

な お 実 験 と と も に 、 y ｊｾＡ プレースの抑 ＧＡＧｬ ｬＧｾｉＺ 挙動に

l則す る 解 析 (I() 検 討 を 行 い 、 災 地 設 計 に お け る 資料

と し て い る 。
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瀬 川 輝 夫

生年月日 昭和 18年11 !i 10 日

学 歴 昭 和44年 3 月東京工業大学大

学院理工学部建築学科卒業

験 臨 昭 和44年 4 月株式会社竹中工

務! 占大阪本山入社。設計官1st: 骨

造謀、 I見イ上に至る 。

(ul  J也け; 皆 2 - 411背に! ! i HI J品11} 1をイI し 、 そ の ア プ

ローチとしてスロープ組物が ＴＱＱ 持まで、，Ｚ Ｇ ｾ 1付械の

桁 行 ) j I"J fJ!l Jに 後 続 し て 建 て ら れ て い る 。

等があげられる 。 耐 ｬ 瓜晶 ｊ ｢Ｍｾ＿ｦぷは、桁行Ｉ［ＧＱ Ｂｊ では

Ｉ，ｾ本 ＨＱＨ［Ｑ ニラーメン昔日間としているが、泌↑Ｑ｜ Ｑ ) j  1"1 で

は ラ ー メ ン に );11 え て コ ア tmに プ レ ー ス を 配 し 、 全

せ ん 断 力 の60% 引 j支をf { mするように. tnxl し て い

る。

Y 型 プレ ー ス の 開 発

ユ ｾｉ ｉ 該他物 ＲＭＴ 附 Ｈ ＡＡ［ｴ Ｇｦ￳ 場 11背) では、スロープ主l !

物から草 j: Ｇｉｬｾ 品 へ のＧ ｉｩ の持入古 ＱＱ で、桁行 Ｉｪ I"J .i 二以 榊

は 一 日11村 jft け と な る 。 こ の た め に '1:. じ る 当 該 集中持

の|崎IJ 1' Ul eびに irtll 交低下は、ノド，11' 1 ' 同のために巧楽し

た 特 株 な プ レ ー ス に よ っ て 怖 い 、 桁 行 2 ｕ キ ｾｈｉｙｬｬＺＺｊ

に大きな剛1 ' 1: ， irtll 主」てのアンノ〈ランスを '1:. じない

よう門ｌＧＮ ｉＮｾ している 。

X 型、 K ＧｆＮｾ等のプレースは、例 ｩｩｅ 物における Ｑ￯ｾ ｬｊ

な耐民主 ｈｾ として数多く採 ｉｔｊ されているが、プレ

ー ス を 布 す る 集中将は|剛l性 、 強 度 I(ll で プ レ ー ス に 対

する依存度が向く、純ラーメン製桃に比してｼ削ｴＧｾ

は大ｉ� ｬｾ に明大するが、 Ｇｩｲｴｬｬ 支は附 ｉｊｮ ほどｬｉＢ ｬ 大せず、

また明性域における似性に乏しし、 。 塑 性 域 に お け

る 胤 朕 特 性 ( 剛 性 、 強 度 ) の 劣 化 は 、 主 に プ レ ー

スの ｬ 単 Ｑ ＺＱ Ｑ に起因 するものと巧えられ、安定した ｊ ｩｾ

雌 特 性 がf斗られるプレ ー ス は 、 ご く 紺l 以上じの小さ

なものにド， Ｑｾ ら ｈ ている 。

すいせんのことぱ 久 徳 敏治

構造担当者のして必要なハードな

技術部と、ソフトな設計 I国をl I t有

しており、 i皮の基礎技術から応用

技術への巧みな展開は、長年経験

してきている超高 J( ' i t l ! ; 物、原子炉

建屋等に充分発刊i されている 。 さ

らに持ち前の柔軟む発ＡｊＮｾと併せて、

防造技法を向い設 ｾｉ Ｚｅｾ念にまで昇

華させてし、< JYJ 符の大きい人であ

る。

青年技術者としてのことぱ 世界有数の地呉国である日本では、耐俣

設計ぬきでm転の械造設討を行うことはきわめて 粉なことである 。 と

くに大規模な ill 築物の場合. その出T渓設計では、建物の安全性の確認

にi捺して、 m造物の拘l塑性挙動、動的挙動を把慢するために数多くの

解析がJ 下法を JfJ ，、る場令が多い。屯チ計n機による数値計t ) : が大部分

を11j めるこれらの設計行為のなかて¥現象に対する判断の仕方が、や

やむすると解析式上のものとなり、本米の物理的判断に欠けるきらい

があることを向戒している 。 また JJ l ，伝われわれが用いている解析では

顕とならない榊造物の安全性に l刻する不確定姿索( 地震入力、材料の

もつパラ Y キ、按令書11における諸々の問題など ) には常に 54 を配 1) 、

バランスのとれたえ ｾｾ Ｇ ｉ 行為 を行うべ〈努力している 。
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a 建物 ・杭系振動形 ( 1 - 3 次)

子 ①
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地鐙系娠動形( 1  - 3 次)
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建 物 ・ 地 盤 連 成 系 の 解 析 の

実 設 計 へ の 応 用

地 上 高 さ が45
m

を超える山jJ 荷主1 ¥築物は、点点、大

阪はか全! J ilの 主 要行11 ，1，でつぎつぎと計阿、地工さ

れ、すでにその{ 牛数は 300件 に な ろ う と し て い る 。

主主設地 の地総条件を調べてみると、 初期lの 段 階 で

は 、 東 京 れ き J( ' j 、大阪天 1，日j 砂れき! 読のような! 笠 |劃

な支持層の上に、直接 ｾｕ 笹で設計されている建物

が ほ と ん ど で あ っ た が 、 だ ん だ ん と 、 必ずしも、

良質の墜問主地量産のみに主1 ¥設されるとは| 以らなく

なってきた。. I 1 I l立 地 と か 、 比 較的 新 しい i' I"h' 1附と
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( 注) 弾性波述度鋭品1'1結果による. ただし( ) 内は . f f i レベル

による修正他

州 歪 レ ベ ル ( 関 誌 ;;it: 附 率 修 正 係 数(ι:::

地質 と振動モデル

建

物

系

1

寸

杭

地

盤

系

断面図

か 、 い わ ゆ る 軟 弱 地 盤 と 見 倣 さ れ る よ う な 地 量産に

怨 設 さ れ る 場 合 が そ れ で あ る 。

また 、" 担肋|なI也鯨を i法んで主1 ¥設される JJ;( ( ブJ 発 l正

施設の設計も、 ｉ 也鍛との述成去 ｊｊｾ を巧 ｊ Ｎ ＮＡｊＮ すること

が袈求されている。

このような 情勢 を ｾ ｉ ｕｦＱ ［ ｴ に、いわゆるＢ地盤 Ｉ，ｾ従

・怨物処成系‘ の解析がt i : r I を mめ は じめてから

数 年 を 総 て い る 。

私も、設 ｾｉ 者の立場から、 ｉ 也書誌をなんとかＮ￟ＱＡ， ［ｩ 命Ｈｉ Ｈｪ

に と ら え 、 計 切 に の せ る こ と が で き な いか 、 と の

興 味か勺尖) f )(I (j な 、 動 的 解 析 下 法 を 係 す た め 、 建

設省 ｩｬｬｾ 研究所、 ｩｊ ｦｉｉＱ Ｑｓ 、絵 ｊ ［ ， ｬ ｪ 、杉 村局間 ｬ ゴのこ 指

導ならびに米凶依今士Ｈカリフォノレニア大 ｾｻＺｊ Ｎ P e  

nZlen 教 授 の も と で ) を IIU じ て 勉 強 を し て き た 。

設計上のバランスを巧えるとき、上部 川 ｩ 丘 は Ｇｪｬ ｬ ｬＧｉｾＡ

ｴＧ ｕｾ ｬｉｦＩｊ角刊行手法まで一応縦立されているが、 Ｍ ｊ 了、

J也鍛 を含めた下古IIf，YI巡 の 解 析」 ・の i問地1/，1: は大きく

は、. i i l i l氏系のモデノレ化の妥当性と、入力する I也記4

Ａ｛ ｾｊ やぷ定数の妥当性の Ｒ つにしぼられる 。 ｊ 也 ［ＡｻＺ［ーと

し て 杭 ( ま た は ピ ア ) を 保 111し た 場 合 、 さ ら に 問

題が絞維になるが、J i . 川性、汎月l t'l:に i;¥; ん だ 手 法

として、 J . Penz ien らのモデノレにおミ lオした 。 I也然、

; f ; ' [ 、組物 を そ れ ぞ れ 等 iilli な 貿 / ，i:系に; 丘燥し、それ

らをノ〈ネとダンツュポントで. i i l i 車内させるという、

従米からよく保則されている予法をJ fJ いつつ、 I也

総 の イT 効質: 1il や 相 7T. r { ネ 、 減 点 定 数 の 評 filfi が一応、

思に i直っている 山で も 、 き わ め て 布 矧J な手段と，¥! . ' ，

われる 。

上 記 の 手 法 に よ り、解析 プログラムを作成して、

ホリデイイ ンlよ山 ( iI{{利149年 6 ) J  J 7  EI  ，1'1' 定) 、帝 人

船 渡 江 戸 現l! 芹l ビノレ( iI {{平1I 50年 2 il J 7 日，ff : k ) の地

ロ

ロ
N

h

由

土柱 連 成

モデル モデ J レ

Q  

MII 

K ，lc “  

u
m

陶

お

6  

GL- 地質

置(m理)  (密(/度昨

S 証 ポア‘ 制全

。(闘 名 連度〆比 寧

埋土
ＨｾＩ＠ 白 Ｈｾ国Ｏ }  

4. 111.68 100 0.49 
(18700 )  

岨Iit

(10) 

4.1 

ＧＯ［ｉｬ，Ｎｾ＠

;H 5.1 1.68 160 0. 49  目。

縮砂 (110)  (210)  

9.8 

ンルト

曹 9.8 1.68 160 0.'9 430 

結土 (80)  (110)  

19.6 

節砂

1.0 1.80  話。 0.'1 1220  

中砂
(180)  (610)  

26.6 

租砂

2010 5.0 1. 90 羽目 日時

31. 6  

(2却) 11030)  

砂穫

総 ｩｩｬｩ 成系解析を行い 、 日本ＴＮＱ｜ｾセンターの ｊ 予定を

f!} ている 。
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青年技術者としてのことば 建築構造設計は、地味で、いわば舞台の

裂方的存在て' あると言う人がいる。しかし 、優れた建築物は 、各自 の

ノマートを fと、尖に拶{ ずる楽団のかもしだす音楽のようなものであり、各

i l ! 当者が、無益な、、我砂を主燥し、ゆずらなければ、調和のとれた建

物は生まれない 。

そういう意味から構造担当者は、プロジェクトの初めから企画に参加

し、議論し、品目艶し全体の調和を考えた、、最善" の: ¥J : 見を反映させ得

ることが望ましい。そのためには、私は 、精進技術者として、既成の

慨念ばかりに固執することなく常に立ち止まり、 J令紛に、執より{ 量れた

万法作を追い求める柔軟な態度を身につけるよう努力したい。

すいせんのこ とば 樋 口 元一

耐震設計の分割' できわめて遺裂で、

解明の難しい桃造物と地盤の述成

問題について、問中君は早くから

意慾的に取り組み、機かな業紅i を

残してきた。その努力と理解力、

泣かな識見から見ても、担1築構造

界を支える新しい世代の 1!I1力な一

員であることは、疑う余地がない。

{  

:tI> 

昭和 J7年 J J 月27 日

昭和143年 3 f J 早稲聞大学大学

院主s築総i車修士課程専修

1Ii'l初50年 6 月カリ 7 才 J レニア

大学パークレー校 y ピJ レエン

ジニアリング間iマスター ・オ

プサイエンス謀総修了

業務自主 H目初43年 4月株式会社大林組

入主J: . 京都グランドホテノレ新

築工中現場勤務。

日目利44年 J J 月設計者I1配属、現

イEに至る 。

作品略歴

大阪大林ピ J レ( ) .県本股計) 伊勢町東洋ピル、

忠問ボウル京締罰12 タワーホテル ホリデ

イイノ I宮山 ( 雄物地盤連成呆解析) 、帝人倒産

江戸嶋南ピル ( 同) 、芦屋浜焼技訟計 ( 向上東

洋紡附キ斗ーパプラント :m工場、 l関西司UJ (附

l厄 f 力発電所試段計( 耐震解析) 、他に、地盤

杭 l . J l 物呆地袋応答解析プログラム作成

田 中

生年 )1 日

I込終' "f:!l I
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P S 構造による重層工場の

設計

は じ め に

プ レ ス ト レ ス ト コ ン ク リ ー ト 構 造 ( P S 椛 jft )

の 問 題 点 は 、 所 定 の プ レ ス ト レ ス が 確 災 に 将 入 さ

れ 、 半 氷 久 的 に 維 持 し 得 る も の で あ る か 否 か 、 プ

レス トレスによる' 口組みの挙動に伴 っ て 生 じ や す

い 壁 体 や ス ラ ブ の 行 lWj をいかに| 坊ぐか、の 2 ＯＮ ｉ ｾ ， こ

ある 。 こ れ ら の 点 を う ま く 解 決 す る に は 、設計と

施工の入念な配慮と、緊衝に: i ! 主持与された技術包ー思!

を裂する 。 本訟では、地工会社の設計というヰ; 坊

と、 P S 工 事 の 直 営 化 に よ り 、 設計ーから施工まで

のＭＱＧＱＺした 品 質ｾＺｩ［型体 Ｑ Ｑｩ ｬ ｬ を採ることで、かなりの

成 採 が 納 め ら れ た も の で あ る 。

1 . 構造計画

1 )  P S 構 造 の採 用 テレビ組立工場として、 」二

場 レ イア ウ ト の 自 I:Li J交と 平IJ II I令I1Hの効尊' ア ンプ の

ために、できるだけ以スパンにしたし、とし寸要求

と、作業に{ ドう振動の l坊』七、逃北ー性 、 さ ら に は 耐

火性等の条件を満たすものとして、 P S 構 造 を 線

用 し た 。

2  ) 主 架 構

@ 工 場 レ イ ア ウ ト か ら 、 梁!日lブJ ' I" J を18 mX  3  i.剖 ¥1

の 長 ス パ ン 、 桁 行 方 I" J を 7. 2 m のスノ ぞン と し た 。

さらに梁防l方 向 の恥j 端 に は 、 そ れ ぞ れ 5 . 5 mの 跳

ね 出 し を 設 け 、 廊 下 階 段 ・便 所 等 の ス ペ ー ス と

し 、 本 体 3 径! 日! と 併 せ て 全 長6 5 mに プ レ ス ト レ ス

を 将 入 す る こ と と し た 。

@ 小 梁も P S 榊巡の特1 ' [ を活かすため、梁1¥¥1 J i I"J 

架 設 の 長 ス パ ン と し て 、 プ レ ス ト レ ス 押 入 と し た 。

の 桁 行 方 I"J ( R  C NI i 造) のうち、道路が口i ! ! i する

12  m スパ ン部分には、右三布似体の不j ; ' t J 沈 下 ( 片 h

は地階なしＩに対する粘リ強さを ｊｾｉ してプレスト

レスを J 邦人した 。

3  ) 耐震 設計 P S 村長造は柱 . r. i J仕切併が少なく、

地誌に対してＩｊｦｾ ｾｪｉＩになり Ｑｉ 事ちと巧え、 つぎ のよっ

な 強 化 策 を 講 じ た 。

｀設計 ｢Ｎ ｾｊ Ｎ立を ｐｓ 音 Ｑ Ｑ 分のみでなく、 一 般 ｒｃ ｬＧＮＧｉ ｬ 分

も、 1. 5怖に湖町iす 。

@ がIぷ 壁 を で き る だ け 設 け る こ と と し 、 染問 I ) li' J

にも Ｑ ｾｬｬｬｬ ［ ［ｊ の闘のｾＡｫＺ ，、部分に、 P S  ，［ ｾ ｜ 化の而， ｴ ｢Ｎｾｾｴￎを

設けた 。Ｈ 地 ｼ 培の土 ｦｦｩｾ とで ｕＧ ｪＧ・型の大型耐浪フレ

ー ム を 構 成 )

。柱のせん断面「力と切望ｬＺｾｾ｜化のために、ｊｦ ｊ フープ

と円形ス〆 マイ ラ ル フ ー プ の 複 合 形 式 と し た 。

｀ｐｓ 鋼材の繰返し応ブ ｊ に対するをた全を ｊｾ ｉ して、

有効耐力を、 15 %低 減 を 行 った。

4 )  P  5 構 造 の 設 計 P S 工 法 に は 材 料 、 定 li シ

ス テ ム 等 に よ り 各 館 の 工 法 が あ る が 、 本 設 で は 、

配線のしやすさの点から鋼より似を、緊リ長ジャ ッ

キが 小 型で取リ扱いが谷易なことと、ｾｾ長がきめ

剃Hヵ、くヰすえるという. L ，'人カ、らシンクソレ ・ス ト ラ ン ド

」」 h  

日- "1
組立作業場

体- )レ 組立作業場

ト¥

恒 当キャピヰ ツト胞

E干

三洋電機卿カラーテレビ事集部位道工場第 3 工場

股計施工 側鴻泡j組・ 附熊谷組共同事雛体

建築場所 大東市三洋町 l ー!

延 床面 積 25，802. 15附

高 さ 21 .5m 

F皆 数 地 上 4 階、地下 1階 ( 内地上 H首が p s構造)

工 絹 昭 和51年 5 月ー昭 和52年 3 月

p  s工法 大梁耐震盛 C C L 工法( グラウト)

LI T 

<D ｾ＠

小梁 アンポンド工法( ノン ーグラウト )

H U  

'P  1  C1  :lI  Z  

C小 l 円

_ L斗. ムムムムムム. J _ . j 11  nooj__J_. 

iニ200

- 1 2 0 0 71254 

回 グラウト工法の大ばり

l?ZZl アンポンド工法の小 1;1'町

C コ R C の大ばり

105，600 

はり伏図

として、 C C L工 法 を 採 用 し た 。 なお、 小 梁には、

後に1 A べるJ ! ll 白 か ら ア ン ポ ン ド 工 法 を 採 j十l した 。

2  . 二 次 部 材 の 亀 裂 対 策

プレストレス導入時の ｦｨ￭ 且みの挙首 ｾｊ に ｦ Ｂｪ￳い、壁体

やスラフ ｾｻＡｦ ・の 二 次官 ＱＱ 材が強ｩｉｬ ｬｮ 変形による似 ｦｬＺｪ をＧ支

け や す い が 、 そ の 対 策 と し て つ ぎ の 処 u立を行 った。

1  ) 壁 の f色裂 外 壁 は P C板とし、 P S 緊 必 ) j l "J

の耐瓜伎はｾ ，［ 訴後の才 ｲ ｾ 止とした 。

2 )  J木 の 亀 裂 : 隣り合う P S 梁 !日lのスラブには、

梁 の 緊 必 と と も に 、 米 fご 緊 必 さ れ て い な い 梁 と の

j:l lに数( ' j トンの車111力 基 を 生 じ 、 ス ラ プ に f色製 を 生

じやすし、 。 これに対し、スラフＧの鉄筋による Ｑ ＱＱ￬ ｾ虫

と、 ｾｾ ｉ ［ 長 ユ ン ｊ ｾ を、 ｙｊ ごとに段階的に行うことで、

変 形 を tfll ilill す る よ う に し た 。

3  . ア ン ポ ン ド 工 法

fJL場 地 工 の P S 榊 造 で は 、 躯 体 に 予 め 打 ち 込 ん だ

ン ー ス に 鋼 材 を 後 か ら 抑 入 す る た め 、 シ ー ス と 鋼

材 ｼ削 の ｾｉ 部には、 Ｑ 昨ＧｩＢ ｾｙ ｲ 力の添 加Ａ と防車 Ａ ￬ 上から、セ

メ ン ト 等 に よ る グ ラ ウ ト が 必 要 で あ る 。 グ ラ ウ ト

が 不 充 分 で あ れ ば附 Zf 力不足による而り7低 下 も さ

る こ と な が ら 、 何 よ り も 応 7J I腐 蝕 に よ る 破 断 の 危

険 に l燥 さ れ る こ と と な る の で 、 よ り 入 念 な J必ユニと

厳 ill な公司! を裂する 。 本 訟 の小 梁 に t U干j したアン

ボンド工法とは、 二子め鋼材 に グ リースを主主;:( Ii した

更衣室 空担檀械 |更衣室 ｾ ｾ ｾ＠
白

廊

⑥ @  

断面図

アンポンド工法用専用アンカー

⑮ @  

ものにビニーノレ等の被緩がなされたものを、コン

ク リートに l白 か 打 ち 込 み を す る も の で 、 グ リ ー ス

が、鋼 材 の ｻ 米議と、ＧＺｩＭｾ悩 ｉｉ ｾ 与 の Ｑ Ｑ ｦｴ ポブｊｩ広 断 の役得 ｉ ｊ を

よ長た し て い る 。 こ の よ う に 鋼材 の 保 護 が 光 全 で あ

る点と、 lι か打ちによる、シース門己管、グラウト

工半が行略される等、品質的にも ｬ 刷工的にも ｾ Ｑ Ｂ ｩ ￎＧ ［

に 有 用 で あ り 、 近 い 将 米 P S 工 法 の 主 流 た り 仰 る

ものとの 判 断 か ら 、 わ が 同 で は ま だ 経 歴 の 浅 い こ

の 工 法 の t"，月1に 踏 み 切 った も の で あ る 。

4  . 緊 張 工事 の 管 理

所定プレストレス導入の確認. のために、ケーブノレ

全 数 の ス ト ロ ー ク 他 の 計iWI を 行 い 、 過 緊 張 あ る い

は 緊 ';Jk不 l忌がー ヵ 所 で も な い よ う に 厳ill に チ エ Y

7 した 。 そ の他 、1ft. 隙プJ テ ス ト や 重 iWI主E も併 せ 行

い、万全を ｊｾｉ するとともに、データの収集に ｊ努め

た。

お わ り に

今回のユーギにおいて、過去の P S  ＯＭ， ｙｩｩＱｴの欠陥 ｾ ｬ 沙 Ｑ ｉ

に鑑み、技術竹旦 ｾ にＮｵ ｩｬＨ を ｴ｡ き、入念な設 計 を 心

掛けたが、緊張エ ギ の段階的導入とか、 ｾｾ ｉ ［ 民工Ｔｪｓﾭ

の全数伝説、 Hf 々 の 脇 工 災 験主宰は P S 工 事 の 直 台

化 に よ る 総 合 的 な 設 計 脇 工 体 制 な れ ば こ そ 消 化

し 切 れ る も の で あ り 、 現 場 打 ち P S 工 法 の一 つ の

イ Ｑ Ｚ り Ｉ ｪ を ￯ ｊ ｾ し科たのではないかと巧えて い る 。
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小 里 子 徹 郎

生年月日 昭和 17年 5 月10 日

i員終ei"HA 昭和40年 3 月熊本大' 下1ア'f:古11

選l築学科卒

業 歴 昭 和4凶ー 4 J' J(側担1} 地組入相、

本庖ｾ計 ＱＱＱＩ 勤務、現在 ｬ こ至る 。

作 品 歴

日l函プレファプ住宅の開発 ( 8附主主壁式

. 15階建 H P C ・20階建 H P  C )  

中博ピ ｊ レ、永大 ｽｲｧ ＱＡＯｩ［検査所、広 Ｇｾｨ および

大阪凶hthピノレ、東洋興業本社ピノレ、グ'J

コX.b取工場、 i王金化工スミコーノレ ・ンス

テム第 II JUI 、三洋氾機f主i芭1113工場

すいせんのことば 白 石 静 ニ

凡飯田な性循と、ねばり強O ' U在

な仕事への取り組み方には、 m造

設計者としての適性に申し分のな

いものがあります 。

{ 庄の泣かな独創性と恨箆な判断力

が、本邦初 I貨とむ言えるアンポン

ドP C工法の本絡的な建築物を成

。J 裂に誕生させたものと確{ヨしま

す。

青年 技術者としてのことば : 大地誕のたびに建物の崩援にまで到る被

害が跡を絶たず、その郎度、面I袋規i¥' l の改訂が行われるなど、耐震設

計法自体に関わる難しい問題があるようですが、一方、被害の中には、

設計での配慮不足を指摘されるものも少なくないようで、設計者とし

て大いに留意すべきことではないかと忠、います。

一般に機造体の耐良性は、 I也訴に遭遇してみなくては、相応の評価が

下されることがなく、このため、構造屋自身にも、 I也渓に対して安易

な気持ちが主いとは 言えず、このよ うな安易さが、避け件べき被告を

避けられないという結栄を f小、ていると忠われます。

私は、建物の安全を委ねられた械造技術者として、その認せられた責

任の重さを胞に銘じ、きめの細かい配慮を、常 lこ心がけていきたいと

思います。
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医薬工場の設備設計

一 一 日本チパガイギー篠山工場設計を通じて

Ｑ ＹＶＹ 年、 ｗｈ ｑ 勧告にＩ，ｾづき 問 題化した ｇ ｍ ｐｊｈ｜ｻ ｩ 、ならびにそれらの Ｑ ｾ Ｗ Ｑ Ｉ ｬＧ Ｑ

'i'i' J111 としての G L P 法 i¥{i を問題提起として、これら主主築設計における、バイ

アスとしての、設備設計の巧ーぇ }j を終息してきた。

G M P あるいは、これに準ずる J G M P等の内科は、- . w - 体的設計ならびに al

ｬＩＺをｾＡｬ ｩ ｾ、られるわれわれから見ると、きわめて文学的表現にとどま って おり、

設計に将入するための必準、批点を比山すことは凶縦である 。

したがって、たとえば、処築計間的に、動車Jjmillii あるいは作業環境のクリー

ン ・ レベルの設定ｾ［がとりあげられた場合、これにマ ッ チングした環境内芥

を設定することが設備設計における故大のテー? となる。

今刷、 2 つ の 医 薬 工 場 の 設計 を.iIfI じて、このテー? を 34体 的 に 経 理 し 、 設 備

設計における、あるいは 11/; 1人的であるが、視点とすべ < 'IDj i をまとめてみた 。

ク リ ー ン レ ベ ル

一次おく h 系で代ぶされる、室内じんあい1 . 1-:rl

Nr = Ns +αε X p - 十

の見 I(i しとして、i S l 公; 在、フィルタ企} p本をハラメータとして M'*寺性Ns と、安

定性の口安として 11キ定数 T をとりあげて、ケース ・スタディを行い、作業ー件!

? 半との|日)i 生から、おのおの氾! 定11([ を決定する下Jilfi で設計を進めた。これは、

クリーン ・ルーム宅，剥が閉ループであ 1) 、: 知人j 発じんが外目しとして働くこと

により、いわゆるクラス表ポより、その l吸収能力がo n . 要であるという似定か

らn'. 発したものである 。

JJ l I えて、レベル設定に室内庄の順次'rl: を持たせることを要素として取り入れ

てある。これは 、クラス表示と各宅相 IliI BJ のク ロス ・コンタミネーションが

作業|人j 作により、別伽1の評価l限l数 で あ る こ と に 起 l刈している 。 室内j玉 計n: は、

単H¥2 主IHJ においては何ら、計算1 : 彼 ii s . さはないが、絞数室校l互影響を巧J ，1! i :

すると、里H，;i命上は JI' ，w 唱となり、やっかいな問題である。

今回、この ｾｉ 鮮のため、野村新宿ビルｼリ ｊ 煙 ｡ｬＭｗＷ ログラムを利用し、相互干

渉を数次までボめ、設計導入しである 。

クリーン ・レベルを、クラス 100 とかクラス1 . 000 といった- ，c的なクラス

日IJ による分矧にとどめることなく、阪数の，Wfi Ui I品! 数と作業11
、

l谷 に よ り 、 なl味

づけをして B没定することを、初歩 (I(J な段階であるが、試みることができたと

巧え ている。

2 次 側 エ ネ ル ギ 供給

給水、給湯、 l王制討を% あるいは1山民主事の 2 次 ll11J 供 給 h 法 が 、 当 然 問 題 視 さ れ

るが、床ならびに壁而iに つ い て 、 際i¥{ ，自(J な供給 Ji i去を試みた。

実 験 施 設の エ ネ ル ギ 供給

製品検伐ならびに品質' l ' i : J l ll を目的とした尖験主へ の エ ネ ル ギ 供 給 万法を、フ

レキシブル配管による 2 次111リ配竹を JIJい、かっ こ の 2 次回己竹は、尖験者 nら

地工可能あるいは変l l ! 可能である谷効性を持 った } j 式を採用した 。

これは、将米の変更に対するフレキシビリティの芯tl 沫もあるが、本来、尖験

に お け る エ ネ ル ギ 供 給 が、実験者を判IJ l f [ することなく、十分な自己ノ〈イアス

の "T能性を残すことが目的であると A 号えるからである。

作喋スペース

4  

床面よりのエネルギ供給

フレキシブル配管による実験施設
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山 脇 久 樹

'1: 年J l l J 昭和20年 4 JI 3  H  

抗争終 Ｇ￯ＧＺＹ ，ｾ ｉｉ ｉｬＮｦ ｕＴＴ ＮＡｪＧ早稲大学ＮｦＧ ｬ ｬＮｉｾ＿ｦｬｉ ｬ 機

械工学4ト卒業

業 日正 l昭和44年三 菱イ iidl(' 附人社

l昭和47
1
1' 三柴山科I ! (millll

l昭和] 4711'( 附-idl:ill 築設計 'Ii訪

日rr 入十i

セな設 ｾｉＮＺ 業務総 ｉＡ，ｾ

安 )I:ill 築設，:r' l与務所武" " 之; / f : 縦、大阪市

立栄+" i ' : 校、制附田J (f 合、日本チ，< ガイ

ギー篠山工場、奈良市 rj' 合、姫路市 li' 合、

ミドリ十字才サダノ工場、日本チパガイ

ギー宝塚工場、 ｩｊｾ 却 ｴ ピ ｊ レ、兵 Ｑ ・ ｈ 相 ＱＱＺ 銀

行事務セ ンター

すいせんのことば 横 山 級 一

研究心旺盛て'点1M日な人納によ っ

て、 ill 築設J十字;1こWi l されるハー

トナーである。新しい機能の ｩｬｬｾ

， ｢ｲ 計にも熱心に対応して、 ＧｉＺ［ｾＧ に新

しい技術の IJ 日発を; 1 < めておリ、 ill

築を広し、悦 ｾＡｩＧ てＮＭＭＱ巴えられる Ｑｾ ｦ［［ な

設備i設計者としてすいせんします。

青年技術者としてのこと( ; f : 1二学の領域に 存症する、 l勾包されるむ の

と外延されるものの、 2 つの，、ラメータ一、それはあたかも、人I i i J に

おける感性と母性に ｾｩ 却をされ、共ｩＡＡ￭してｩｊＡ要なことは、そのｦｬＧＡがノ〈ワ

ーとなるように 、 主 ｬｬｾ という閉ざされた系もまた、この似定ではＡ日 ｬ 織

に、内包されるむのと外延されるものが、そしてノマワーが似となって

品LUされている 。

i ' i エネ J レギに 11 : ぶされる、位E築設備における、ある胞の流行がJ判illi 対

象になりにくいのは、ポテンシャノレにとどまり、1 . 1 トnのずなさi L るとこ

ろまで及んでいないためであろうか。

この忠、氾! は、第三将である評価l という聞かれた系に対する" 1 . . i ' I 身の式

保であ 1) 、建築を立味されるむのから、立味するも のへ進行させ jJ} 椛

成することが、掛nに持ちこむためのステップであリ、設計における

繊細さに反映されるものであると巧えている 。



昭和 Ｕ Ｓ ｾ 手度・第 Ｓ 困若い会員の集い

対談 と建築を新る 1 1

建 築 家 渡 辺 豊 和

建 築 ジ ャ ー ナ リ ス ト 植 田 実

レ ポ ー ト

放 近 、 雑 誌 「 建 築 美」 創 刊 号 を出版 され、

関 西 方 面 の 若手 建 築 家 に セ ン セ ーショ ンを巻

き 起 こ し 、 新 建 築 の 月 評 で も 歯 切 れ の よ い 作

品批 評 を さ れ て い る 波 辺 豊 和 氏 と 、 か つ て、

現 在 の 中 堅 建 築 家 を マ ス コ ミに登場させ、 当

時 の 若 手 建 築 家 の 登 龍 門 的 役 割l を巣た して い

た 「 郡市住 宅 」 の 編 集 に 携 わ れ て い た 植 田 実

氏 の 対 談 で 、 わ れ わ れ と し て は 、 ど の よ う な

話 題 の 展 開 に な る か 興 味 津 々 で あ った。

渡 辺 氏 の 作 品 の ス ラ イ ド に 並行 して、氏 自

身 の 建 築 観 が 次 々 に 展 開 さ れ て い っ た。

f及は作品の 当処、 つ まり RIAに所属してい

たときは、 「建 築 は形から入る」 とい う 、 い わ

ゆ る モ ザ ンプラン ニン グ に 傾倒 していたが、

丹 下 健三 、前川 国男、山口文象各氏の、 平 面 が

建 築 を 語 って く れ る よ う な プ ラ ン ニ ン グ に 興

味を持ち、現在も単純でト、意図の明確な 平 面

てる、作品を語れるような建築を造ろうとして

い る こ と を 、 ス ラ イ ド で 説 明 さ れ た 。 下 宿 屋

の 回 の 字 型 プ ラ ン と井戸 底 吹 抜 け 、 高津 邸 の

45度 に 回 転 す る 階 段 、 吉 岡 邸 の 和室 をドー ム

の 中 に 象 徴 的 に 配 置 す る プ ラ ン 、 鈴 木 邸 の 中

庭 の 中 に 和 室 を ぽつ んと置く プ ラ ンは 、 彼 の

主 張 を 明 快 に 打 ち 出 し て い た 。 氏 は ま た ポ ッ

プ ア ー ト の ジ ャス パ ー ジ ョー ンズ の 影 響 を 受

け た が 、 ポ ップアートを 社 会 に 対 す る ポ ッ プ

化 と し て 理 解 し 、 建 売 住 宅 を 主主築化する作業

も さ れ た と の こ と も 諮 ら れ た 。

伊 東 邸 の 説 明 で は 、 中 内 邸 + 吉 岡邸という

性 格 の 異 な った 住 宅 の 手 法 を 一 つ の作品と し

て ま と め あ げ る 試 み で あ り 、 以 前 「コ ル ピ ジ

ュエ 十 ア ー ル 卜 」 と い う プ ロ ジェ クトに取り

組 ま れ た 彼 の 今 後 の 作 品 に 、 何 ら か の 影 響 を

も た ら す も の で あ る こ と が 伺 え た 。

こ の 作 品 の 説 明 の 中 で 、 コ ン ク リ ー ト 打 放

し の 受 け 取 り 方 が、 安藤忠維氏の盤然とした、

い わ ば 「 石 」 的 な E盟解でなく、 「どろ」また

は 「 土 」 的 な 質 感 で受 け と め ら れ て い る と い

う主 張 が な さ れ 、 コ ン ク リ ー ト 打 放 し の 「 よ

さ 」 の コ ン セ プ ト を 説 明 で き な い で い る 私 に 、

あ る 共 感 を 与 え て く れ た よ う に 思 う 。

講 演 を 通 じ 、 彼 の 一 貫 し た 裏 返 し の主 張、

「皆が嫌うものに 全 力 投 球 す る 」 と い う 東 北

人 的 反 骨 精 神 が、 全 作 品 に 濠 透 し て い る こ と

が う か が い 知 れ た 。

続 い て 、 植 田 実 氏 が 、 原 邸 、薬 i拳 邸 、 伊 東

邸 、 石 黒 邸 、 象 の 作 品 、 毛 網 モ ン太 の作品、

藤 井 博 己 の 作 品 に つ い て ス ライドを 交 え な が

ら 、 と く に 壁 と 関 口 部 の 関 係 に つ い て 、 作家

の な 図 と彼 自 ら が受 けた感想、を対比させなが だす 表 紙 ゃ い わ ゆ る 都 市 住 居の特 集 な ど で 私

ら、述べ られた 。 た ち を 楽 し ま せ て く れ た 建 築 ジャーナ リスト

彼 の ジ ャ ー ナリ ス トとしての作品を見る目 の 植 田 が 、 渡 辺 に 対 し て どの よ う な 話 し か け

は、 写 真 家 的 な 見 方 に 近 く感 じ ら れ 、 建 築 家 を す る か と い う 興 味 で あ った 。

が 自身 の 作品 の 解 説 を さ れ る の と は 違 った新 いわずと知れた| 苅西の 三奇 人 の一 人 、 渡 辺

鮮 な も の を 感 じ、 す が す が し か った。 豊 和 は 毛 綱 が 東 京へ走 ってしま っ た今 とな っ

つ づ い て 「 建 築美」 につ いてに話が移り、 て は 、 関 西 で 唯一 人 の 形 態主 殺 者 で あ ろ う 。

植 岡 氏 は 、企 業 の 側 か ら 創 った の で は な い と 品近発表された京都の伊東邸は、 今 ま で の

い う こ と に 怠 設 を 認 め な が ら も 、 同 人 誌 的 に 作 品 よ り は や や 毒 気 を 抜 か れ た 感 は あ る に し

な って い る 部 分 の 改 良 が 必 要 で は な い か と の で も 、 彼 独 特 の 美学 により 出 来 上 が った 特 異

な 見 が 出 さ れ た 。

つ づ い て植 田 氏 の 司 会で 、 エ キ セ ン ト リ y

ク な 作 家 と し て知 ら れ る 渡 辺 氏 に 「現 代 異 色

作 家 を 斬 る 」 と で も い ったような、 イ ンタビ

ュ ー 形 式 の 作 家寸 評 が 提 案 さ れ た 。 川 崎 消 氏

に始 ま り 、 菊 竹、大 谷 、 吉 阪 、 象 、 池 辺 、 消

家 、 篠 原 、 坂本 、 長 谷 川、伊東、林、山下、

束、 宮 11品、鈴木、相沢、竹山、吉村、黒川、

際 、 日 迷 、 村里子、浦 辺 、 彦 谷 、 西 沢 、 水谷 、

山崎、 黒 沢、石山、石井、 六 角、 木 島 、 藤 井 、

毛 綱 、 丹 下 、 前 川 、 堀 内 、 白井の各建築家を、

渡 辺 氏 の 直 感 で 話 さ れ た 一言 は 、 雑 誌 「新 建

築 」 で の 月 評 的 作 家 批 評 と し て 会場 を 大 い に

沸 か せ た 。

当 日 は 担当 委 員 の 不 手 際 で 、 ス ラ イ ド が う

ま く操 作 で き ず 、 講 師 の 方 や 参 加 さ れ た 方 に 、

不 愉 快 な 思 い を さ せ た こ と を お 詫 び 申 し 上 げ

ます。

レポ- $ 1 ・太田貞興 (小河建築重量計事務所)

「渡辺豊和 vs 植田実」に出席

して

吉 村 篤 ー

久 し ぶ りに若い 会 員 のmい に 出 席 し て み た 。

ｈ 宇年 のク セナキスと高精 Ｑｾ 治以 来 である 。 こ

の と き は ク セ ナ キ ス の 難 解 な 話 よ り も 最 後 の

高精 Ｑｾ 治のピアノソロが印象的であり、よく

記 憶 に 残 っ ている 。 そ れ 以来 、 あまり 出 席 す

る 機 会 が な か ったのだが、 今 回 は 時 間 の つ ご

う も よ く 、 渡 辺 、 植 田 の 取 り 合 わ せ に も 興 味

があ った の で出席 す る こ と に し た 。

期 待 す る 内 容 は二 つ あ っ た。 一 つ は、目下、

男 の厄 年 に 伺 か つて 建 築 に 文 筆 活 動 に 大 活 娘

中 の 渡 辺 の し ゃべ くりを 一 度 聞 い て み た か っ

たこと 。 いま 一 つ は、ち ょ うど今から 10年 前 、

雑 誌 「 都 市 住 宅 」 を 創 刊 号 か ら 編 集 し 、 と ぴ

向かつて 右側・植田実氏、左側・渡辺豊和氏

な 形 態 は 毛 綱 よ り も 評h闘に 値 す る も の が あ る

と思 っ ている 。 た だ 建 築 を 直 面 白 に 考 え て ゆ

こ う と す る 場 合 、 風土 と建築のかかわり方や、

人 間 の 生 活 と f主居 の 関 係 、 あ る い は も っ と 恨

元 的 な 怠 味 で の 人 と も の と の か か わ り あ い を

どう と ら え て 建 築 を つくっ て ゆ く か 、 と い っ

た よ う な ご く当 た り 前 の J舌をも っ と 聞 き た か

った 人 が 多 か っ た の で は な い だ ろ う か 。

あの40人 の 建 築 家 に対 す る 二 人 の 漫 才 的 や

り と り の 中 か ら 、 渡 辺 の 建 築 家 観 、 建 築 観 が

よ み と れ 、 私 個 人 と し て は一 応 一 つ の 期 待 に

対する 反応 は あ ったと 言 える 。 しかしながら

二つ め の 期 待 は 完 全 に 裏 切 ら れ た 。 二 人 の 扱

っ たスライドはお互いに[ 可の関係もなく 、そ

れ ぞ れ の 独 演 会 が た ま た ま ー カ 所 で催 さ れ た

だ け で あ り 、 そ れ と は ま た 無 関 係 な 「 渡 辺 盛

和と 40人 の 建 築 家 」 と で も い え る よ う な 茶 番

劇をや っ てしま っ たのでは、 ｾｲｮ￮ 目な話を 聞

き に 来 た 人 達 に と って は 肩 す か し を く ら っ た

感 じ が し た の で は な い か。 も っ と も 、 肩 の凝

ら な い 話 と し て ア ル コ ー ル 入 り で や る の に は

適 し た テ ー マ で あ っ た か も し れ な い 。 そ れ に

して も 初 め て 拝 見 さ せ て い た だ い た 渡辺 盛 和

の 初 期 の 作 品 で あ る 下 宿 屋 は 、 現 在 の 完 成 さ

れ た 渡 辺 美学 と は ま た 違 った 味 が あ り 、 私 に

と って は 親 し み や す い 紫 直 な 作 品 で あ っ たよ

うな 気 がする 。

111 が こ の 作 品 以 来 、 現 在 に 至 る ま で の 過 程

は知る由もないが、 1可 か こ の 辺 り の 話 がl首l け

た ら も う 少 し 盛 り 上 が り が あ った の で は な い

かという 気 が し て な ら な い 。 や や テ ー マ が 峻

味 で 準 備 不 足 で あ っ た こ と は 否 め な い よ う だ 。

( 建 築 環 境 研 究 所)

スケルトンの快感を期待して

高 松 伸

里子暮用で上京の折、い つ も携 え る 読 み 物 を、

そ の 日 に 限 って 忘 れ て し ま い 、 新 幹 線 の 売 庖

( 今 日 で K l OS K などとち ゃんち ゃらおかしくも

女 の 子 風 に シ ャレて 言 うらしいが・・ ・・・ ー) で ふ

い と 夏 樹 静子 の推 理 物 を見つ けて買いもとめ、

ともかくもひまつぶしにとビール片手に言売み

ふ け る こ と 3 時 間 。 夏 樹 静 子 の 淡 h と し た 言

葉 使 い の 中 に サ ス ペン ス の 盛 り 上 が る 文 体 が

と り た て て ご 政 演 と い う わ け で も な い が 、 楽

な 読 み 物 の 中 で は一 等推 理 物 を 愛 読 し て い る

小 生 と し て は 、 氏 の 文f本 の 流 れ る ご と き ナ イ

ー プ さ に は な ん と も 心 魅 か れ る 。
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関電大阪商サービスセ ンヲーにて

ともあれ推 理 小 説 の 面 白 さ は ど こ に あ り や

会 り わ い

と 、 つ ら つ ら 考 え て み る に つ け 、 建 築 を 生 業

と し て い る も の の 業 で も あ る ま い が、 おそら

く 錯 綜 し た も の の 彼 方 に 次 第 に 骨 格 が た ち 現

れ て く る と い ったことに由来する↑ 失感が、期

待 に そ ぐ わ ず 確 実 に 用 意 さ れ て い る と い った

よ う な こ と に あ る の で は あ る ま い か と 。錯 綜

の 中 に 意 味 を 読 み と る こ と に 多 大 の 労 苦 を 嬰

す る 類 の 建 築 や 、 な ん と 気 づ け ば ど う や ら こ

れ は 混 迷 や 不 可 解 さ を こ そ 狙 った 建 築 で は あ

る ま い か と 傍 然 と し た り す る 建 築 に 油 汗 を 流

すよりも、 確 実 に も た ら さ れ るス ケ ル トンの

快 感 は 文 句 な し に 率 直 で あ る 。

「渡辺豊和建築を斬る」とい った 話 の 会 に

急 の 呼 び 出 し を 受 け た と き 、 も し や こ う い っ

た ス ト レ ー ト な 快 感 が 力 を 抜 い て 味 わ え る の

ではあるまいか、 {業らにはどうも骨のナ斤れる

作業を、 一 挙 に け さ が け に 断 ち 斬 って 、 こ れ

が 骨 で 御 座 い と 見 せ て い た だ け る の で は あ る

まいかとい った 漠 然 と し た 期 待 を 抱 き つ つ 参

上 し た 次 第 で あ る 。

一 人 の 建 築 家 、 も し く は そ の 作 品 を 、 も の

の30秒 足 ら ず で斬 って 捨 て る な ど と い った僕

ら か ら す れ ば 著 し い 暴挙 も、氏の手に刀、かれ

ば 苦 も な い 所 業 で あ り 、 まさに神技。 r伊 東

豊縫・ ・ 近 視H艮ーー J r 林 雅子 ーー 中 年 の 女 の い や

らしさ ・・・・ J r坂 本一 成 ・… 顔がもうひとつ ・」

云 々 と い った 類 の 言 葉 の 述 続 に 、 た だ た だ 僕

ら は 快 感 の 極 み に 達 す る わ け で あ る が 、 安 藤

忠 雄 あ た り を さ ら り と か わ し て 通 り 過 ぎ 、 や

は り そ う は言っ て も 氏 も ま た 紳 士 で あ っ たか

と気 づかせるあたり、さすが大人の所業。

ともあれ時 間 的 な 制 約 ゆ え い た し か た な し

と は 思 え ど 、 願 わ く ば 、 も う 少 々 無 駄 な 肉 を

そ ぎ 落 と さ れ た 建 築 家遠 の 骨 身 を 目 の 当 たり

にしたか った と い う の が 偽 わ ら ざ る 間 後 感。

累 累 と 迎 な る 屍 の 上 に ひ と り 渡 辺 盛和 の み 凍

と 立 つ 姿 を ま ぶ た に 、 帰 途 に つ い た 次 第。

(株式会社匠設計室)

不手際が気にはな ったけれど・ ..

山 中 恵 子

r 8 月26 日の昼から 、 『渡 辺 豊和 さんと都

市 住 宅 の 編 集 者 の 植 田 さ ん と の 対 談』 がある

から、行 って み な い 。」と友達に誘われて、い

つ も 鋭 い批 評をさ れ ている渡辺さんと ジ ャー

ナ リス ト と だ か ら 、 き っ と お も し ろ い 話 が 展

開 す る だ ろ う と 、 参加 す る こ と に し ま し た 。

4 0  

当 日は、 8 月 も 末 だ と い う の に 、 ま だ 残 暑

厳 し く 、 土 曜 日 の 午 後 と あ って、 会 場 の 難 波 I 1978年 宮 城 県 沖 地 震 災 害 に つ い て

周 辺 は 人 で 溢 れ 、 い っ そ う 暑 さ を 感 じ さ せ ら | の 報 告 会 開 催 さ る

れました 。 で も 、 対 談 と い う こ と で、堅 い 講

演会とは途うのだからと、 気 楽な 気持 で 出 か |  去る 9 月 7 目、吹田市江坂の大同ホールにおい

けました 。 I て、日本建築協会主催 ( 後援大阪市 ・大阪建築防

ところが、 一週 間 ほ ど 縫 って 、 突 然 「 感 想 |  災センター) による標記報告会が開催 された 。

文をそFい て も ら い た い 。」との依頼があり、「さ |  午後 l 時半、まず主催者を代表して 三品哲夫事

て困 った。」と思い返してみましたが、も っ と

真 剣 に 聞 い て お く べ き だ った 、 と い う 後悔 ば

かり 。 しかし、 実 際 の と こ ろ 、 最も 印 象 に 残

って い る の は 、主催 者 の 方 には申しわけあり

ませんが、 準 備 の 不徹 底 さ の た め に 、 せ っか

く の 企 画 が 、 興味 を半減させら れ てしま った

ということです。

お二 人 の 挨 拶 の 後、 ま ず 渡 辺 さ ん が 、 こ れ

までの作 品を、 単 純 な プ ラ ン と い う こ と を テ

ー マ に 、 平 面 図 を 中心 にしたスライ ドで 説明

され ることにな りました 。 と こ ろ が、 そのス

ライドが、 全 く逆写し 。 いくら 平 面図だから

とい っても 、奇 妙 な も の 。 絵 画 を 裏 か ら 見 た

感 じ で す 。 見 て い る 私 達 は と も か く も 、 渡 辺

さ ん 自 身 が 、 最 も 変 な 感 じ だ った と 想像 しま

す。 あ の 場 合 、 い く ら 渡辺 さんが「そのまま

でも 構 い ま せ ん よ り と お っ しゃっ たにしても、

や は り 、 少 し 時 間 を と って、正 し い 方 向 に 入

れ 替 え て 、 写 す べ き だ った と 思 い ま す 。 作 者

に対して失礼 で は な か ったでし ょ うか。

お ま け に 、 そ の 後 の摘 田さんのスライドも、

機 械 の 調子 が悪か った の か 、 全 く 写 らず、結

局 、 休 訟 を 先 に 取 る こ と に な り ま し た 。 こん

な こ と で 、 前 半 は 、 準 備 の ま ず さ で 、 退 屈 さ

せ ら れ ま し た 。

後 半 は、植 田 さ ん の 選 ば れ た 原広 司 さ ん の

作 品 の ス ラ イ ド に よ る 紹 介 に 始 ま り 、 引 き 続

い て 、 対 談 が 行 わ れ ま し た 。 対 談 は 、 期 待 ど

お り お も し ろ い も の で した。植 田 さんが、次

か ら 次 へ と上げられる 40名の建築家について、

渡 辺 さ ん が 、 そ れ ぞ れ に 対 し て 、 短 い 言築で、

そ の 人 の 特 徴 を 上 げ て い くと い う 企 画 で し た 。

波 辺 さん 流 の 判 断 で、端 的 に 表現 さ れ 、 そ の

表現のうまさと、 回転の速さで、聞いていて、

と て も 楽 し い で し た 。凝り 上 が り の う ち に 時

/li 'J と な って しまい 、少 し 残 念 で し た が 、 す っ

か り 前 半 の不愉 快 さ を 忘 れ さ せ ら れ ま した。

準 備 の 惑 さ は 少 々 問 題 で したが、このよう

な会を| 羽いていただいて、絡し く思 っていま

す。 大 阪 で は 、 な か な か 講 演 会 な ど の 数 が 少

な い の で 、 こ れ か ら も 、 ど ん ど ん こ う い う 会

を 企 幽 し て い た だ きた い と 思 っています 。

(A Z  ins t i t ut e )  

日 時 昭 和53年 8 月26日(土)

開場 13 :00 開会13 :30→閉会 16 :30 

会 場関西電力側大阪南サービスセンヲー 1階集会室

対談者渡辺皇和氏 (建築家)

植田実氏 (編集妓術者)

参加者 5  6名

プロヴラム 13 :30 閉会のあいさつ 木国主査

13  :35→14 :45 続演(スライド) 渡辺氏・値田氏

15 :ω - 16: 00 対駁

16: 00→16: 30 質疑応答・ 閉会

業委員長の開会の挨拶があ ったあと、京大防災研

究所の若林実教授より、 仙台市内の建築物の被害

状況について総括的な説明があり、続いて、大阪

工業大学の南宏一講師 より 、倒綾した建築物の実

状 についてスラ イ ドによる詳細な報告 がおこなわ

れた 。 また 、京大防災研 究所の中村武助手 からは、

通例の構造物の耐震性に つ いての構造解析による

考察がおこなわれたが、とくに鉄筋コ ンクリート

短往のせん断破綾の防止 には、主筋を トラス状に

配筋することなど、今後の構造上の 問題点が述べ

られた。

また、引き続き、大阪市総合計画局の上里子正樹

防災計画課長より、都市災害 の観点からみた仙台

市内の被害状況について、死傷者の発生原因の相

当部分がプロック塀や門柱などの倒壊によるもの

である点にふれ、いわゆる都市の死角を つ いた 今

回のような都市型地震に対する防災計画上の諸問

題に つ いて報告 がおこなわれた。

また、 当 日参考資料として、旭硝子( 株 ) よりガ

ラスの被害状況についての調査報告書が配布 され

たが、これについて 同社建材営 業部の木村三?幸男

氏より、窓ガラスの被害の待徴としては、硬化パ

テ止 めの fix 窓に破損が多くみられたが、近代工法

であるカーテ ンウオールの窓ガラス、あるいは弾

性シーラン ト施工 による窓ガラスには破損は生じ

なか った点を指摘 されるなど、施工上 におけるガ

ラスの耐震安 全性について説明があ った。

なお、 当 日は防 災週間にあたり、 官公庁 ・設計

事務所 ・建設業者等の建築技術者約 220 余名が熱

心に聴講、午後 4 時半盛会樫に終了した 。

熱心に聞きいる聴講者 (大同ホールにて)
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高カボルト接合(その 2 )  

繰返し荷重を受ける場合の挙動

とくに引張接合部

平 井 敬 二

1. はじめに

機 造物が繰返し荷重を受け疲労破主主を生じ

るような{列 と し て は 、 主 と し て ク レ ー ンガー

ダ 一 、 鉄 道 橋 、 道 路 柄 、 鉄 搭 な ど が あ げ ら れ

る が 、 一 般 の 構 造 物 に お い て も 繰 返 し 荷 重 を

受 け る 場 合 も 多 h あ る 。 疲 労 現 象 は 機 造 物 が

い った ん 完 成 す る と 疲 労 破 壊 前 に そ の 進 行 状

況 を 知 る こ と は 難 し く 、 大 き な 事 故 を ひ き お

こ す 場 合 が 多 く 、 注 意 が 必 要 で あ る 。

さ て 、 高 カ ボ ル ト を 用 い た 接 合 部 に 繰 返 し

荷 重 が作 用 したときの 接 合 部 の 挙 邸j であるが、

接 合昔日の種類に よ り か な り 現 象 が 巽 な る 。 こ

こ で は 主 と し て 引 張 接 合 部 に つ い て 述 べ た い

と思うが、その前に、摩擦接合郎、 支 圧接 合

部 の 挙 動 を 簡 単 に 述 べ る 。

摩擦按合は高カボルトの高い車Ib力 で 継手 材

を絡め付け、 主すべりを起こさない場合は、

接 触 面 の 摩 擦 で 繰 返 し 荷重 に 対 抗 す る 。 ま た

主 す べ り が 生 じ た と し て も 、 そ の 後 に 繰 返 し

す べ り が 生 じ な い と き 、 接 触 面 の 摩 擦 と 板 の

支 圧 で外荷 重 に 対 抗 す る 。 こ の た め 、 疲 労破

壊 現 象 は ほ と ん ど の 場 合 、 継 手 材 で 生 じ る 。

た だ し 、 継 手 材 の 板l享 が 非 常 に 大 き い 場 合や、

ボ ルト に曲げを 生 じ る よ う な 場 合 は 、 ボ ル ト

で 破断 す る こ と も あ る 。 支 圧 接 合 は 摩 擦 接 合

とほとんど同じ疲労破綾現象を生じる。

これら両綾合法の疲労強度はボルト: 凶力、

継 手 材 の 表 面 状 態 、 ボ ル ト孔、 ボ ル ト配誼 な

ど種 h の 因 子 に 影 響 さ れ 、 多 く の 研 究 者 に よ

り解明されている 。

2. 引張接合部の疲労現象

引 張 接 合 部 の 疲 労 の 問 題 は 、 こ れ か ら の 研

究 に よ る と こ ろ が 多 い が 、 著 者 ら の 行 ったス

プ リ ットティ接合音11の 研 究 よ り 、 そ の概 婆を

簡 単 に 述 べ て み る 。

図・ 1に示す{ 共試体で疲労実 験 を行い、{ 共試

ボ ル ト は F l l T M22高 カ ボ ル ト セ ッ トである。

こ の 実 験 は 主 と し て 、 ボ ル ト の 締 め 付 け 位 詮

の 影 響 を 調 べ た も の で あ る が 、 こ の 実験より、

引 張 接 合 部 が 繰 返 し 荷 重 を 受 け た 場 合 の 基 本

的 な 性 状 が 解 明 さ れ て い る 。 こ の 実 験 に お け

る よ う な 実 際 の 接 合 部 に 用 い ら れ る サ イ ズ の

引 張 接合 部 で は 、 疲 労 破 壊 は接 合告11の ボルト

で 生 じ る 場 合 が 多 〈 、 そ の た め 接 合 部 に お け
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図-4 繰返し上限荷

重と司直壕回数

の関係

10'  

るボルトの挙初J を把 握 す る こ と が 大 切 で あ る 。

図ー 2は ボ ル ト 軸 力 と 外 荷 重 の 関 係 を 示 し た

も の で あ る が 、 繰 返 し 荷 重 を 受 け る と 図 に 示

さ れ る よ う に 、 第 l 回 目 の 荷 量 サ イ ク ル で ボ

ル ト 軸 カ の 減 少 の 大 部 分 が 生 じ る 。 第 2 サイ

ク ル 以 後 は 上 限 荷 重 が 地 え な い 限 り 、 同ー の

曲 線 を描 くようになる。この ｾｩ 由 力減少の原因

としては、ボルトねじ昔日の塑性変形の影響と

いうよりも、 f共試f本とボルトのなじみ、昔11材

接 触 面 の な じ み 等 が 大 き な 原 因 と 考 え ら れる 。

この軸カ減少は按合昔日の疲労強度に大きな影

響 を 与 え る 。 す な わ ち 、 第 l サ イ ク ル 以 後 で

ボ ル ト軸力一 外荷 重 曲線 が 安 定 し て い る と す

れ ば、図 - 3に 示 す よ う に 、 任 意 の 上 下 限 荷 重

に 対 す る ボ ル ト 軸 力 振l隔が決まり、その際、

最 初 の 軸 カ 減 少 量 が 大 き け れ ば 軸 力 振 幅 も 大

きくなり、接合昔日の疲労強度に影響するので

あ る 。 著 者 ら の 実 験 結 果 で は 、 こ の 減 少 量 は

最 初 に 締 め 付 け た 制 力 の 約四 % 程 度 で あ る と

い う 結 果 が で て い る 。

図 - 4は 著 者 が 行 っ た 実 験 結 果 を 縦 軸 に 繰 返

しの上限荷量、備車由に破尊重回数をと って 示 し

たものである。この図より 、 ボ ル ト の 締 め 付

け 位 涯 が 疲 労 強 度 に 与 え る 影 響 は 明 白 で 、 供

試 体 の ウ ェ プ 中 心 線 と ボ ル ト 芯 の 距 離 が 大 き

くなれば疲労強度は低 下 し て い る 。 こ の 原 因

は 静 的 強 度 の 場 合 と 同 様 に 、 て こ 反 力 が 大 き

くなるからであり、さらに 、 フ ラ ン ジ プ レ ー

トの 曲 げ 変 形 に よ り ボ ル ト に 生 ず る 曲 げ 応 力

が影響しているものと考える。

3 . おわり に

引張接合部においては、官事的強度に限らず

疲 労 後 度 も 、 て こ 反 カ が 大 き な 影 響 を 持 つ 。

さらに疲労強度に |刻 し で は 静 的 強 度 と 巽 なり、

ボ ル トに 生 ず る 曲 げ が 大 き な 影 響 を 与 え る こ

と も 解 明 さ れ て お り 、 こ れ ら を 定 盆 的 に 把 握

し 、 引 張 接 合 部 の 設 計 へ 組 み 入 れ る こ と が 重

要であると考える。

( ひらい けいじ大阪大学大学院生)
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切ばりプレロード工法導

入時の留意点 中 田 亀 喜

1. 序

根切り山止め工事を安全に、しかも経済的に施

行するために開発された切ばりプレロード工法は、

開発後 5 カ年で広い普及をみた。すなわち、日本

建築学会の調査によると、 3 段切ばり以上の深い

根切り山止め工事では、約80%の利用率で採用さ

れていることが明らかとなった。

このような急速な普及のため、本工法を十分に

理解することなく採用するケースが時々見受けら

れる。実情に合わない計画や、不注意な施工によ

っては本工法の採用が逆効果となることもあり、

本工法のメリットを完全に発揮することができな

い。 このため、本稿は切ばりプレロード工法につ

いて、その基本的な考え方を説明し、本工法の採

用に当た って計画上、施工上の留意事項について

紹介する 。

2 . 計画時の留意事項

一般工法では F ig. l に示すように、恨切底に設

置された切ばりは、次段階の根切りによ って発生

する側圧によ って圧縮され、軸カが発生し、山止

め壁は根切側へたわんでくる 。 このため根切り場

周辺の地盤沈下は、多 くの場合まぬがれることは

できない。

これに対して、切ばりプレロード工法は、 F ig.2

に示すように、根切り底に切ばりを設置後次段階

根切りで発生するであろう紬カを切ばりに与え、

山止め壁と掘り取られる土との問にわずかにすき

聞をあけた後に恨切りに入るとい う工法であるた

め、周辺地懲の沈下の防止を始め、山止め架構の

剛性の増大、切ばり解体作業の安全性の向上等、

多くのメリットが認められ、土木工事も含めて広

〈普及している 。

切ばりプレロード工法において導入すべき軸力

を決定する場合には、非常に多くの要素を考慮に

入れる必要がある。すなわち、導入軸カが大きす

ぎる場合には、切{ まりに過大な応力が発生し、山

止め墜にも負側の曲げモ ーメントが発生し、設計

条件と大幅に異なることになり危険となる 。

逆に、導入車由力が大幅に不足している場合には、

①第一次被切り完了

第一段切ばワ架殺

②第二次狼切 q 完7 ③第三段切ば q 放置 @ 第三次娘切り完了

第三段切ばり配置

一一ー 軸力的入った

切ばり

一一一 軸力の入らな

い切ぱ q

- ーーー 前段階的山止

め壁の位置

第一次根切りによって山 | 第二次根切りに よって山| 所定的深さ まで恨切り 完了 |  第三次線切り によって発生

止め壁は片持梁的なたわみ | 止め壁背面に新しい側庄が | 後娘切り底に第 2 段切ばつを |  した側圧は第 2 段切ばワ町圧

を生ずる. I発生 L . 山止め笠は内側へ | 殺置する. I  縮と山止め壁のたわみによっ

ここに第 l 段切ば q を架 |たわむ. I  その問 に む山 止め壁はわず |  て支持さ れ る.

殺する. I  第一段切ばりは庄絡され | かに内情'1にたわむ. I  このた め山止的壁の移動量

軸 力が発生する. I  は大き { なり，二れ に匹過す

るだけの地盤沈下が発生する.

Fi g. l  一般工法の鋭明図( 引用. 鹿島建設伎術研究所年報第25号)

①第一次被切り完了

第一段切ぱ O架設

③第二段切ば q

プレロー ド導入

@ 第三次彼切り完7

第三段切ば H 笠置
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第一次根切 q によって片衿| 第二次狼切りによ勺 T 山止| 根切り底に絞 置された切ぱ| 山止め壁と線切り底的土は分

梁的な ｴ わみを生じた山止めｼめ壁背面に新しい側圧が発生 ｉｾ に次段階狼切りで発生するｼ訟をれているため第 Ｓ 次械切り

笠も. 第 l 段切ばりに導入し 1L . 山止め壁は内側へたわむ.1であろう軸力を噂入 L. すで |を行なっても山止め壁背面に発

たプレロードによって山止め | 所定的深さまで披切り完了 |に内側にたわんでいる山止め |生する新しい側圧は少ない.

壁頭部は押し戻される. 1後根切り底に第 2 段‘ 切ぱワを| 壁を押し戻し山止め壁と根切| このため. 第 2 段切ばりの軸

配置する ｉｾ 底地盤との問にわずか にす ｼ 力の増大は少な Ｈ 山止め笠のた

き間をあける. 拍みも少ない.

Fi g. 2  切，t りプレロード工法の説明図 (51閉. 鹿島建設技術研究所年報第25号)
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一般工法と変わることなく山止め壁のたわみが治

大し、周辺地盤の沈下を発生させたり、切ばり格点

に不利な応カが発生する危険性がある 。適当 な軸

カとは次段階根切りによ って発生する側圧による

軸力に相当する軸カであり、次段階根切りを行 っ

ても地大することなく山止め壁のたわみ盆も押さ

えることのできる軸カであるが、これを設計時に

予測することは非常に困難である 。 まず、施工条

件を考慮した十分再現性のある設計を行う必要が

ある 。

設計方法は日本建築学会、建築基礎構造設計基

準、同解説に紹介されている 6 式を参考にすると

良いが、このうち仮想支点法と弾塑性法ー 2 が再

現性が良いと思われる 。 とくに仮想、支点法は実際

工事の測定結果を整理解析して提案されたもので

あり、切ばりプレロード工法を採用した場合の計

算方法も提案されているので、仮想支点法で設計

するのが望ましい。

仮想支点法で設計する 場合に、まず側圧分布を

仮定するが、これは地盤粂件や周辺構造物、地下

構造物騒体や地下工事全体の制約条件を考慮して

決める 。仮想、支点となる良質地盤の選定やその固

定度も工事条件や山止め壁の種類によ って変化す

る。基本的には、このように多 くの仮定条件を適

切に定めた上、仮想、支点法で計算された切ばり軸

力の 100 % を導入することカ汚盟想的である 。 しか

し、側圧分布の仮定の際、 一般的には実際に作用

するものよりやや大きめのものを仮定する 。 また、

切ばりには純粋な側圧による軸力のほかに、温度

上昇による軸カの治大もあり、設計軸カはそれら

を含んだものとな っている 。

切ばりプレロード工法の際に導入される軸カは、

作用するであろう純側圧に対して 100 % が最も適

当であること から、 一般に正しく計算さ れた設計

紬カの80- 50%とな っている 。 このうち割合の大

きいものは粘性土の場合で、小 さいものは砂質地

盤の場合である 。 これは粘性土の場合には測定デ

ーターも多く、仮定した側圧分布が実際のものに

近くな っているケースが多い守。 また、粘性土は軟

らかいため切ばりに作用する温度応力が小さ く、

計算された軸力が純側圧による軸力に近いためで

ある 。

一方、硬質地盤の場合には実測データーが少な

いため、やや安 全側す ぎる側圧を仮定しがち であ

る。 また、地盤か噴いため切ばり端部の拘束条件

が良く、温度上昇による納力の I也大が大きくなり

やすい。 このため、 設計車自力の50%程度が純側圧

によると思われ、プレロード時の軸カとして適当

であろう。

3 . むすび

本工法は、以上のように計画時に十分検討され

た軸力を正し く導入することができれば、簡単に

山止め架構の崩壊や周辺地盤沈下な どを阻止する

ことができる 。 しかし本工法に使用されるジャッ

キに起因する事故をも防止するために、特別に製

作され、検定を 受 けた光洋工業側製のものを使用

することを条件に、広〈 一般に l昨! 示されているも

のである 。

( な かた かめき 株式会社日衡代 表取締役)



切梁。 プレロ ー ド工法( 集中管理方式)

の 工 法

三室。

。切梁

プ レロード工 法 と は 、 根 切 り に 先 だ っ て 切 梁 に 設 計

荷 重 の5 0 - 8 0 %の 先 行 荷重 を 導 入 し て 、 切 梁 架 構 の

安 全 チ ェッ クと 、周 辺 の 地 盤 沈 下 を 防 ぐ 工 法 で す 。

本 工 法 御 採 用 の 節 は 、豊富な経験と実績のある、、 1，

社 に 御 相 談 下 さ い 。 安 易 な施 工 は 危 険 で す 。類 似 品

に 御 注 意 下 さ い 。

プレロード工法

く33
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く代 理 庖〉

株 式 会 社 日

名 古 屋市 中川区運河町3番3号

大 阪 府 豊 中 市走 井2ー 1 5 - 5

衡

T E L 052( 362) 9521  ( 代)

T E L  06( 841) 3127 

廃 瀬 鋼 材 産 業 株 式 会 社

大 阪 06 (532) 6201 広 島0822 (27) 8080 札 幌011 ( 823) 7708 

東 京 03 (645) 9251 福 岡092( 712) 8561 高 松0878 (21) 2301  

名 古 屋052 (451  ) 31  1  1  仙 台02232 (2) 1  161  八 戸01 78 (28) 8881

く製造元〉

光 洋 工 業 株 式 会 社

東 京 都墨 田 区 江 東 橋 ト10 - 8 T E  L  03 ( 635) 2227 ( 代)

く営業品 目〉

杭 載 荷 地耐 力 試 験工 事

土 庄 計 賃 貸 ( 切梁 ・P C アンカー用)

連 続 壁 土 圧 及 び 載 荷 試 験 工 事

オ イ ル ジ ャ ッキ 賃 貸

油 圧 式 切 梁 ジャッ キ 賃 貸

切 梁 プ レ ロ ー ド 工 事-，J:. '

株式会社 日 衡
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設備施工上の地震対策

(その 1 )  

一 空気調和設備の場合一

富 士 原 秀 和

はじめに

現代のピル建築において、空気調和設備はf也の

設備とともにピルの動脈となる設備で、設計者お

よび施工者は、建物と同等の耐震性能を、 空気調

和設備にも持たせるよう配慮しなければならない。

そのための大原則として、

(1) 建物の変位がない部分では、できる限り構造

体に設備を固定する 。 とくに質量の大きいものに

ついては、完笠に固定する。

(2) 建物の変位が生じる部分を通過する設備に つ

いては、それだけの変位を吸収できる装置を設詮

する。

の 2 点、があげられ、この原則を達成するには、

(1  ) 鐙物の各階における加速度 ( とくに水平方 向)

の把握

(2) 建物のフレキシプルジョイント 等、巽 なる将軍

造体の接合点における相対変位の把握

が必婆となる 。

つぎに、 地震対策の要点と 、対策のなされない

場合の被害例をあげる 。

地震対策の要点と被害例

(1)熱源筏器一冷凍機、冷却主書、ボイラ 、熱交換録等

< 対策の要点>

これらの機器は、一般に重量( 質量) が大きく、

地震カの影響も大きいので、機器と基礎、機器と

架台、架台と基礎、基礎と床面の固定強度を、充

分チ ェッ クする必要がある 。水平方向の地震加速

度については、従来から 0. 3 G程度で考えられて

いたが、最近の被害例等からみて、 1 G程度は必

要である 。 また、防振の必要性から、アンカーボ

ルトを使用できない場合は、機械的なスト ッパー

またはダ ッシュポ ッ ト等の設置が必要である 。

( 図 1、図 2)  
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< 被害例>

・防振パ ッ トのみで設置された冷凍機が基礎より

脱落し、接続配管を破損0

・立型ポイラのアンカーボルトのアンカ一部不足

による転倒。

・防水層上の置き基礎移動による冷却塔脚部破損。

一一ーー l G  

{ 水平力)

基礎とアンカー

との国定

必

r  

基礎と床面の固定

図 1 俊器の耐震チェック項目

図 2 水平方向スト ッパーの設置

(2)空調俊一エアーハンドリンク・ユニット、パッケージ

エアコン、フアンコイルユニ ット等

< 対策の号包帯、>

熱源機器と基本的に異なるところはないが、これ

らの機器は、たて 長で重心 が高いものが多く、 居

住域に 設置されることが多いため、とくに転倒防

止に注意する必要がある 。

< 被害例>

・基礎上に防振コe ムを介して 設置した空調答が、

地震力により基礎上を移動 し、按続配管および、

キャンパス継手に損傷を 与え た。 ( 図 3 )  

・ルームエアコ ン、ノT ッケージエア コンの移動に

よる水配管、冷媒配管の破扮。

(3ぽンプおよび送風機

< 対策の要点>

防振の必要がない場合は、コ ンク リート基礎にア

ンカーボル卜で緊結する 。防振ゴム、金属ノ切、等

を介して設置する場合には、地震時の水平方向変

位を制限するため、スト ッパー またはダッシュポ

ッ トを設ける 。

< 被害例>

・防振スプリ ング を介して設置しであ った ポンプ

が、地震力により、防振架台ご と基礎より脱落し、

接続配管に損傷を与えた。

給気チ ャンパー

図 3 空続器の被害例

(4配管およびダクト

機器類の地震対策が、機器の自重を問題とし 、将軍

造体へ固定することを主眼としていたのに対し、

配管ダクトの地震対策は建物の相対変位に対する

対応を主眼とする 。 ( 精造体への固定は一般に達

成されている)

< 対策の要点>

・剛構造同一建物内においては、とくに対策を必

要としない。

・柔構造同一建物内においては、各階問で生じる

層間変位を吸収できるよう考慮する 。配管 ・ダク

ト自体の弾性で吸収できない場合は、変位角に対

応できる継手を用いる 。 ( 図 4 )  

図4 柔構造配管地震対策

・巽なる精造体を渡る配管については、双方の権

造体の聞に生じる相対変位 を吸収するため、フレ

キシプルジ ョイントを設置する。この変位盆が、

著しく大きい場合、たとえば高層マンションにか

かる巡絡通路等では、 図 5 のような継手部の回転

を利用したド ッグ レッグジョイントを設ける必要

がある 。

ドy グレ ッゲジョイント
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< 被害例>

・既設部分と I曽築部分を結ぶフ ァン コイル用冷温

水管にフレキシプルジョイントが設けられていな

かったため、ネジ部より切断。

おわりに

以上にあげた被害例は、昭和53年 6 月に発生し

た宮城県沖地震における各種報告より取り上げた

ものであるが、これを見てもその原因は結局、最

初に述べた二大原則 に反していることにあるとい

える 。

最も重要なことは設計者、施工者が、 当該建物

の機遣を充分に理解することにあるといえる。

( ふじわら ひでかず高砂熱学工業株式会社)
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20日

日本建築協会

月間の動き

昭和53年 9 月分

事

4 時 - 5 B寺

. A.  

' ;zl ;  

於会館集会室

出席者 塚本会長、佐野副会長ほか12名

議事 (1) 定時評議員会にかえて舎面表決のf牛

(2)  会員忘年懇親会の件

(3 )  日本建築協会諸規程など検討の件

(4 ) 契約々款待別委員会設置の件

(5 ) 建築データシー トハ ンドプ y ク頒布に

関する f牛

(6 )  新建材紹介コーナーの件

(7 )  日影規制の講習会の件

(8 ) 入退会者承認の件

(9) 報告事項

総務会計合同理事会

20日 3 時- 4時 於会館集会室

出席者佐野副会長ほか 5 名

議事 (1) 建築データシートハンドブックの頒布

について

(2) 労働協約及び旅費規程について

事 業 委 員

広報小委員会 P R分科会

. A.  

=  

1 日 6 時- 10時 於会館 3 階会議室

出席者 原見 ・奥村両幹事ほか 3 名

議事 (1  )  第40回展示写真実施報告

(2)  第41回展示写真「大阪府中央卸売市場」

について

(3)  第42回以降の写真展示について

東大寺大仏殿須屋根解体工事見学打合

5 日 11時半 - 1時半 於東大寺消水建設

作業所

出席者 八木作業所長( 消水建設) 外 l 名

若い会員の集い小委員会

5 日 6 時- 9 時 於会館集会室

出席者 阪倉副委員長、大久保、河上、瀬戸本、

古川各幹事ほか10名

議事 (1)  第 3 回 ( 8 月) の実施報告

(2)  第 4 回~第 6 回の企画分科会の報告

(3 )  そのほか

広報小委員会

6 日 6 時- 7 時15分 於会館集会室

出席者 西村副委員長、原見、奥村、佐藤、平

川各幹事ほか 5 名

議事 (1 ) 前回事業委員会の報告

(2)  第40回展示写兵実施報告

(3)  第41回展示写真「大阪府中央卸売市場」

について

(4)  第42回以降の展示写真について

(5)  r宮城県沖地震災害についての報告会」

について

(6 )  そのほか

見学会小委員会

7 日 6 時- 7 時半 於会館集会室

出席者 島田副委員長、上出、南両幹事ほか 5

名

議事 (1)  7 月の見学会の実施報告

(2)  9 月、10月の企画について

(3)  11月の企画について

(4 )  12月以降の企画について

(5)  そのほか

茶室見学打合

8 日 2 時- 6 時 於京都仁和寺

出席者 佃忠夫氏、天里子正樹氏 ( 大成建設) 、 山

中氏 (仁和寺)、 山岸委員、事務局三木、

議 事 ( 1) 御室仁和寺茶室及? ? 少年練成道場の見

学企画について 、その他

委員会

14日 121時半- 2 時 於会館集会室

出席者 三品委員長、乾、 柳、島田、西村各副

委員長ほか 2 名

議事( 1 ) 各小委員会の事業報告及び事業企画に

ついて

(2) 各小委員会の収支明細について

若い会員の集い第 6 因企画分科会

21 日 6 時- 10時 於会館 3 階会議室

出席者 特別委員附根幹縫氏、井本主査外 2 名

議事 (1) 第 6 因企画「勝の伝統をたずねる」の企

画及会告原稿の調整

(2)  スケジュールについて (3 )  その他

若い会員の集い第 7 因企画分科会

22日 6 時- 9 時 於会館 3 階会議室

出席者 ゲスト 狩里子忠正氏( 竹中工務底)

古川主査はか 3 名

議事 (1) 第 7 回「建築家以外の人の話を聞く」

( 篠田桃紅氏に聞く) の企画について

編 集 委 員

設備分科会、12月号編集幹事会

ぷ企‘

' ;zl ;  

1 日 4 時- 6 時半 於会館集会室

出席者 中根幹事、尾亀副委員長ほか 5 名

議事 (1)  12月号= ピル環境 (仮称) 特集企画につ

いて

(2 )  r設備の頁 J 11月号以降の企幽

投稿欄小委員会

5 日 4 時- 6 1侍 於会館集会室

出席者 木村副委員長ほか 3 名

議事 (1) 9 月号の経過報告

(2 )  10月号以降の企画

(3)  そのほか

委員会

8 日 4 時- 61侍 於会館集会室

出席者 渡辺理事、 片倉、木村各副委員長、藤

本、岡田各幹事

議事 (1)  9 月号= CA D- 設計とコンピュータ持

集経過報告

(2 )  10月号= 大阪南港ポートタウン特集経

過報告

(3)  11月号= 第25回昔年技術者特集報告

(4)  12月号= ピル環境特集報告

(5)  1 月号= 再開発特集報告

(6) 作品作風小委員会報告

(7 )  第 4 回投稿欄小委員会報告

(8 ) 第 5 回広告企画小委員会報告

(9 )  そのほか

広告企画小委員会

11 臼 4 時 - 5 時半 於会館集会室

出席者尾亀副委員長ほか 8 名

議事 (1)  9 月号広告収入報告

(2)  10、11、12、正月号広告企 l姐について

作品作風小委員会

13日 4 時- 6 1時半 於会館 3 階会議室

出席者奈良副委員長ほか 4 名

議 事 ( 1) 9 、10、11月号の作品と P R 収集状況

について

(2)  12月号特に正月号( 再開発) の作品選定

について

(3) 計画分科会と共同で行う商業施設 ( 3

月号) に関しての収り組み方について

1月号 「再開発」特集編集幹事会(第 2 回)

14日 4 時- 6 時半 於会館集会室

出席者 河野隆( 大阪市) 、吉田和正( 都市問題

経営研究所) 、肝口和宏( 大阪府) 、酋川

靖ー( 神戸市) ほか 6 名

議事 1 月号「転換期の再開発」特集の企画

第25回青年技術者選衝委員会

18日 1 時- 4 時 於会館集会室

出席者 前川陽一、大辻真喜夫、嶋田l務次、紙

野桂人 (17日出席 )、山 田俊i筒、若林嘉

j掌維、脇山広三、宮脇毅、荒井清、山

口素興、吉田正三の各氏。

議事 第25回青年技術者選衡

投稿欄小委員会

21 日 4 時- 6 時 於会館集会室

出席者 木村副委員長ほか 4 名

ゲス ト: 渡辺豪秀 ・三木亨( 大阪大学)

議事 (1) 歴史的集務と街路長観

(2 )  10月号の企画

(3)  11月号以降の企画

(4 )  そのほか

「日影の頁」小委員会 (第 1回)

28日 4 時- 6 1時半 於会館3 階会議室

出席者 平川玄治、岩困惑二、武 曽一郎、稲垣

雅彦、岡田七郎の各委員

議事 「日影の頁」新設シ リー ズの検討

出 版 委 員

小委員会

. A.  

=  

6 日 12時半- 2 時 於会館集会室

出 席 者 小 林委員長ほか 3 名

議事 建築技術選者進行状況ととりくみ

27日 l 時- 3 時 於会館集会室

出 席 者 小 林委員長ほか 3 名

議事 建築技術選苔進捗状況ととりくみ
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法 規 委 員
42』玄

委員会

8 日 2 時半 - 3 時50分 於会館集会室

出席者 | 河本委員長ほか 8 名

議事 (1 )  日影規制資料について

(2) r 日影の頁 J ( 仮称) 新設シリーズの l剥述

について

(3)  今後のやり方

住 弓ーe 委 員
43Z 』

住宅展慰労懇親会

12日 61時- 8 時 於鳥よし

出席者小西委員長ほか14名

建 築 デ ー タ シ ー ト 委 員 会

データシートハンドブック販売打合会

19日 11時 - 1 時半 於会館 3 階会議室

出席者 井上 ・兵塚正副委員長、酒井幹事、山

本委員

議事 (1) r建築データシートハンドブック」頒布

lこl測する f牛

(2) その他

建 材 委 員
. 6.  

-z;; 

委員会

28日 41時- 6 時15分 於会館集会室

出席者 山田 ・牧田正副委以上長ほか 7 名

議事 (1) ，ｾ直線 ・ 貫通ケープル充填材について

(2 )  11月以降のメインテーマについて

(3 )  r新建材紹介コーナー」新年号以降の掲

戦製品について

は) そのほか

報
止と

C I  

. 6.  

-z;; 

契 約 々 款 特 別 委 員 会

13日 3時- 5 時 於会館集会室

出 席 者 塚 本 会 長 ほ か 8 名

議事 (1) r四会辿合協定」工事諮負契約# 款の改

JE について意見交換

(2) 委員会のすすめ方及び協会選出委員 2

名の決定( 東京での委品会)

建 築 ク ラ ブ 朝 食 会

「仙台市内の建築物の被・筈について」ースライド I 12日 8 時- 9 時半 於大阪グランドホテル

併用一 |  出席者 75名

京都大学防災研究所教妓 |  当日は、( 株) 戎工務庖 代表取締役戎良男氏よ

@  

同 上 助 手 中 村 武 氏

L 学 博 士 若林 実 氏 | り「ミニ附発に将来はあるか」をテーマにお話を伺

った。

3. 建築とコンビュータ- 1  

1978年宮減県沖地震災害についての報告会

7 日 l 時半 - 4 時半 於大同ホール

参加者 221名

講師

大 阪 工 業 大 学 建 築 科 講 師 南 宏 一 氏

「都市災害の観点からみて」

大阪市総合計l曲局企 l曲部

防災計画課長 上里子正樹氏

見

，>，!，色

守・

A

一

A

大阪府立労働センタ一新築工事の見学会

20日 2時 - 4B寺、ド

参加者 47名

設計監理 大阪府建築音 ｉｬＧｩｾ ［ 繕室

( 株) 安井建築設計事務所

施 工 ( 株) 大林組 ( 株) 総村組

共同企業体

9 月 の 入 会 者 ( 倣材時)

〔個人会員 7 名〕

池t長 文Hfj 小笹 敏 神 吉 餓 厳

鎌 谷 憲 彦 坂本 勉 鈴 木 幸 機

織 III 辺「

〔準会員 l 名〕

l湖 敏治

日 本 建 築 協 会60周 年

記 念 出 版
建 築 技 術 選 書

日常の業務，研究に役立つ有効適切なテーマを が、知識や妓術を，その原理，基本からわかり

多方面にわた ってとりあげ，各分野の第一人者 やすく解鋭する建築協会ならではのシリース¥

コンピューターの発達はめざましく，上

手な使い方を考えれば小さな事務所や個

人でも簡単に利用できる時代にな った .

本おはプログラミングの基本から応力解

析プログラムへの応用まで実例に即して

平易に解説したマイコン時代の手軽な手

引舎である . 一一一一一A5 160 p  1000円

1. 茶 室。〉

C & C  

桶 民
魚木晴夫著

目次

1. コンピューターの現状 之ハードウェ

ア 三ソフトウェア 4. コンピューター

の使い方 5. アプリケーションの作り方

ら 建築におけるコンピュータ一利用の

現 状 7. 構造設計プログラムの組立て方

8. 応力解析プログラムの実例

言活
帝塚山学院

大 学 教 侵
岡田孝男著

茶室の数々の約束ごとを一般の建築技術者のために平易に解説一一一136p 1000円

2. ビ ル の 省 エ ネ ル ギ - zrz 中 村 猛 著

複合ヒートポンプによるピルの省エネルギー空調システムを紹介一一136p 1000円

(近干1] )

都市の下水処理

コンクリート工事 の 管 理

松永一成

奥 島 正一

す ま い の 語録 茶 谷 正 洋

情造計画と やさしい 力学 1 須賀好富

建具の話 山片三郎

( 以下統刊)

編 集 学 差 出 版 社

発 行 京都市下京区木津屋精通西i同院東入

T E L  075-343-0811 

- 上記技術選書は、全国の主要書広でもお求めになれますが、日本建築協会会員および会員の紹介の方で事務局まで買いにこられた方に限町、 l 割引で頒布いたします。
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内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市生田区北長狭通 4 - 1  ( 英和ビル)

電 話 神 戸 ( 331) 0 8 8 1 - 3  

支 庖 大阪市北区西天満2丁目 6番8号( 堂ピル5階)

電 話 大 阪 ( 364) 2031- 4  

倉 庫 神戸市葺合区八幡通 1 - 5  ( 電話221 2923)  

創 業50有 余 年 、 当 社 で は 製 品 製 造 か ら 責 任 施

工ま での 一 貫 し た 作 業 シ ス テ ム に よ り 、 漏水

原 因 を 克 服 し た 理 想 的 な 総 合 防 水 層 を 完 成 さ

せました。

・ 奥 山 式 総 合 防 水 層 の 特 長

カッパー防水帯

コーノ〈ータイト

継 目 が な い / 混 度変 化 に よ る 伸 び が な い / 腐

ら な い / 柔軟性に 富 ん で い る / 耐 候 性 に 優 れ

ている / 製 品 及 び 施 工 技 術 が優 れ て い る / 完

全 絶 縁 工 法 で施 工出来る

奥山化工業株式舎紅

本 社 東京 都中 央 区 銀 座8-4-9 電話03(571) 2703 

オクロン防水帯

新工法プレノテクト吹付工法

- ぉ申込次第カタログ進呈

厚 木 出 張 所 厚 木 市 金 田 字 宮畑 2 5  9 電話0462(21)6092

大阪出張所 大阪市都島区都島中通 q2-3-1 電話06(921) 2497 

名古屋出張所 名古屋市南区若草町 3- 3 電話052(811)3660

九 州 出 張 所 佐 賀 県 諸 宮 町 電 話0952(47)2945

腐 ら な い ・ 燃 え な い ・ 軽 い

ケ ミ カ ラ ー オ ー シ マ メ タ ル

屋根材・壁材・谷樋棟包水切りに

ス タ バ ー ド メ タ ル の 大 島 応 用 化 学 東大阪市新庄 ( 7 4 5 ) 5 1 2 1 - 5  
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空 気 闘 和 ・ 冷 暖 房 設 備

設 計 ・施工

給 排 水 ・ 衛 生 段 備

φ 総額目玉業社

本 社 東 京 都 港 区 浜 松 町 1- 25- 7  電話 (434) 6171 ( 大代)

大阪支社 大阪市淀川区加烏 1- 58- 59 電話 (302) 2  2  7  1  (代)

支 庖 北 海 道 ・ 東 北 ・ 名 古 屋 ・ 中 国 ・ 九 州

営 業 所 劃11 路 ・函 館 ・ 盛 岡 ・機 浜 ・ 静 岡 ・京 都 ・ 神 戸

給 排 水 ・ 衛 生

日 量 冷 房 . l主 公 設 計 地 工

曇 〈 料 大 阪 城 口 研 究 所

取締役社長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 角 田 町 2 番 15 号 泣 訴 大 阪372局7151( 代)

京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル 電 話 京 都5&1局4944( 代)

神 戸 市 生 図 区 下 山 手 通 六 / ー 電 話 神戸 341局 5 8  9  2  

電気・空調・衛生・防災・産業廃水設備

設 計 施 工

. " 大阪電気暖房株式会社

本 庖 大阪市体if ' 1: 江戸焼 l T 臼10番 17 号 〒 550 電.t古(44 1)8231 

本 社 点，;rlifl 中央区銀座 2 T R 2 按 17 月 干104 '.'ll: .l 古( 535) 5251

支 社 大阪 ー東京・名古曜

支 庖 札帆・仙台' - : R 沢・ 広島 ・縞階l

営業所 新潟 ・大1里・阿 III ・市 総 熊 本

出張所 帯広・秋 ｅ 日 ・盛 ｬ 珂・師 ｉ 楠・ 千 ｾ Ｎ償 供 静岡

富山 綿-11'. ｾｉｆｉ 京都神 戸 ・鹿児島ー部覇

空 気 関 和 敏 備

総排水衛生段備段置十施工 各種送風機 ・製作販売

各種プラント段備

⑪ 綿式舎社，，: ' 9. シ

本 社 大 阪 市 住 吉 区 万 代 東 6 丁目 3 T E L  ( 672)  1281 ( 大代 )

営 業 所 東京・名 古 屋 ・京 都 ・広 島 福 岡 エ 渇 和 泉 ・名古屋

テレックス ・本 社 No. 562- 7688 和 泉 工 場 No 538- 5898 

. 給排水衛生 ・冷暖房

. 空気調和設備 ・その他管工事一切の設計 ・施工

⑫ 斎 久 三 業 株 式 会 社

本 社 東 京 都 千 代 図 区 大 手 町2- 6- 2 ( 日本ビル)

電話 03- ( 270) ー7411側

大 阪 支 社 大 阪 市 北 区 中 之島4- 2- 38 電舘 06- ( 443) 5041(伶

支 底 札 幌 ・ 岡 山

営 業 所 仙 台 ・ 千 葉 ・ 名 古 屋 ・ 金 沢 ・ 高松 ・広島・福岡

出 張 所 福 井 ・ 倉 敷 ・ 苫 小 牧

空 気 劉 和 設 備

給 排 水 ・ 衛 生 水 道

電 気 設 備

厄手

三 機 工 業

ム

環 境 衛 生 施 設

荷 役 選 繍 空 機 械

化 学 鉱 山 機 械

検 式 4 ・I l ; ; =- rt:'  

会社ノ、問ｾ ...x.. I 日

取締役社長 各 務 節

大阪支庖長 稲 品 和 治

大阪市東区北浜 2 丁 目 2 2 番 地 電話 大 阪 ( 202) 代表3071

本 府 東京・臼比谷 五倍ビル

支 I苫 名古屋、編問、札械. 広島. 仙台. 北陸

出 減 所 横浜、 高松、 静岡 、里豊田. 岡山 、金沢

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計 施工

φ 三建設備工業ヰ結審祉

大 阪 支 底 大 阪 市 北 区 紅 樽 町 3 番 5 号 電 話 ( 352) 1 1 3 1  ( 代 )

本 社 東京都中央区日本僑蝋殺町 2 - 22 電 話 ( 667) 3431 ( 大代)

支 社 名 古 屋 ・仙 台 ・札 帆 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・ 金 沢 ・新 潟 ・ 検 浜

空 気 闘 和 ・ 衛 生 設 備 設 計 施 工

。捧式会社
晃 空 調

--
-・点京本庖 東京 8日新宿区西新宿 新宿住友ビル 屯話 03- 344- 1911

大 阪 本 応 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁目 13番20号 '，(eUi 06- 363- 1371 

支 后 名 古 屋 市 中 村 区 下 笹 島 町 1 1 - 2 屯J再052- 581- 8571

広 烏 市 紙 屋 町 1 丁目 2 番 22号 泣 ぷ0822- 47- 4535 

福岡市中央区大名 2 丁目 4 番22号 電 話092- 761 - 3795 

出 張 所 仙 台 ・繍浜 ・稲井京都・神戸・松江・沖純

管 工 事 業

倫協和建設工業株式会社大阪支底

取締役支防長 州 I反 幸 ! 月

大阪市北区堂島 2 ー 1 - - 27 ( 縦橋 千 代田 ピJレ)

郵 便 俳号 530 電 話 大 阪 (06) ＳＴＶＭＰＷＲｬｴＨｾ＠

著書新日本空調株式会社

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 堂 島 浜 1 丁目 2 番 6 号( 新大ピ Jレ)

，(e話 (06 ) 344 - 6  0  3  1  (代)

本社 ・ 東京都中央区日本僑本石町4- 2( 三井第二号IJfi ii)

電話 (03)  279 - 5  6  7  1  ( 大代)

名 古 屋 ・九 州 ・ 広 μ 札 税 ・ 東 海 村 ・北 陸 大 分

cl eanOi r  

。zE213ij 警枚EE舎ゑ

@  空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

信託面白 よりよき環境へ技術蜘一 一

窃 v 株式会社帯電研

本 社 大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 31書丁681昨地( オート センヲーピル2階)

郵便帯号542 電 話 大 阪 (06) 768- 5  0  3  1 需

東 京 支 底 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南 2 丁目 2 番 5 号( 九段ピル 8 階)

郵便番号102 電 話 東 京 (03) 262- 3  2  4  1  - 4 需
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16 J買京1 1 < 断宿区 西新 宿 2- 6- 1・03- ) A4- 1851f 大代、 大 崎 支g ・団4・8-58引 (間1

田 2-211 - 15351判 } 九州 茸庖・ 四 2- 431- 2147 ..Tli 札 帽 仙 台 咽汲 広島

。舗刈宝;Il 大宮 岬固 ・因。京侃 ・岡山 総山 間本 ・腐!且息 浄蝿 " ンコワ

空 気 調和 ノ〆" "

給排水衛生 『て- ; ，7

総 送 機 設 備

設 計 地 工

第一エ三者抹式会社

大阪支庖

一般Ｓｅ関段備・ ｴｾ 温恒［ＮＡＮ股備・冷諌冷蔵段備

冷 却 車E燥 股 備 ・ 環 境 改 普 鴎 働 そ の 他 よ 況 にF付

帯 す る 衛 生 、電 気 等 一 切 の エ 事 の 股 世 十 ・ 施 エ

タ写本J 7ラシト繍ヨ8 .tt

取 締 役 社 長 北 川 一 郎

キ土 .k lll . . i 市大淀[ < 中湯本; l ! J 1  l i l  2  i I ' ) 血ホ ー コ ク ビ ル

干 531 従 ，11; } . 阪 ( 06) 372 - 5171(代 滋 )

1苫 東 京 都 中 央 [>( 円 事 情 本 町 3 町 l 其 IJ j ビ ル

〒 103 司':，11; 東 ';' : ' 03 )242- 5521 (代 表 )

所 悩 1剖 r，ｾヲ ｍ ・ Ｑ よ胤札州仙内

。 大 晃 設 備 株 式 会 社

社 大阪市北区西天満 5 - 1ト 12 電 話 06 ー 313 - 1846 

E 公 大阪市北区西天満 5 - 11- 12 電 話 06- 313- 1846

主 恕 枚 方 市 甲 斐 回 東 町 9 番 3 号 電話0720- 49 - 2128

郡 大阪市北区西天満 5 - 1ト 12 電 話 06- 313- 1846

. 1t 枚方市甲斐回東町 9 番 3 号 電話0720- 49 - 2128

日差 ・冷 房 ・空 気 温 湿 度 調 務 装 置

設 計 施 工

回 高
釜負

品忌" "

ー吾ー6!!! 

支 1古 大 阪 市 北 区 芝 田 1丁目 4- 8 ( 北 阪 急 ビ ル 9 階 )

電 話 大 阪 ( 372 ) 2  5  1  1  ( 代表 )

社 東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番 地

「 I I IDAI・ココ 空 気 調 和 設 備

設 計 施 工

換気・除産設備

学鰻工調健織亘書盆紙大幅安倍

市 西 区 靭 本 田T 3 ー 1 - 2  7  T  E  L  (443)  8  0  7  1  

東京都中央区京僑 2 丁目 9 T  E  L  ( 562)  1  3  5  1  

名 古 屋 ・ 福 岡

給 ・ 排 水 ・ 衛 生 ・消 火 ・暖 冷 房 設 備

e J 6 祭西原衛生工業所大阪庖

大 阪 市 大 淀 区 中 津 6 丁目 8 番 4 号 電 話 大 阪 ( 458) 3531番

支底・営業所 福岡・ 京都・広島 ・天 理 ・ 川 西

⑥日本管工業株式会社

本祉及京留支庖 京 都 市 南 区 西 九 条 盟 国 arr 2  0 番 地 の 1

司td希(681 ) 5 1 0 1 - 5 ・4主他11￥別 :691 ) 10・5

大 阪 支 唐 大阪市北区天満1- 5- 20 電話 ( 06 Ｉ ＳＵＲ Ｍ ＳＵＰｈｾ＠

四日市支庖 四日市市西 末広 町電 話 Ｈ ＰＵＹ ＳＩ ＵＳ ー ＷＴ Ｓ Ｑ ｾｾ

津 営 業 所 湾 市 栄 町 2 - ＱＱＱ 電 話 Ｈ ＰＵＹＲ Ｉ ＲＶＭＳＶＱＰ ｾｾ

治 賀 営 業 所 大 湾 市 打 出 浜 13- 1 5 電話 (0775 )  22- 9738qt> 

名古屋営業所 名 古 屋 市中川 区百 総町電 話 Ｈ ＰＵＲ ＩＳ Ｖ Ｓ ＭＰＶＸＱ ｾ ｴ＾

<ili"T i金. ，. 観Z

司1=官官ー. . . .

③同妥結訴さ湛

J J I ! J  

@平山互業株式会社

大阪 市西区 江戸経 1 - 22 - 7 T E L ( 441)的 1994・( 443)附0331

空気調和・恒温恒温・冷凍・冷蔵

給 排 水 衛 生 設 備 設 計 施 工

@不ニ熱挙工業続ま曾粧

本 后 大 阪 市 南 区 順 礎 町 2 - 5  0 電 話 261 - 24滅 的

東京支l吉 東京都大田区西馬込 1 - 2  - 1  電話 773ー 1231lft)

! : 集 所 銀 座 ・ 浜 絵 ・ 京 都 ・ 神 戸 ・ 福 岡

⑬ 山 田Z 損梅毒1 I n :

車社且曹工事事竃都 大 阪 市 西 区 車 町 堀 1 - 6  - 8 電話06(“3)8161(大代置)

環境量置事草郡 大臣市薩 川区三 ia 屋南 1 - 1  - 35 電話 06(3081149l ( 代量)

車 車 支 庖車京都江軍区亀戸 1- 8 - 4 (自国ビ川 電訴 03( 飽 18421(代釦

名 古 屋 主 席 名 古 屋 市 中 区 常 2 - 16 - 13(京極ピル} 電話 052(202)∞η (代量)

福 岡 支 底 縮問市情t 区l嘩t 駅東2-4- 30 (いわきピル) 喧話 ω2(451)3456

出 量 所 神 戸 ・ 松 山
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電 気 設 備 ⑤

I7Eヨ 直司自 "==' ムa・ ---'>.. 

l場 竜 丸 株 式

代表以締役 山 本 ↑ 奪 三

社 大 阪 市 北 区 中 之 島 3 - 2  - 4  朝 日 ビ

T E L  大 阪06 ( 3 8 5 ) 1 3 6 1 ( 代 }

司f 摂 水 町 3 3  4  - 6  

T E L  大 阪06 (  3  8  5 )  1  3  6  1  ( 代 )

点 都 市 布 京 区 丙 京 鰍 蔦 野 町 2 1  

T E L  ポ布日 075 ( 3  1  1 )  1  1  8  5  (i"t )  

悩 岡 市 中 央 区 藁 院 1 -- 1 4 - 8

T  E  L  t品l珂 092 (  7  7  1 )  6  1  6  8  

電 気 設 備 の 貰

社

A

Q

一

A

設 計 施 工

朝

設 計 施 工

栗 原 工 業 株 式 会 紅

電気・言十装工事

ー逮

回B吹

本

事ヰ士営割陣所

京事官官曽蝶所

英

大 阪 市 北 区 角 田 町 1- 1 東 阪 急 ビ ル T Eし0 6- 313- 1101

支 j吉 東 京 ・ 名 古 屋 ・舞 鶴 ・ 京 都 ・ 天 理

大 阪 商 ・ 神 戸 ・ 広 島 ・ 四 国 ・ 九 州

信原粟取締役社長

福 岡 出 張 所

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

姉 川 正 男

ネ土一
一
一

株 式 会 社

常 務 取 締 役 支 社 長

大 阪 市 東 区 高 廃 僑 五 丁 目 二 八 番 地 電 話 大 阪 ( 202) 0325- 9 番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 札 幌 ・ 仙 台 ・ 丸 ノ 内 ・ 名 古 屋 ・ 福 岡

営 業 所 ・ 出 張 所 全 国 主 要 都 市 20ヶ 所

怠

ヨド

支

出 張 所

設計・施工

司'

株 式

電 気 工 事

社

取締役社長 中 本 正 明

社 大阪市J I I i . 東灰成f I 三 I 円 五 lI'i 十 七 号

電 話 k . 阪 (931 ) 代 表 7 3 4 1 - 5

大阪市城東区成育三丁目イ七待一号 電話大阪 (932)2869

奈良県御所市御国通360 電話御所 (2) 0122 

枚方市山之上西町 l の l 電話枚方 (43)8659・(44) 9232

神戸市野合IR若葉通六 r l'l 六百件五号 電話神戸 (24 1) 5969

電 気 ・ 暖 冷 房 ・ 空 間 工 事 段 昔 十 筋 工

宝 電 機 株 式 会

取締役社長 嘉 納 伝 三

大阪市北区西天満 2 丁目 6 - 8 ( 堂ビル 3階)

電 話 (364 ) 1  4  7  1  (代 )

東京都港区新橋 2 - 1  6  ( ニュー新橋ビル 7 階)

電 話 (504 ) 0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 2 丁 目 2 0 番 地

電 話 (991 ) 5 1 3 1  (代)

堺 ・ 千 葉 ・ 宇 都 宮 ・ 熊 本

S注

電 気 工 事 設 計 施 工

恩
，、、

代表取締役 坪 井 大

社 大阪市北区西天満 2 丁目 6 - 8(堂 ビ ル 7 階)

電 話 ( 361 ) 3  6  7  1  (代 )

東 京 都 中 央 区 日 本 稿 箱 崎 町 20 番 5 号

電 話 ( 671) 1  4  7  8  (代 )

川 崎 ・ 相 ! 筏 原 ・ 堺 ・ 飯 山

ム一

A

信

一

川
中 本 電

本

資 材 倉 庫

奈良営業所

枚方営業所

持戸営業所

社

H  

底

イちょ

支

底支

神 戸1:; .  .t /i [j 

各種電気工事設計施工・制御盤製作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 池 内 文 夫

大 阪 市 西 淀 川 区 柏 単 1 1 f T 1 丁 目 1 1  0 番 地

電 話 大 阪 ( 472 ) 代 表 1 1  0  1  - 7  

東 京 都 品 川 区 西4 反 田 6 丁 目 25番 11号 ( 悩 砧 ピ ル )

丘 話 * 京 ( 491) 1746 ( 492) 0182 ・0350

北 九 州 市 小 合 区 鈎 物 師 町 2 3 需 地

電 話 小 介 ( 56 ) 5  6  6  5 ・ 5 8  1  8  

馬 ・ 千 ま 握 手 口 歌 山 ・ 名 占 屋

総 合 設 備 工 事 〈設 計 ・ 施 行〉

電 気 ・ア ン テ ナ ・送 電 線 - プラント・計装・空調・土木 ・建 築

⑧ 
社工 事 株 式 会太 陽 工 藤

キ土

宿

，事;

立:

自日四林取 締 役 社 長

営 業 所

大 阪 市 福 島 区 福 島 7 - 2 2 - 8  

T E L  (  0 6)  452 - 1151  ( 大代)

東 京 ・名 古 屋 ・ 大 阪 ・広 島 ・福 岡

社本

群出 d長戸斤

事業所

電 気 工 事 設 計 施 工

宇 富 士 電 業 株 式 会 社

中 実

大阪市西区北堀江上通 1 丁目 6 5  

電 話 大 阪 ( 538 ) 1 1 7 1 代 表

東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

田取 締 役 社 長

杜本

高千縫亀締結式会結

取締役社長 岩 崎 久 雄

大阪市都島区中野町 ＴｔｾＸ ー ＱＰ

・ 語 大 阪 ( 06) 3 5 8 ー 1 1  7  1 大 代 表

東一京 都 港 区 虎 ノ 門 1 丁 目 1 3 番 5 号

電 信 東 京 ( 03) 5 0 3 ー 0 7 1 8 代 表

循 岡 市 中 央 区 天 神 1 丁 目 10 番 24 号

電 信 福 岡 ( ω2) 7 1  2 ー o 1  2  6 代 表

神戸 078( 351)  6441 鹿 児 島 ω92( 24) 0115 

電 気 設 備 設 計 施 工

@  

社

庖

ヨ紅

支

営業所
w-.所

中 央 電 気 工 業 株 式 会

取締役会長 今 村 勝

取締役社長 平 木 究

大 阪 市 北 区 西 天 満 6 丁 目 9 番 8 号

電 話 大 阪 大代表 ( 312 ) 8  8  8  1  

東 京 - 名 古 屋 ・ 四 日 市 ・ 神 戸

松 山

電気・計装・空調工事設計施工

電気工事・膏十墨書工事・般骨十施工

ＱＷ Ｑ［Ｗ ト薗気工Ｍ［Ｎｊｾ二 ｙ リレヲ勝式 Ｘ 砲&  ネ土

山 本 永

大 阪 市 北 区 西 天 満 5 丁 目

T EL  06- 364- 3056 (代)

東京 ・神戸 ・広 島・岡山

名 古 屋 ・ 岡 山 ・札 幌 ・ 苦 小 牧 ・浜松・ 滋 賀

京都 ・高砂 三原 ・徳山・ 松山・新居浜 ・福岡 ・沖縄

、益三

1旦

l 番 3 号

取締役社長

社

支 庖

事業所

本
ヰ土

宿

所
業

支

営
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建 材 ・ そ の 他 の頁

社 寺 数 奇 屋 周 瓦 ーー ・ー大 仏 瓦

床・ 壁 内 外 装 用 瓦 一大 仏敷 ・ 貼 瓦

内外 著書 用 様 変 美 術タ イ ル ・大 仏 タ イ ル

新 発 売 ・0 古 代 土 器 開 高 温 〆 タ イ ル ーーー 大 仏 古 代 タ イ ル

@  

喝

雨 水 渇 入 倒 落 防 止

耐襲撃曇

ナニワ媛匂12ii

ナ

ニ

ワ

瓦

株

式

会

社

大

阪

市

植

連

区

広

町

丁

目

ヒ

四

一
電

耐

制

A

0

・
ハ
五

ヨこ

T EL  ( 345) 9055(代 表 )

T E L  ( 252)  3  9  0  6  

T E L  ( 202)  5  2  6  0  

大 阪 市 北 区 堂 島 2 ー 1 ー 1 8  

大 阪 市 東区本 町 4 - 27御堂ピ ル

大 阪 市 東 区 償 制 2 - 3  6  

本 干上

御堂営業所

f前線営j ' : ; Pi斤

Board&Sl ate 

@ 国

設内

Standard 

奉 仕 感 謝 の 唐

タ イ ル 工 事 施 工

:: "1 淳 窯 意 歳 定⑪ 

需 3阪
フ タ パ

大 阪 市 凶 区 西 本 町 1 - 13- 33( 制本町バス停前 }

電 話 大 阪 06( 532)代 0461 ⑮ 550

社本

橋 開 ご l用下 ?

b

E

V

 

手重

ガラス製 品卸問屋

セトモノのデパー ト

各ポツ耐 酸

陶器、

建設省ｾ定の防火材料

基材同等 o  0  0  3号

基材同等 o  0  0  3号

基材同等 o  0  0  4 号

基材同等 o  0  0  4 号

ソリジッ トス タイン

エ パ ウ オ ー ル

エ パ ー サ ン ド

エ パ テ ッ ク ス

本 社 大阪市東住宇i区! l J 川町f 3  - 54  '，{L，活 ( 06 ) 702ー 7814 - 7  

東 京 事 業 所 ・名 古 屋 出 張 所 ・ 高 松 出 張 所・ 福 岡 出 張 所

信 用 と 技 術 で

未 来 を 拓 く 東 海 電 工 株式会社矢橋大理 石 商 庖

大 阪 支l吉

@東海電???E事

大阪市東区向胞僑 2 丁目 9 里f村 ピ ル5階 電 話 大 阪 ( 202) 4905

本 社 / 名 古 屋市 中区 栄 一 丁 目20番 31号 〒460 f t (052) 221-1 111 (大代 表)

支 社 / 名 古屋ー 岡 崎 静 岡 津 般 車ー長野 ・飯 回 東 京 ・大 阪

建築物船舶等造作工事、家具建 具・室 内 装 備 工 事

内 外装 飾 織 物 ・窓 掛 敷 物 壁 紙 類一 式 / 設 計 施 工

D E C O R A T O R S ，L T D  
F U T A B A Y A  

ニ葉屋装備工業株式会社

取 締 役 会 長 若 林 繁 吉

大 阪 府 摂 津 市 東 別 府 3 丁 目 7 番 8 号

電 話 大 阪 ( 06) 3 4 9 - 9 1  9  3 代 表

大阪府知事建築業者許可( 般 - 48) 第 12064号

51  

図爾



己進式
!  簡易問住切デイオ |  

オフィスでは人員の増減やシステムのｾ善苓で Ｎ オフィスレイ戸ウトも流動的です。取吋 ， 取はず
しが簡単なディオは時代の要求にマッチした新しい簡易間仕切です。軽くて，剛性のあるディオ

パネル( イソI ' i ンド36) の表面は0. 5%の塩ビ鋼板で梅成され. 美しい室内感覚を出しています。

(  P AT. 6i 牛3

奥村重兵衛株式会社日 課翠; 主主Z i:13isigilGS
名 古 屋 名古屋市西区{ 表町 2 j 目 守 番 6 号 干 451 寓 &' )C052)  522 - 54 36( 代〉

年中見ていただける 皆様の見本室
|雲|

52  

タイル

常設展示場

A M. I0.∞- P.M. 5.∞ 

日曜・祝日は休館

全 国 タ イ ル 展 示 協 会

大 阪 市 北 区 南 森 町1丁目 1番25号

八 千 代 ピ ル 南 館2 F

T E L  ( 06) 364- 2059 

1111川 111111 好 評 発 売 中 f ノ 111111111川1111111川11111111川川111川H川 111111111111111111111川111111川111111111川11川 川1111111111111111111111111111111111川 111川川11川1111川111川1111111111111111川11111111111111111111111

建 段 省 建 築 研 究 所 監 修

月 明j

年 間 購 観 料 ￥8，400 

( 送科会む)

定価 ￥ 700 

(54年| 月号〕

・基礎の根入れを考慮 した くいの水平抵抗

・木造住宅およ び低層建築工事用足場

・建築現場における コストダウンの要件と具体例

・防災と建築計画( 1)

・耐震いろはかるた

・カナダ省 エネルギ一法 ( 1)

・構 造 計 算データ シー卜 (60)

〔特集号案内〕

・. 体生産技術の

向上をめざして

51年 4 月 特 価 ￥ 780

・建築と接合

51年 7 月 ー特価￥ 1，3∞

・住宅部品システムの普及

51年 11 月・特価引， 4∞

・工事環境 と技術対策

53年 8 月・特価￥1 . α)()

・住宅の遮音

53年 12月・特価￥1 . α)()

同じ失敗を繰り返さないために 増 補 改 訂 版 生 活 環 境 造 り に 好 個 の 殺 計 資 料 各積建築得道の計画 1宣言十に役立つ実用便覧

| 住 宅 団 地 の 造 園 施 設 I I 建 築 構 造 計 算 資 料 集|

圃陪彊重重量耳設置麗jZ阻Il i l I i 陽司・

9 5判・本文288頁・￥ 3，反則送料￥ 250) 沖 中 健 著 9 5 判・本文 114頁 ・￥1，反泊( 送料' 1' 2∞) 中 川 ， 草 編 著 全 8 巻 ー一一ー一一- J

目と手て湾かめた水と土の te録 ー課題への対応ー 快適な住環境を造成するための技術資料 園 鉄筋コン 7 リート情進編① 〈増繍改訂〉

| 最新場所打ちでい工法 I I 住 宅 団 地 の 土 木 設 計 | 園鉄筋コけいLJJ 四 円 蜘 ( 送 料 叩 )

北中克己著 A  5平1) . 本 幻 滅 'l' 3，500( 送 料 》 却 ) 小池正次著 9 5 判 本 文 113頁・￥1 . 闘( 送制却) 9 5 判・2 1 2頁・￥ 3，OOO( 送 料 刊 日 )

納まワやす{ 施工しやすい配筋の指導書 1宣言十・施工に必要な接着工法の決定版 図 咽 埠

閣制 情 造 編 ①

| ! 新刊配 筋 読 本 I I 建 築 の 接 着 工 法 I _  8 5 判 225頁 札 制 送 料 問 )

井上博・ ｾｴ Ｇｊ 、路宏共著
西 忠 維 監 修

目 図鋼 情 造 編 ②

9 5 判・本文 162頁・￥ 3，2ω( 送料' 1' 2∞) 9 5 判・本文ぬ5頁・￥ 3，α)()( 送料￥ 280) 日5 判・ 256頁・￥ 3，日氾( 送料￥ 250)
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発 明 賞 に 輝 く 各 種 特 許 235 件 所 有

ヤ ツ

防 煙 火 ・ 防 災 ・ 防 盗

-・・-

鈴 木 式 防 煙 火 シ ャ ッ タ ー ・ リ ン グ グ リ ル③ シャ y タ ー ・

ス テ ン レ ス シ ャ y タ ー ・ア ル ミ ニ ュ ー ム シ ャ ッ タ ー ・

40 ・ ピーアソフ・@ シャ y タ ー ・汎 用 シ ャ ッ タ ー

そ の 他 特 殊 ン ヤ ソ タ ー の 製 造

ア フ タ ー サ ー ビ ス の 完m

豊 か な 経 験

最 新 の 技 術

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本 社 : 大 阪 市 東 区 両 倖 田 fl - 12 日 生 ビ ル 宮 ( 943 ) 6571代 表

東 京 ・償 j兵 ・成 問 ・郡 山 ・水 戸 ・浜 松 ・|均的 ・名 古 屋 ・富 山 ・大 i1t ・京 都 ・堺 ・神 戸 ・広 島 ・福 岡 他全 国 主 嬰都 市

現場の信頼 に応える ＢｉｾｉＮ＠
告 11 口

主党口口

セ メ ン ト 防 水 ・防 湿 用

セ メ ン 卜 急 硬 ・止 水 用

セ メ ン 卜 硬 化 促 進 用

セ メ ン ト 耐 寒 ・防 凍 用

コンクリ ー ト 型 枠 脱 型 用

ノ口湿潤型モルタル密着用

塗 布 型 モ ル タ ル 密 着 用

非 加 硫 ゴ ム シ ト防水用

ウ レ タ ン 弾 性 塗 膜 防 水用

化 学 反 応 タ イ プ 離 型 周

防水剤

急結剤

早強剤

防凍剤

剥離剤

接着剤

" 烹 ヲ ー

ヲa、.. ［，Ｎｾト

7 1- 9 ; '  

11守- q- L.

セメンド起泡 ・軽量 ・裏込用 %%: : 1・b

場 所 打 抗 モ ル タ ル 混 和 周 ｚｾ ニＢ叫 ｺ

ー セ メ ン 卜 混 和 剤 ・ 助 材 綜 合 メ ー カ - -

ｾ，ｾぬ株 式 ｾ､ 盟国ＱｴＺ ＱＮＮＮＮＮ｟ｴＫ
Ｍｾｾ叉 つ会社Ｎ｡ＺｉｉＮｮ圃唱畠園圃畠圃ＮＮＭ｟・』

罰D ' 東京都品川区二葉1- 18- 8 台東京 (787) 1131代 表

東 北 支 后 福島市下型T 寺字遠原3- 2 nu245(91) 1l 31間

関東営業所 茨城県土浦市大 ｾｉｔ 14 - 3  f t0298(23)  1131附

盛岡営業所 岩手県議問l市月ケ 丘3- 39 含 0196( 45) 1331刊

大 阪 大阪市東成区東中本2- 17-26 ft 06 (974)  1131  
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民品ちｾＺＺ 1I IJ I !J 9  ｊｾ＠ J 9J l  

錆 び な い ノ

われない. ノ

燃 え な い ノ

長 尺 物 ・ 色 彩 豊 富 ・ 責 任 施 工

品種・オリエンタルカラースーパーメタル ( CS PM)

・オリエンタ J レスー 1'¥ーメタル ( S P  M)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

・オリエンタルスチールライト ( S T  L )  

・ オ リ エ ン タ ル サ ン セ ラ ム ( S  S  )  

、 波 板 規 格 S 小 波 ・S 大波， V i 皮・ボックス波・ W ジャンポ波・ V デ ッキ

S V ジ. ャンボ波 ・其 の 他

用 途 平 板 ・ 波 板 ・ 棟 包 ・ 雨 押 類 ・ 苔 樋 ・竪 樋 ・ 軒 樋

各種換気装置〔モニター・ベンチレーター・ムーパー ・エキゾスター( 強制) )

ホーンタイト( 防音壁) ・スチールシングル・其の他

※ カ タ ロ グ を 御 請 求 下 さ い

議議市 I J I ! J ' l J l J 9J l 製造赫式会祖

大 阪 本 社 〒 660 尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 2 6 松 本 ピ J レ 電 話 大 阪 ( 06)412ー 5131( 代)

営 業 本 部 〒660 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 44 t包 括 大 阪 ( 06)488ー 1081 ( 代)

支 庖 及 工渇 大 阪 ー九 州 ・ 名 古 屋 ・広 島 ・東 条 ・刈 谷

姫 路 ( 東 洋 建 材工 業. 株 )

東 京 本 社 及 工場 〒 335 蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 32 号 電 話 厳 ( 0484 )42- 3115 ( 代 )

支 底 及 工 場 東 北

建築に新しい時代を拓く内・外壁材/

l簡にス315f ト

- 年 中 快 適

・耐火パネル

- クラックが入らない

・工期の短縮化

‘
ヘ

l

ベ

ル

ラ

イ

ト

使

用

木

造

住

宅

(
大

阪

府

高

石

市

・

G

邸

)

最 高 の 技 術 が 生 み だ し た

新 し い 素 材

ヘーペJL
o  

三頭側重

- 吸音吹付化粧材

耐火・防火・断熱・結露防止

ソノライト 22G

⑧ jT55需型五期間

明 石 支 庖 〒673 明石市西新町 2- 12- 14 ' D' 078(922) 0007(代)

高槻営業所 〒569 高槻市宮田町 2- 1  - 29 公 0726(96) 2889

中国営業所〒742 柳 井 市 宮 本 浜 (柳井総合卸センター内)

官1' 08202(2) 5211 
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熱資源の有効利用と 、快適な居

住性を実現する素材として 、 カ

ネ力独自の技術により開発した、

高性能断熱、結露防止材カネ ラ

イトフォーム F- I 、F -II 。その

優秀な素材と施工技術をもとに 、

このほど画期的 な断熱材打込み

工法 ' S L 工法 J を確立しました 。

コンクリー 卜打設時にカネラ イ

トパネル ( S しパネル) を内型 枠

として使用。新考案の〈サネ材

がパネルの目違いをなくし 、均

一 な平面性と等質な作業性を保

持でき 、施工面 で数か ずの利点、

を付加。能率ア y プ (2 2 %もコス

トタウン ) の新工法です。

明日の生活環境づくりをめざし

て、求められる資材、工法を開

発する 「カネカ 」に、今後共ご期

待くださし、。

- 実用新案申請中

福. : Eiも4 大メリット

t より前進した結露防止工法

S Lノf ネルの 内:11枠 としての 使用は、 カネラ

イトフォームのH i 'Iーである強 L、彼1"Ht を生

かし問 ｉｉ｟ ｾ に似 体 との 問に空間を残さ ないこ

とにより 内部結係の先 生 もふせぎます。

また〈サオ、材〉により 、 S しノ付、ルの干産税木口

而の:ji，'j / 立を保持。 il21長コンクリートが木許11

に触れ ることなく 、結時 を防止 します、

2 ムダを省くパネルレイアウト

S しノ 吋、ルは 、設 ，:1"，1; 11り付け 図にもとづいて

工場生路、各都f立のオーダーにそくした 製

品 を現 均へ供給。 ムダのない合理的な パネ

ル生産システムがi号られます。

資材の節減や不陸調笠等 、作業ht の低減 化を

.illi め、工期促進商でも大きな改善がはかれますー0

4 トータルコストの1ft ).戒イヒ

S L工法に より 、現場用材、作業手 )1阪及び

現湯村唆面 での省 力化 と、安全・正確・迅速

'/'1ーを組みこんだ胞工面での質的改善が実現。

従来工法に比較して、総合的なコストダウン

がはかれます。

3 工程の省力化・工期の短縮化

従来 のコンクリート打設後のl断熱工事の 作

業手 )1闘をすべてカット 。

本 社 大 阪 市 北 区 中 之 島3丁目2番4号 (朝日新聞ピル)

⑨鐘淵化学工業株式会社 東京支社 出 品 か 討 は11T31

樹 脂 制 ｕ ｉｬ部 品 ＡＯｪｩ 也 ｉｾ ［ ｦ 宅 ｾＰＳ (4051  1011 



歩行用屋上防水一外側断熱防水 / UD工法

駄米で常識 化 されている外側断熱工法 。 日 本でも ｾｮ 鳥

j レーフイングが掠用して、すでに l O{ j :. 以 iて、経過しました。

最近、省エネルギ一、生活環境の向 上、建物の耐久性な

どの諸点からこの工法への却仰がようやく深ま ってきま

した。" 本でタトイHl J 断熱が常識化される" も近いでし ょう。今

回の Tロ; imロ Te c hnicaf Repaけでは、外側断熱防/1"，/  U D  

工法にスポットをあて、その i 1:織をご紹介してゆきます。

まず、外f J ! IJ 断 熱 防ホ / U D 工 法 の 特 長。・ スラブの杭度

変 化 が小 さくなるので、ひびわれや動 きが少なくなり 、スラ

ブに接続する壁や梁への応カも緩和され構造的にも安定

する 。 ・ ｬ 人 ｊ ￬ Ｇｴ Ｑ Ｕ 紡日誌を防止する 。 ・ 防ノ Ｇｊ Ｈ ｊ ｲｾ Ｚ は熱 的 に安定す

るとともに直接、外( J ' . J ; ; 診粋を受けないので耐久性がI将す。

・外力による機械的 損傷を直接うけ

ない0 ・内庁15の 直f上トーげが存易である。

断熱防水仕様

PCR. S200 

ロ アスフアルト

フェルト敷き

日[ 2RBボード 30mm品

目 アスヲイ卜 1.5kg

回 国強力アスヲ - u

[]J T スヲイ 卜1.2k9

E盟 強力アスヲ ーU

ギルスポ ッ ト

回 プライマ ーo311 

U D工法では 、断 熱 材 門 体 が 雨 水 の

; 彩特をうけるため 、11及ノ'J ，' / 空が少なく

し か も 熱 絶 縁 の 高 い 断 熱 材 が 要求

されます。この目的にそ って/l f. J 予をされ

たのがR Bボードです 。RBボード の 素

材は気泡サイズをより小さく した 硬 質

断 熱 防 水 仕 様PCR- 5200

回 国

ポリスチレンフォ ーム の 特 殊JI/ :で す 。

両面にはスキン層がついています。

そ の 主 な 特 長 は

. Wf 熱効果が大きし、 0 ・l吸水 が 少

なし、 0 ・透混抵抗が布し、 0 ・機 械 .

(I"J 強 度 が 大 き い 。

臨圏姐

|  ギルスポット |  

|ガム25J Tク3 0 I  
|強…ぺ

員富議 ｾｦＺ
3 0 mm晶

強力アスターUは、強力アスロンU とと

もに 以内アス協組仕様の 1-1-
1
核材とし

てl)f;Jづきされた不織布ルーフイングー良

町なアスフ アルトがた っぷ りと含 j受被

覆されています。従って 防 本 性 能 は 抜

群 。 従来のメンブレン工法の機能を

快かしながら工 !日l短縮納まかられま

す 。建 築梢 造 の 多 傾 化 に 対 応 し 、工

予約 力化への移行を行った理想的 な

不織布ルーフ イング、 強力アスターU。

その性自Eはストレ y チルーフイングの

ｊｉ ｓ 胤格を ｆ 也えています 。 ・ 岡 ｉ ｈ ｾ ｆＮが日

く繰り返し応力に| 耐える。・府 朽 変 質

するおそれがなく長期 間 の 防 水 効 栄

を{米証する 。・{止が是でももろくならず

寒 冷地 の防水にも好適。・形状が変

化せず安定した防水 j習を形成する。

四 日 日ロ

このほか P仁川! . l ! l ・昨! i . I ' l ! ! ! l があります c
|目

以下 の チ ェ ッ ク ポ イ ン ト を 参 照 に 〈防水 層保 護材 ) <押 えコンクリート〉

断熱防水計画をお考えくださし、 0 ・納 ま り 〈立上 りの 高 さ) < パラペ

・下地 〈下 地 ごしらえ) <下 地 の 種 ッ ト) <笠 木 ) < 手摺〉

類) < ドレイ ン) < 勾配) <排水 〉 ・断 熱 性 能

・防 水押 え 〈伸 縮 目地) < 立上 り押え 〉 ・仕様 の 選 定 〈基 本的 条件 〉

マ

東西アスフアルト事業協同組合

田島ルーフィンケ株式会社

大 阪 : 大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 ー 1 0 - 5 電 話 (06) 443- 0431  

東京東京都千代田区岩本町 3- 11 - 13 電 話 (03) 862- 8531 

札 幌 ( 011 )221- 4014 広 島 ( 0822) 46- 8625 

仙 台 ( 0222) 61- 3628 高 松 ( 0878) 34- 5362

名古 屋 ( 052)5 6 2 - 0501 福 岡 ( 092) 712ー 0800

3芋剥11は 「 ア ス フ ア ルト| 湯水 ，i士様

5 」をご覧くださし、 。

なお、この ｦ 士械ｾ Ａ ｾは、ご希望の方

に差し上けています。企画係宛へ

お申し込みください 。
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